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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　開幕　バズーカかついだ渡り鳥




「俺のことを『お兄ちゃん』と呼んでみてくれないか」

「……はあ？」

　二に志し名な海かいの懇こん願がんに、九く里り浜はま純じゆんは呆あきれたような声を漏もらした。

　夕暮れ時のＡアンドＰストアは、夕食の食材を買い込む主婦らでやや混雑している。そんな中、二人は広大なスーパーの隅すみの方、フードコートの一角に陣じん取どり、アイスコーヒーを飲んでいた。

「なんで『お兄ちゃん』なんて呼ばなきゃなんないのよぅ」

　ツインテールの髪かみ型がたと細い眼鏡めがねが特とく徴ちよう的な少女、九里浜は鋭するどい視線で海を見上げた。

「大事なことなんだ。とっても」

　海は、彼特有のしゃがれ声で答えた。首元の黒いチョーカーから垂れ下がる十じゆう字じ架かを神経質にいじりながら、真しん剣けんな瞳ひとみで九里浜を見返す。

　年の頃ころは二十代前半。身体からだの線や穏おだやかな表情、物もの腰ごしなど、ともすると女性と見み間ま違ちがってしまいそうな雰ふん囲い気きを、青年は身にまとっていた。だから、この声を初めて聞いた人間はたいていびっくりする。ハスキーボイス、と表現すれば聞こえはいいが、少々人の気持ちを不安にさせるような声だった。

　九里浜はというと、この声には慣れたものだった。疑わしい目つきで海を見返す。が、海の真剣な表情はいつまでたっても崩くずれる気配を見せなかった。

　やむなく、九里浜は言われたとおりにした。

「……お兄ちゃん」

　ふて腐くされたような物言いに、海はズバーンとテーブルを叩たたいた。

「違う！　もっと感情をこめて言ってくれ」

「感情をこめて、ってどんな風なのよぅ」

「この世にアダムとイブしかいなかった時代の、イブの気持ちになるんだ」

「アダムとイブは別に兄妹じゃないでしょ」

「イブはアダムの肋ろつ骨こつから生まれたんだ。遺伝子的には兄妹も同然のはずだ」

「そうかなあ」

「聖書の解かい釈しやくなんかどうでもいいんだ。とにかく『お兄ちゃんが好きで好きでたまらない』という気持ちをこめて、言ってくれ」

　海の力説に、九里浜はぐっと声を詰つまらせた。

「そ、それは……あたしに、海さんが好きだって言わせたいの」

　興味なさそうなふりをしながら言ってみるものの、自然と頰ほおが熱くなるのを九里浜は感じた。

　すると海は、

「違う！」力ちから一いつ杯ぱい否定した。「俺は君にお兄ちゃんと呼んで欲しいだけなんだ。君の気持ちなどどうでもいい」

　直後、九里浜の右ストレートが海の顔面に炸さく裂れつした。

　完全に不意を衝つかれ、「ぶべら」と間ま抜ぬけた悲鳴を上げながら海は椅い子すごと後方に倒たおれた。

「いきなりなにをする！」

　顔面を押さえながら海は身体を起こそうとしたが、九里浜は助けの手を伸のべることすらしなかった。コーヒーの残りを一気に飲み干すと、紙コップをくしゃりと握にぎりつぶし、近くのダストボックスに放ほうり投げた。

「知るか！」

　椅子を蹴けって立ち上がり、その場を去ろうとする。

「待ってくれ、純！」

　自分のカバンをひっつかみ、海は九里浜の背中を追う。

「一体何を怒おこってるんだよ」

「怒ってない！」

　怒いかりを隠かくそうともせずに、九里浜は言い返した。

「……そうか。悪かった。仕方ない、誰だれか別の人を当たってみることにするよ」

　しょげかえった口調で、海は言った。

　さすがに冷たくしすぎたかと自省し、九里浜は振ふり返った。

「別の人に、って。お兄ちゃんって呼んでもらうのがそんな大事なことなの」

「とっても大事なことなんだ」

　繰くり返された言葉は、やはり真剣そのものだった。

「なんで、そんなに大事なのよぅ」

　海はしばらく黙だまり込んでいた。やがて静かな口調で、

「昔、誰かからそう呼ばれていたような気がするんだ」

「昔、って……」九里浜は息を吞のんだ。「海さん！　まさか昔の記き憶おくが……!?」

「わからない。だから、はっきりさせたいんだよ」

「そーだったの。……ごめんなさい、いきなり殴なぐっちゃって」

　今度は九里浜がしょげかえる番だった。

「じゃあ、俺をお兄ちゃんと呼んでくれ」

　海はコロリと元の調子に戻もどった。

　九里浜は改めて海と向かい合った。大きく深呼吸して、海の瞳をじっと見つめる。

　じーっと見つめる。

「いや待て」海が目をそらした。「それは恋こい人びとを見つめる目だ。俺の求めているものじゃない」

「え？　あ、そう？」九里浜はまた頰を赤くした。「じゃあ、どうすりゃいいの」

「愛は愛でも、家族愛を前面に押し出してくれ。父親を見つめる目、と言えばいいのかな」

「注文多いのねえ」

　文句を垂れつつ、九里浜はもう一度海を見つめた。父親を見つめるように。

　九里浜は父親のことが好きだった。色々と欠点はある。やたらダジャレを連発するし、所構わずおならはするし。でも、困った時は相談相手になってくれるし、勉強も教えてくれる。

　そんな父を見るように、九里浜は海を見た。そして、問題の台詞せりふを口にする。

「お兄ちゃん」

　沈ちん黙もく。

　海は、邪じや念ねんを追い払はらい、心を真っ白にして、「お兄ちゃん」という単語を胸の内で響ひびかせていた。

「……海さん？」

　九里浜が言葉をかけても、海はなかなか返事をしようとしない。その目は、何かを捜さがして彷徨さまよっていた。
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「……う～ん。なにか妙みような感覚はするんだが……」

「妙な感覚？」

「ああ。でも、尻しつ尾ぽがちょろっと見えただけで、本体の姿が全く思い及およばないというか……わかんないね」

　海は肩かたをすくめた。

「そーなんだ……」

　九里浜も肩を落とした。

　九里浜にとって、海は奇き妙みような男性だった。

　かつて九里浜家は、平ひら磐いわ地方でも有数の豪ごう農のうだった。故に、平磐を中心にいくつかの分家筋が存在する。一族の人間が何人いてどのような縁えん戚せきでつながっているのか、九里浜自身ほとんどわかっていないくらいである。一族の誰かが亡なくなったり結けつ婚こんしたりする時に大集合するので、顔だけはだいたい覚えているつもりだが。

　そんな九里浜分家の一つが、沼ぬま渡と田だと平磐の境界線近くの山の中、穂ほ垂たる地区と呼ばれるところにある。ここは親が特に懇こん意いなおかげで、九里浜純と豪ごうの姉きよう弟だいは子供の頃ころからしょっちゅう出入りしていた。

　四年前のある日、いつものごとく九里浜が分家に行ってみると、居間で楽しげに談だん笑しようしている見知らぬ二人の男性がいた。話を聞けばつい最近分家の隣となりに（と言っても、敷しき地ちが隣りん接せつしているだけで、家同士は数百メートルほど離はなれているのだが）引っ越こしてきた親子だという。

　それが二志名康やす晴はると、その息むす子この海だった。彼らは非常にフレンドリーで、語る話もおもしろかったので、九里浜姉弟が彼らと仲良くなるのに、さほど時間はかからなかった。

　海は不思議な陰かげをまとっている──何度か会って話をするうちに、九里浜はそう感じるようになった。具体的に何がおかしい、と指し摘てきすることはできなかったが。

　このもやもや感を解消すべく、「どこから来たのか」「引っ越してくる以前はどんなことをしていたのか」等々、九里浜は海に矢や継つぎ早ばやに質問した。が、返ってくるのは曖あい昧まいな愛あい想そ笑わらいのみ。

　これではらちがあかない、と意を決して父二志名康晴氏に尋たずねてみたところ、返ってきたのは予想外な答えだった。

「海は大事故に遭あったんだ。その時に記憶をまるきりなくしてしまってね」

「記憶がないんですか……？」

「ああ。私たちは、転地療りよう養ようのためにここに来たんだ。だから、海に昔のことを聞くのはよしてやってくれないか」

「そうだったんですか。すいません」

「謝ることはないさ。黙だまっていた私が悪かったんだしね」

　というわけで、九里浜はその日以来、直接海に過去のことを聞くのはやめた。

　しかし、探たん偵てい志望としての血がなせる業わざか、九里浜は海の過去に関する興味を捨てることはできなかった。というのも、海の人生の中に存在する空白が、二志名家の親子関係に大きな陰を落としているように思えたからである。二志名康晴氏は、息子の記き憶おく喪そう失しつに対してなんらかの負い目を背負っている。九里浜の目には、そういう風に見えた。

「そうかもしれないね」

　その点を指摘すると、康晴は素す直なおに認めた。

「以前の私は、仕事にばかりかまけていた。もう少し私に気配りがあったなら、あんなことにはならなかったのかもしれないんだが」

　あんなこと、とは一体どんなことだったのか。

　九里浜としてはそこが知りたかったのだが、康晴も過去のことは決して教えようとはしてくれなかった。

「……海さんの記憶は、元に戻るんですか」

　代わりに、将来のことを聞いてみた。

「わからんね。私としては、戻らなければいいと思っている」

　親らしからぬ返答に、九里浜は目をみはった。

　その様子を察し、康晴は言葉を付け加えた。

「海に必要なのは過去じゃなく、未来だ。これからだ。だから君には、これからも海と仲良くしてやって欲しい。よろしく頼たのむ」

　そして、康晴は九里浜に頭を下げた。

　康晴のお願いは、心からのものだった。それは間ま違ちがいない。が、一方で、これ以上の追求は許さないという態度もかいま見えた。

　言われたとおり、海さんの過去をこれ以上詮せん索さくしてはいけない。九里浜の理性はそう理解していたが、頭の中から完全にはじき出すことはできなかった。海さんの記憶は海さんのものだ──それを取り戻もどそうとして何が悪いのか？　いつか、海さんが記憶を取り戻したいと思った時は、手伝ってあげたい──九里浜は内心こっそりと誓ちかっていた。

　だから、海が突とつ然ぜん妹の存在を口にした時、九里浜は心底驚おどろいた。そんな話、今まで一度たりと聞いたことはなかったからだ。

　とはいえ、単なる妄もう言げんであるとは思えなかった。

「純、何ぼーっとしてるんだ？」

「え？　あ、うん」

　海に声をかけられて、九里浜はふと我に返った。

「ちょっとトイレに寄ってくる」

　海は手を振ふって、九里浜に背を向けた。

「じゃあ、外で落ち合いましょ」

　九里浜は一人で駐ちゆう輪りん場じようへ向かった。

　本日、二人はたまたま平磐の街の中で出会ったのだった。九里浜は市営プールに泳ぎに行こうとしていたのだが、アホみたいに混んでいたのであきらめ、街の中を適当にぶらついていた。そうしたら、父親のおつかいで出てきていた海にばったり会ったのである。海はバスでやってきたそうなので、九里浜は彼をスクーターの後部に乗せて家まで送ってあげようと思っていた。ちょうど九里浜自身も、二志名康晴に会う用事があったのだ。

　停とめてあるスクーターに荷物を載のせた時、ちょうどその二志名康晴からの電話が鳴った。

「もしもし？」

　携けい帯たい電話を取り、すぐに通話を開始する。聞こえてきたのは、いつも通りの二志名康晴の穏おだやかな声だった。

「やあ、純君。今いいかね？」

「ええ。今から海さんと一いつ緒しよに、そちらに戻るところですけど」

「謝らなきゃならないことがある。今日の調査活動なんだが……」

「……中止ですか？」

　九里浜は問い返した。

　康晴は趣しゆ味みで住居地域周辺の調査活動を行っており、九里浜は時々それを手伝っていた。今夜も、分家に泊とまりがけで出向く予定だったのだが。

「本当にすまないんだが、ちょっと都合が悪くなってしまってね」

「あら。何か用事でも？」

「そんなところだ。だから、こっちに急いで帰ってくることはない。気の済むまで遊んできてくれ」

　それが二志名康晴式の婉えん曲きよく表現であることを、九里浜は知っていた。しばらくの間うちには戻ってこないでくれ、という。

「そうですか。わかりました、もう少しぶらついてみます。……ところで一つだけ、聞きたいことがあるんですけど」

「なにかね？」

「海さんには妹がいるんですか？」

「……突然なんの話だね？」

　面めん食くらったような康晴の声。

「海さんがそんなことを言ってたんですよ。昔妹がいたような気がする、とかなんとか」

「そんなこと言われても、あいつに妹なんて、──」

　康晴の声が急に途と切ぎれた。

「……？　どうしました」

「──いや、なんでもない。海のこと、よろしく頼んだぞ」

　早口に言うと、康晴は通話を切ってしまった。

　最初から最後まで、妙みような物言いだった。九里浜は、通話の切れた携帯電話を呆ぼう然ぜんと見つめた。

「……一体、なんなのよぅ」

　首を捻ひねったが、考えてわかるものでもなかった。九里浜は金かな網あみに寄りかかり、海が戻ってくるのを待った。この後どこに遊びに行こう、などと考えながら。




　二志名康晴は静かに電話を下ろした。ゆったりした足取りで居間へ向かい、大窓から庭に下りる。

　二志名家正面の庭は狭せまく、すぐに畑が広がっていた。ナス、キュウリ、トウモロコシ、大根等々の苗なえが、茶色い土から天に向かって生えている。

　その畑のあぜ道に、一人の少女が立っていた。

「ご用事、終わりましたかしら？」

　康晴に声をかけてくる。康晴は無言で少女を見つめた。

　背の低い女の子だった。シンプルなデザインのサマードレスを着て、髪かみを後頭部で二つの団子状にまとめている。その二つの団子の間には、猫のぬいぐるみが載のっかっていた。見るからに少女然とした外見だったが、一方でその口ぶりは妙に大人びていた。

「人の電話を盗ぬすみ聞きするとは、趣味が悪いな。結ゆ衣い」

「あら、なんのことですかしら？」

　結衣と呼ばれた少女は、空々しくとぼけてみせた。

　康晴は深いため息をついた。姿勢を正し、結衣と正面から相対する。

「一体なんの用かね。亘わた理りの命令か」

　康晴の険しい顔つきを、結衣はにっこりと笑って受け止めた。

「話が早くて、よろしいですわね。その通り、ワタクシたちは二志名のおじ様と海さんの抹まつ殺さつを命じられていますの」

　穏やかな口調に全く似合わないことを、さらりと言う。

「……なんの冗じよう談だんだ？」

　康晴は問い返す。が、結衣は何も答えない。

「どういうつもりだ！」康晴は突とつ然ぜん激げつ高こうした。「話が違ちがうぞ！　海の命を救う代だい償しようとして、海の記き憶おくを封ふうじる──亘理が持ち出した約束だ。あいつは自分から反ほ故ごにしようというのか」

「八や阪さか井い三さ十と四しが現れた以上、海を処分しなければならない──わたりんはそうおっしゃってましたわ」

「八阪井三十四！　あの男が姿を現したのか──！」

「ま、でもワタクシ、細かい事情は知りませんの」結衣は涼すずしい顔で応じた。「ワタクシにはどうでもいい話ですもの」

「……どうでもいい話だと？」

「実は、キィ兄様が平磐で行方ゆくえ不明になりましたの」

「キィ兄様って……あいつがか？」

「はい。抹殺命令はあくまで名目上、本当はワタクシたちキィ兄様を捜さがしたいんですの」

　にっこりと優ゆう雅がな笑えみを浮うかべる結衣。

「とはいえ、命令を完全無視するわけにも参りませんからね。申し訳程度にはこなしておこう、と思いまして、本日こちらを訪問いたしましたの。……海さんはご在宅？」

「いないと言ったらどうするね」

「どこにいるのか、教えて頂けますかしら」

「教えると思うかね」

　康晴の姿が二重にぶれる。背後から現れたのは、彼そっくりに写した半はん透とう明めいの姿──幽ゆう体たいだった。幽体は一いつ旦たん輪りん郭かくを失うと、薙なぎ刀なたの形に変化して、康晴の手の中に収まる。

「戸と有あるから身を引いて早四年とはいえ、貴様ごときに手もなくやられる私ではない」

　薙刀の刃はを軽く振ふり、先せん端たんを結衣に向ける。

　しかし、結衣の笑みは崩くずれない。

「二志名のおじ様の相手をするのは、ワタクシではありませんわ」

　その台詞せりふに、薙刀の刃がわずかに下がる。

「……なんだと？」

　結衣の背後から、ぬっと男が姿を現した。

　盛り上がった筋肉をタンクトップ一枚で隠かくした、大男だった。胸回りや腕うではもちろん、指先に至るまで、すべてが太い。指と指の間にリンゴをはさんで粉ふん砕さいできるのではないかと思えるほど、たくましい肉体の持ち主だった。

　その一方で、表情は柔にゆう和わそのものだった。象のように優やさしい目をしている。

「……光こう陽ようか……！」

　康晴が呟つぶやくと、光陽と呼ばれた大男は幽体離り脱だつを行った。姿を失った幽体は、長い筒つつ状じようの形となって、光陽の肩かたの上に乗っかる。

　それは、口径約二十センチのバズーカのような外見をしていた。ただし単なるバズーカではない。その砲ほう口こうから、剣けんが生えていた。銃じゆう剣けんの刃を巨きよ大だい化かしたようなものが、バズーカの筒つつ先さきから延のびている。

「コウ兄様のバズーカ剣けん法ぽうでお相手しますわ、おじ様。……やっちゃってくださいな」

　結衣が言うと、光陽の象のような瞳ひとみが、瞬しゆん時じに人食い虎とらのそれに変化した。

「剣、さす。バズーカ、うつ。みんなころす」

　たどたどしい口調で言いながら、のしのしと光陽は歩き始めた。

「ぬう……ッ」

　先手必勝、とばかり康晴は地を蹴けった。バズーカの射界から逃のがれるべく回り込みながら、薙刀で光陽の右みぎ脇わき腹ばらを狙ねらう。光陽は右手でバズーカを担かついでいる。もっとも隙すきの大きい場所だった。

　目もく論ろ見み通り、薙刀の刃は光陽の脇腹に食い込んだ。鈍にぶい音とともに、傷口が血で赤く染まる。しかし──

「──抜ぬけない!?」

　筋肉の盛り上がりが、がっちりと薙刀を捕とらえてしまっていた。康晴は押したり引いたり、なんとか刃を抜こうとするものの、びくともしなかった。やむなく一いつ旦たん魂たま裸ら醒せを消しよう滅めつさせ、後ずさろうとしたが──

「もう、つかまえた」

　光陽はその隙を逃さず、バズーカ剣を康晴の肩かた口ぐちに突つき刺さした。

「ぐあう!?」

　思わず悲鳴を漏もらす康晴。手をかけて引っこ抜こうとするが、剣けん先さきは肩けん胛こう骨こつを突き抜けて背面に達しており、そう簡単には抜けそうもない。

　そのまま、光陽は康晴の身体からだを持ち上げた。と、バズーカの砲口が光を放ち始める。

「……な……クソッ！　放せッ！」

　康晴は素す手でで光陽を殴なぐり、蹴った。しかし光陽の巨きよ体たいがその程度でぐらつくはずもない。砲口の光はこれ以上ないくらいに輝かがやきを増し──

「──ぼかーん」

　光陽のかけ声とともに、光の柱がバズーカから発射された。康晴の視界が真っ白に染まる。




　大岩の陰かげに身を隠していた結衣がひょっこり顔を出した。

　既すでに爆ばく風ふうは収まり、吹ふき上げられた土つち煙けむりがバラバラと宙を舞まっていた。土煙のベールの奥では、半はん壊かいした二志名家が炎ほのおを上げ始めている。

「さっすがコウ兄様、破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐんですわね」

　光陽は、バズーカを構えた格好のまま、立ちつくしていた。バズーカの剣先にいたはずの康晴は、いなくなっていた。

　バズーカの光に吞のみ込まれ、消滅していた。

「どうやら、海さんはここにはいないようですわね」

　惨さん状じようを目まの当たりにしながら、結衣は冷静に言った。

「それはそれで好都合。ワタクシたちの目的はあくまでキィ兄様を捜すこと。事態が紛ふん糾きゆうすればするほど、ワタクシたちが時間を稼かせげるというものですわ。これで義務を果たしたことにして、あとは他ほかの方々に頑がん張ばっていただきましょうか」

「ン。コウ、キィ、さがす」

　光陽は魂裸醒を消滅させた。その目は、以前の象のような優しい目に戻もどっている。

「そうですわね」結衣は光陽に笑顔を向けた。「でもその前に、脇腹の怪け我がの手当てをしなきゃなりませんわね」

　結衣は光陽の手を引いて、その場から離はなれていった。




　　家庭外暴力の嵐あらし




「で、自分、隣となりの家の女の子とはどういう関係やねんな」

　三み鶴つる城ぎ哲てつ矢やは晩ご飯をかきこみながら、僕に聞いてきた。

　七月ももう終わりに近いある日の夕刻、花はな谷や家の食しよく卓たくは珍めずらしい客を迎むかえていた。帰郷してきた僕の兄、哲矢である。

　哲矢兄さんは平磐二高を卒業後、関西の大学に入学し、そのまま関西の企き業ぎように就職して現在に至っている。関西に住み着いてもう十年くらいになる。完全に関西弁が身に付いてしまったらしく、帰郷してきても口をついて出るのは関西弁ばかりだった。

「ま、完かん璧ぺきな関西弁にはほど遠いねんけどな。俺のは京都弁とか河かわ内ち弁とか泉せん州しゆう弁とか、色々混ざっとんねん。関西人検定を受けたらせいぜい三級くらいしか合格せぇへんのちゃうか」

　と、本人は謙けん遜そんするが、関西弁など遠い国の言語である僕らにしてみれば、完全な関西弁を扱あつかっているようにしか思えなかった。

「どういう関係って、どう答えりゃいいの」

　僕もご飯をかきこんだ。

「僕と夏か月づきは友達同士だけど」

　質問に興味のないふりをする。実際は友達以上だったらいいなあ、と内心では思っているが、そこまで哲矢兄さんに教える義務はない。

「ホンマかいな？」

　哲矢兄さんは、訝いぶかしむような調子でさらに尋たずねてきた。

　僕と夏月の仲をはやし立てるつもりだな、と思っていたのだが。なにやら妙みようだ。

「いや、ほんとだよ」

　僕は重ねて言った。しかし兄さんの浮うかない表情は晴れなかった。キッチンで洗い物をしている花谷の叔お母ばさんにちらりと視線を投げてから、声を潜ひそめて語り出す。

「叔母さんが心配しとるらしいで」

「はあ？」

　意外な言葉だった。

「心配というと、夏月のことを？」

「まあ、せやな」

　叔母さんが夏月に悪印象を持っているというのだろうか？　僕が知っている限り、叔母さんと夏月とはお隣さん同士としてごく普ふ通つうの友好関係を保っているはずなのだが。

「叔母さんから聞いたの」

「ああ。大だい助すけにそれとなく聞いてみてくれないか、って言われとんねん」

「それとなく、って思いっきり直球勝負で聞いてるじゃん」

「それとなく聞く方法が思いつかへんかってん。それよか自分、最近は隣の家──八阪井家ゆうたか──に入り浸びたっとるらしいな」

「まあね。夏月からしょっちゅう呼ばれてるから」

　八阪井家の住人は、今のところ夏月一人のみである。つい最近までは夏月の父、八阪井三み千ち人と氏も同居していたのだが、現在諸事情あって帰郷している。「大きな家に一人だと寂さびしいですから」と夏月はたびたび友達を家に呼んでいる。呼ばれる回数がもっとも多いのは、隣りん人じんであるこの僕だ。

「叔母さんによると」哲矢兄さんはさらに声を小さくした。「自分、隣の家の女の子にボコボコにされとるそうやないか」

「…………へ？」

　何を言っているのか、理解できなかった。僕が呆ぼう然ぜんとしている間に、哲矢兄さんは話を続ける。

「叔母さん、見たらしいで──隣の家の庭で、その夏月っつう子に自分がボコボコにされているところを。しかも、一度や二度やないようや」

「……ああ！」

　やっと話が理解できた。

「えーと、その──たしかに毎日夏月にボコボコにされてはいるけど、そりゃ別に夏月と喧けん嘩かしているわけじゃないよ」

　釈しやく明めいしてみたが、哲矢兄さんは信じてくれなかった。

「叔母さんから話を聞いた時は、なんの冗じよう談だんやと思ったんやけど、どうやら冗談じゃ無さそうやな」

　哲矢兄さんは、剝むき出しになっている僕の両りよう腕うでを指さした。そこには、夏月に殴なぐられたり転ばされたりしてできた痣あざやら擦すり傷やらが一面に広がっている。

「いや、その、これは。たしかにそうだけど」

　自分を抱だくようにして隠かくしてみたが、もう遅おそい。

「自分、隣の子にいじめられとるんちゃうやろな？」

　心底心配そうな顔で、哲矢兄さんは尋ねてきた。

　何をどう考えればそんな結論にたどり着くんだ、と思ったが、しかしよく考えてみれば状じよう況きよう証しよう拠こがあまりに揃そろいすぎている。

「いやいやいや。夏月と僕とは超ちよう仲いいですよ？」

「女の子にいじめられとるからって、恥はずかしがることはあれへん。正直に言うんや。手て遅おくれにならんうちにな。俺らは自分の味方やで」

「だーかーらー！」

　哲矢兄さんは納なつ得とくしてくれそうになかった。どう言い返せばいいんだ？

「自分、昔、ステフにもいじめられとったやろ。自分はアレか、隣となりの女の子にいじめられ続ける星のもとに生まれたんか」

「別にステフにもいじめられてなかったよ！　単にステフがプロレスごっこ大好きだっただけだって」

「そのわりには一方的にやられとったやんけ」

「そりゃ僕がステフをボコボコにしたらまずいからだよ」

「そんだら、自分はやろうと思ったら、その夏月という子をボコボコにできるんか」

「なかなか面おも白しろい質問ですね」

　僕は、自身と夏月の実力差を客観的に比ひ較かくし、そして答えた。

「無理だと思う」

「やっぱりいじめられとるやんけ」

「違ちがうって！　あーもう、どう説明したらいいのかな」

　しかし、どう説明したものか、咄とつ嗟さには思いつかない。

「ならちょっと待っててよ。今すぐ夏月を連れてくるから。百聞は一見にしかずだ」

　晩ばん御ご飯はんを一気に平らげると、僕は急ぎ足で隣の家に向かった。勝手知ったる八阪井家、庭から侵しん入にゆうして客間の大窓をガラリと開ける。

「おーい。夏月！」

「……どうしたんですか？」

　八阪井夏月はソファに身を沈しずめ、一人でテレビを鑑かん賞しようしていた。僕の姿を認めると席を離はなれ、膝ひざ立たちで窓にすり寄ってくる。

　すらりとした長身と、一筋だけピンとはねた癖くせっ毛とが特とく徴ちようの女の子。それが夏月だ。今年の春先に引っ越こしてきたのだから、つきあいはまだ半年にも満たない。もっと長いこと顔をつきあわせ続けているような気もするのだが。特にこの二ヶ月は色々なことがありすぎた。

「助けて欲しいんだ。実は今、兄さんが来ているんだけど、──」

　かくかくしかじかと僕は状況を説明した。

　話を聞き終えると、夏月は額に手を当ててがっくりと肩かたを落とした。

「そうですか……私たちの訓練を見られていたんですか……。最近おばさんが変によそよそしいなーとは思っていたんですけど、そういうことだったんですね」

　常に冷静であるように見えて、その実夏月は時折ポカミスをやらかす。そんな自分を責めるように、夏月は自分の頭を小こ突づいた。

「たしかに僕たちの訓練は、事情を知らない人間から見たら、単なるどつきあいとしか思えないだろう」

「どつきあいというか、端はたからだと、私が大助君を一方的にボコボコにしているように見えるというわけですね。うわあ……私、暴力女だと思われてます？」

　夏月は心底情けなさそうな顔をした。

「本当に申し訳ない」情けないのはこっちも同じだ。「僕が夏月と拮きつ抗こうできるだけの力を身につけていれば、もう少し叔お母ばさんの印象も変わったと思うんだけど」

「それは仕方ないですよ。大助君が訓練を始めたのはつい最近からなんですから」

「おっと」僕は人差し指を立てた。「僕には万に一つの勝ち目もない、って思ってる？」

「え？　いや、それはその」

　言葉に詰つまる夏月。

「そんな事はない。勝負は勝つか負けるか二つに一つ。ということは、僕が夏月に勝つ可能性は五十パーセントなんだ。これまでは、単に残りの五十パーセントの方を数十回連続で引き当てているに過ぎない」

「……そうでしょうか？」
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　見るからに、夏月は納得していなかった。

「それはともかく、私はどうすればいいんでしょう」

「今すぐ僕と一いつ緒しよにウチに来てくれ。僕と夏月が超仲がいいところを見せつけてやるんだ」

「はあ。それは全然構わないんですけど……殴り合いについて、どう言い訳しましょうか？」

「悩なやましい問題だ」

　またもや僕は考え込んでしまった。仮に僕が夏月をお姫ひめ様だっこしてうちに戻もどったとしても、腕うでに刻まれた数々の傷という事実を覆くつがえすことはできない。目もく撃げき情報に関して、どう弁明すればいいんだろうか。

「少なくとも僕には思いつかない」

「私もちょっと思いつきません」

「ここは他人の知ち恵えを借りるべきだろうか」

「他人といいますと」

「長なが坂さかだ」僕は友人の名を呼んだ。「あいつならきっとなにか都合のいい言い訳を思いついてくれるはずだ」

「長坂君ですか。それはいいかもしれませんね。早速電話してみます？」

　うちの電話を使ってください、とばかり夏月は部屋に上がるよう僕に促うながした。言われるままに、僕は靴くつを脱ぬぎ、八阪井家に上がり込んだ。

　八阪井家に、夏月以外の人の気配はなかった。当たり前だ──本来のこの家の主あるじにして夏月の父、八阪井三千人氏は現在帰郷中なのだ。夏月に聞いても、「いつ戻れるかわからない」という。

「三千人さんがいたら、兄さんたちを説得してくれたんだろうけどなあ」

　だが、ここにいない人物のことを言っても仕方がない。僕は八阪井家の電話を手に取り、長坂の携けい帯たいの番号を押した。




　　八月一日祝福隊




　奥おう州しゆうの奥地に、かつてタマラセビトと呼ばれてきた人々の末まつ裔えいが住む、戸と有あるという名の村落がある。

　彼らは遥はるか昔より、一族としての結束、そして一族に伝わる秘術を守り続けてきた。蝦え夷ぞの末裔を名乗り、ある時は奥州藤ふじ原わら氏の郎ろう党とうとして、ある時は伊だ達て藩はんの秘密忍にん軍ぐんとして、時の有力者に秘術の力を貸し与あたえ続けてきた。

　その秘術の名は「魂たま裸ら醒せ」という。己おのが魂たましいを常人には見えぬ物質に変へん換かん、武器として操あやつるというものである。有り体ていに言うなら、「超ちよう能のう力りよく」だ。しかし現在、秘中の秘とされていた魂裸醒の力は、戸有の外部に流出してしまっていた。

　魂裸醒の力は血に宿る。魂裸醒の力を持つ者の血を体内に取り込めば、一族の血を引かない者でも魂裸醒の力を手に入れることができる、という性質を持つ。つい先年、村を脱だつ走そうした船ふな子こという男は、血の性質を利用して、潜せん伏ぷく先に魂裸醒の力を広めまくったのである。その潜伏先というのは平磐市、僕たちが住む街だった。

　村が実態をつかんだ頃ころには、平磐には大量の魂裸醒が発生してしまっていた。これ以上の広がりを止め、そして船子を処断すべく、戸有は二人の親子を平磐に派は遣けんした。それが三千人と夏月の八阪井父おや娘こである。彼らは船子を発見し、処分することに成功した。

　だが、平磐で生まれた魂裸醒の数はあまりに多く、もはやどうこうできるレベルのものではなくなっていた。船子自身も把は握あくしていなかったほどだ。だから、八阪井父娘は平磐に長期逗とう留りゆうすることにした。魂裸醒の伝でん播ぱの実態を調査し、あるいは魂裸醒を悪用する者を秘ひ密みつ裏りに処理するために。

　しかしながら、たった二人でカバーするには、平磐という土地は広すぎた。なにしろ、西の端はしから東の端まで六十キロはあるという市なのである。隅すみから隅まで目を光らせるのは不可能だといえる。そこで八阪井三千人は、現地スタッフを利用することにした。平磐で生まれた魂裸醒のうちで常識と良心を持つ者に事情を説明し、手足として働くよう頼たのみ込んだのである。

　その現地スタッフの団体は、スタッフの一員であるところの九里浜純という少女の趣しゆ味みによって「九里浜探たん偵てい局（仮かつこかり）」という名を持つこととなった。かくいうこの僕、三鶴城大助も探偵局の一員である。陰かげながら平磐の平和を守るため、日夜努力を続けているというわけだ。

　基本的に、魂裸醒とは戦うための力である。よって、悪あしき目的に魂裸醒を使う輩やからを正すためには、戦うことを余よ儀ぎなくされることもある。しかしながら僕は武道の類たぐいなど真ま面じ目めにやったことはない──はっきり言って、素人しろうとだ。

　だから僕は自ら志願し、夏月から戦せん闘とうの手ほどきを受けている。村で生まれ育った夏月は、子供の頃より戦闘訓練に明け暮れている。その実力は常人離ばなれしていると言い切れる。十三歳の頃に熊くまを殺したことがあるとか言ってたし。

　……そのようなレベルに追いつくとは言わないまでも、せめて夏月の足手まといにならない程度の力は欲しい。というわけで、毎日八阪井家に行っては、夏月に殴なぐられ蹴けられているのだ。

　問題は、魂裸醒とは常人には不可視の力であるということだ。僕と夏月はお互たがいの魂裸醒を出して渡わたり合っているのだが、常人──たとえば花谷の叔お母ばさんから見れば、素す手でで殴り合っているようにしか見えない。まして、僕は夏月に一方的にいてこまされているのだ。なのに僕は求めて毎日八阪井家に向かっているとあれば、そりゃ叔母さんも哲矢兄さんも心配したくなるというものだろう。

　ここはなんとしても、うまいこと言いくるめて丸く収める必要がある。僕らが平磐の平和をすすんで守ろうと努めるのは、自分の生活を守りたいからだ。「あいつは自分から進んで女の子に殴られるのが好きなマゾ野や郎ろうだ」と噂うわさを立てられるのは、実り豊かな生活であるとは言えない。




「こんにちは。コルシカ忍にん法ぽう同好会会長の長坂陵りよう梧ごです」

　と、長坂は胸を張って堂々と自己紹しよう介かいした。

　自己紹介の通り、彼の名は長坂陵梧。僕と同じ平磐二高の学生であり、平磐で生まれた魂裸醒である。

　僕の世せ間けん体ていの危機を伝えると、長坂は予想通り「その手の話は俺に任せろ」と請うけ合って、すぐさますっ飛んできた。八阪井家で僕と夏月と合流してから花谷家に乗り込み、哲矢兄さんと相対すると、開口一番そう言ったのだった。

「ああ、どうも。大助の兄の三鶴城哲矢や」

　哲矢兄さんは面めん食くらっていたが、動どう揺ようをできるだけ表に出さぬように努めながら挨あい拶さつを返した。さすが社会人と言うべきか。

「それにしても、こんな時にスーツ姿とは難なん儀ぎやなあ」

　夏休みの真っ最中だというのに、長坂は例によって例のごとくスーツ姿でびしっと決めていた。

「これはコルシカ忍者の忍者服でしてね。コルシカ忍法同好会会長たるもの、そうやすやすとこいつを脱ぬぐわけにはいかねェのです」

「……で、コルシカ忍法ってのは何やねん」

「よくぞ聞いてくれました」長坂は手を打ち鳴らした。「読んで字のごとく、コルシカ島で自然発生した武術と忍法体系のことです。ご存じの通り、コルシカ島というのはその地勢上、常に諸外国の侵しん略りやくを受けた島でして、歴史上概がいして治安は良くなかった。そこで地元民が自衛のために開発したのがコルシカ忍法というわけです。実はかのナポレオンもこのコルシカ忍者という奴やつでして、──」

「コルシカ忍法の歴史はどうでもいい」僕は小さい声で長坂を制した。「僕らの弁護をして欲しいんだ」

「……それもそォだったな」

　ゴホン、と一つ咳せき払ばらいしてから、長坂は話を続けた。

「最終的に、コルシカ島はフランス領に組み入れられました。やがて外敵を心配する必要はなくなり、コルシカ忍法も徐じよ々じよに衰すい退たいしていきました。今や、コルシカ忍者の末まつ裔えいと呼べるのは、十数名というレベルでしょう。そこで、このコルシカ忍法を一種の伝統芸能ととらえ、未来に残そうという目的で俺が主しゆ宰さいしているのが、このコルシカ忍法同好会です。そしてこの二名は優ゆう秀しゆうな同好会員」

　一歩横に退ひいて、長坂は手で僕と夏月を示した。

「ほお」

　哲矢兄さんは短く返事した。それ以上返す言葉が思いつかなかったのだろう。

「三さん助すけと八阪井が毎日のように喧けん嘩かしているようで心配している、と伺うかがっていますが、ご心配には及およびません。彼らはコルシカ忍法を日夜訓練しているに過ぎないのです」

「訓練？　そうかなるほど」

　だんだんと哲矢兄さんの顔に理解の色が表れてきた。

「三助と八阪井は俺の理想をよく理解してくれ、コルシカ忍法を未来に伝えるという事業に惜おしみない協力をしてくれています。だからこそ熱心に毎日毎日訓練に励はげんでくれているのですよ」

「それじゃ、彼女が大助を一方的にボコボコにしているってのは──」

「二人とも熱意は負けず劣おとらずなのですが、残念ながらその実力差には歴然としたものがありましてね。三助は素人しろうとも同然なのですが、八阪井はコルシカ忍法五段という腕うで前まえの持ち主なのです」

「コルシカ忍法って段位制だったのか……」

　哲矢兄さんに聞こえないよう、僕は呟つぶやいた。

「たしかに」長坂は続けた。「端はたから見れば、八阪井が三助をボッコボコのケチョンケチョンに叩たたきのめしているようにも見えるでしょう。しかしそれは、二人の熱意の表れであるに過ぎないのです。家族の皆みな様さまに誤解を与あたえたようで、まことに申し訳ありません。ひらにご寛かん恕じよ願いたく」

　そして、長坂は深々と頭を下げた。

　長坂のあまりの丁てい寧ねいさをむしろ不気味とすら思ったのだろう、顔を上げるように哲矢兄さんは促うながした。

「いや、事情はよく分かったから、謝る必要はあれへんで」それから僕に顔を向け、「……自分も、最初からそう説明してくれりゃ良かったのに」

　どうやら、説得に成功したようだった。

「僕の口からこんな事を言っても、信じてもらえるかどうか自信がなかったんでね」

　こんなトンチキな話をいかにも本当のことであるように語ることができるのは、知っている限り長坂しか存在しない。こいつの弁舌にかかれば、「不思議の国のアリス」でも迫はく真しんのドキュメンタリーだと思えてくるから不思議である。

「とにかく、この二人はイソギンチャクとクマノミなみに仲がいいので、心配する必要はありませんとも。この俺が請け合います」

　わけのわからないたとえで、長坂は太たい鼓こ判ばんを押した。

　と、不意に夏月がぎゅっと僕の腕うでにしがみついてきた。

「そうですとも。私と大助君とは仲よしさんなんです。ねー？」

　同意を求めて、夏月は僕を至近距きよ離りから見上げた。

　きれいな瞳ひとみで見上げられ、僕は一いつ瞬しゆん言葉を失った。が、すぐに気を取り直し、空いている手で夏月の頭をわしわしと撫なでる。

「……だから、叔お母ばさんにもうまいこと言っておいてくれないかな」

　そう声をかけると、哲矢兄さんは「わかった」と頷うなずいた。

「しかし」長坂は話題を変えた。「三助にお兄さんがいたとは知りませんでした」

「あれ。言ってなかったっけ」

「以前に言われていたとしても、俺の記き憶おくの中にはねェな」僕に言ってから、改めて哲矢兄さんと向き合う。「この時期に帰郷してくるということは、アレですか」

「せや」哲矢兄さんは意を汲くんで答えた。「沼渡田の式典に出られるよう、毎年この時期に戻もどってきとんねん」

　沼渡田の式典。言うまでもなく、沼渡田隕いん石せき災害の犠ぎ牲せい者しや追つい悼とう式典のことである。

　十一年前の八月一日、海沿いの地方都市沼渡田に隕石が落ち、約五万人もの命を奪うばい去るという災害が起きた。沼渡田の受けた被ひ害がいは壊かい滅めつ的といえるものだったが、生き残った少数の人々──例えば沼渡田市職員であるうちの父親など──の努力により、じわじわと復興への道のりを歩んでいる。

　かの惨さん禍か忘れるべからず、と毎年隕石の落ちた日には追悼式典が開かい催さいされている。新たに建設された記念公園に集まり、追悼の儀ぎ式しきを行うのだ。

「僕には哲矢兄さんの上にもう一人、昂こう治じって兄がいたんだよ」

「……そォだったのか」

「ま、決して悪いことばっかやないで」ひらひらと哲矢兄さんは手を振ふった。「追悼式典がある以上、この時期には平磐に帰ってこなアカンからな。有給休きゆう暇かを取るのになんの文句も言われんで済む。こっちは涼すずしくて助かるわ──大阪の夏の暑さときたら正気の沙さ汰たちゃうで」

　この発言を、哲矢兄さんは毎年口にする。それは一種の負け惜しみ、あるいは強がりのようなものだった。盆ぼんの帰省ラッシュを外して夏休みを取ることができるという喜びが、昂治兄さんを失ったという悲しみに釣つり合うはずがない。しかし、それをわかっていながら、敢あえて哲矢兄さんはよかった探しをしようとする。決して喪そう失しつ感かんに屈くつしまいとする態度の表れなのだ、と僕は思っている。

「そうそう」僕も同意する。「隕石が落ちた日だからと言って、湿しめっぽくなってばかりもいられない。というか、この時期追悼ムード一色になってしまうのが昔から嫌きらいでね。中学生の時に『八月一日祝福隊』というのを結成したことがある」

「なんだそりゃ」

「この時期一番割を食っているのは、八月一日生まれの人間だ。日が日だけに大々的に祝ってもらえないんだよ。八月一日に生まれたのは、別に彼らの責任じゃないのにさ。だから、僕たちは八月一日生まれの同級生を集めて、誕生パーティーを開いてやるということをやっていた。二高に入ってからはやってないけど──」

「……あうう」

　すぐそばの夏月が妙みような声を出した。見やれば、なにやら複雑な表情をしている。

「まさか」ピンと来た。「夏月、ひょっとして八月一日生まれなのか」

　しばらく夏月は黙だまり込んでいたが、ついに縦に小さく首を振った。

「どうして教えてくれなかったんだ。もっと早く教えてくれりゃドッキリパーティーを企き画かくしたのに」

「だって、悪いじゃないですか……」

　申し訳なさそうに夏月は呟つぶやいた。非常に夏月らしい態度ではある。

「いいや、ちっとも悪くないね。是ぜ非ひとも夏月の誕生パーティーをやろう」

　助けを求めるように、夏月は長坂を見た。だが、

「俺も八月一日祝福隊に混ぜてもらおォか」

　長坂は僕に握あく手しゆを求めてきた。

「祝福隊の趣しゆ旨しに賛同してもらえたようで嬉うれしいよ」

　僕は長坂の手を握にぎり返した。夏月の目の前で。

「いや、でも、その──」

　まだ難色を示す夏月。しかし、ここはなんとしても夏月を説得しなければなるまい。

「夏月がうんと言わないのなら、僕たちは夏月抜ぬきで夏月の誕生パーティーを決行するよ。身代わりの人形かなんかを用意して、勝手に祝う」

「う。それはなんかイヤですね……」

「それとも夏月、誕生パーティーなんて勝手に催もよおされるのはイヤかい？」

「そんなことないですよ。嬉しいです。嬉しいですけど──」

「人集めようぜ」長坂が言った。「急な話だから何人集まるかわからねェが」

「会場は八阪井家でいいだろ？」

　夏月に確かく認にんする。

「……わかりました。ウチ、使ってください」

　夏月の顔に、ほんのわずかながら恥はずかしいようなこそばゆいような表情が閃ひらめいた。だがすぐに引き締しめると、

「ただ、一つだけお願いがあります」

「なんだろう」

「私も追悼式典に連れて行ってくれませんか？　祝われてばかりじゃ申し訳ありませんから……」

「かまへんで」哲矢兄さんが答えた。「車に乗せたったるわ」

「決まりだね。式典は夕方だから、パーティーは夜からかな」

「昼間に九里浜あたりを呼んで、準備させとこォぜ」

「それがいい。あいつもきっと八月一日祝福隊に入隊したがることだろう。他ほかに誰だれを呼ぶ」

「伊い勢せ谷やたち、磐ばん清せい園えんの連中はどォだ。あと佐さ倉くらも呼びてェな」

「本当にいいんでしょうか……」

　夏月はまだ乗り気ではないようだった。

　僕は夏月の目の前に手を持っていき、デコピンを食くらわせた。

「あいた！　何するんですか」

「思い詰つめたような顔をしないで」僕は諭さとすように言った。「隕いん石せきが落ちてきたのは、別に君のせいじゃない。そうだろ？」

　言われて、夏月は少し考え込んだ。

「……はい。そうですね」

「それに」哲矢兄さんに聞こえないよう声を潜める。「もし夏月がいなかったら、僕たちは今いま頃ごろどんなことになっていたやら。感謝の気持ちを表すためにも、是非とも誕生日を祝わせて欲しい」

　夏月の目を正面からのぞき込む。

　夏月は口元を結んで、僕の目を見返した。その顔からは、今までのかげりは消えていた。

「わかりました。期待しています」




　　悪あく竜りゆうの落ちた地で




「──黙もく禱とう」

　スピーカーから流れる声が、参列者に黙禱を促うながす。もともと静かだった追つい悼とう式場は、完全な沈ちん黙もくに包まれた。

　祈いのりを捧ささげている間、耳を満たすのはひたすらに寄せては返す波の音だけだった。

　隕石が一体どこに落ちたのか、地図で調べるのは実に容易だ。リアス式海岸の自然な海岸線を追っていけば、一部で突とつ然ぜん、コンパスで円を描えがいたみたいな場所に突つき当たる。その円の中心が隕石落下地点であり、そこに面する海岸の一部に、隕石災害記念公園は存在する。

　広場の中心には追悼モニュメントが建っている。五本の柱を集めたような、前衛芸術的と言えなくもないモニュメントだ。

　五本の柱の中央には鐘かねがぶら下げられている。黙禱の最さ中なか、鐘はゆっくりと三度打ち鳴らされる。一体どこの宗教様式なのかは謎なぞだが、とにかくそれが沼渡田式の追悼の仕方として定着していた。

　三度目の鐘の響ひびきが消え失うせた時点で、僕は黙禱をやめた。

　すぐ横を見やると、夏月はまだ祈りを捧げていた。夏月の気持ちは分からないでもない。というのも、沼渡田を破は壊かいした隕石と夏月とは、決して無む縁えんの存在ではないからだ。

　まわりの参列者が動き出した気配に気づいたのだろう、夏月は静かに目を見開いた。その表情には憂うれいの色が濃こかった。

「戸有がもう少ししっかりしていればこの惨さん禍かが防げたのかもしれない、と思うと……つらいですね」

「ま、少なくとも君の責任じゃないさ」

　僕は夏月の肩かたを軽く叩たたいた。

　式典はその後、沼渡田のお偉えらいさん、県のお偉いさんの長い追悼演説が続いた。最後に地元の高校のブラスバンド部が追悼のための曲を一曲披ひ露ろうし、お開きとなった。

　出席者はかなりのものだった──五万人もの犠ぎ牲せい者しやが出たのだから、当たり前ではあるのだが。それにしても多い。僕は追悼式典に毎回参加しているのだが、隕石災害から十一年を閲けみしているにもかかわらず、参加者はさほど減っていないように思える。

「毎度の事ながら、アホみたいに人おるな」哲矢兄さんも同感であるらしかった。「今車で出ても渋じゆう滞たいするやろから、もう少し時間潰つぶそうぜ。ちょっと知り合いを捜さがしてくるわ」

　僕たちは一時的に兄さんと別れ、周辺をぶらつくことにした。公園の東の端はし、海岸の際きわに歩み寄る。手すりの向こう側には、穏おだやかな水面が広がっていた──かつては陸地だった場所なのだが。

「この海岸は」僕は夏月に説明した。「まっすぐに見えるけど、実際はゆるやかなカーブを描えがいている。遠くの方まで行くと、せり出しているのがわかるだろ」

　左右を指し示す。公園と海の境界線は直線だが、公園の外側まで目をやれば、海岸線はゆるい曲線になっている。

「ここは、巨きよ大だいなクレーターのへりなんですね」

　海から吹ふく風に髪かみをあおられながら、夏月は言った。

「そして、この海のどこかに隕石は眠ねむり続けている」

「裸ら光こう石せき──『あかがねの悪竜』が、ですね」

　隕石災害後、調査隊が何度もこのクレーターに潜もぐったのだが、何な故ぜか隕石そのものは発見されなかったという。故に一部では、「ＵＦＯが落下したのを隠かくそうとする政府の陰いん謀ぼうだ」という説が流る布ふしたりしたものだ。隕石が発見されなかった理由は僕も知らない──が、落ちてきた隕石が特とく殊しゆなものだったということが関係しているのかもしれない、という程度の推理をすることはできた。戸有村の人間に言わせると、沼渡田に落ちた隕石は、村で伝えられてきた「あかがねの悪竜」であるらしい。

　奥州の地層には裸光石なる特殊な鉱石が広く薄うすく分布しているのだという。その石が放つ目に見えない光、裸光を吸収することで、魂たま裸ら醒せを持つ者はその力を発現することができる。

　裸光石は宇宙から落ちてくるもので、お互たがい裸光を放ち合い呼び合う性質を持つ。戸有の人間は空から落ちてくる裸光石を「あかがねの悪竜」と呼んで恐おそれ、悪竜が落ちてこないよう対策を取っていた。魂裸醒を使用することで裸光を吸い込み、宇宙へまで裸光が漏もれ出ることを防いでいたのである。

　しかし長きに亘わたって悪竜の落下を防ぐうち、戸有の人間は悪竜の脅きよう威いを忘れてしまった。悪竜が隕石であることすら忘れ去られ、悪竜対策も「村の悪あく弊へい」とすら考えるようになった。

　その結果として十一年前、沼渡田に隕いん石せきが落ちた。

　村がもっとしっかりしていれば、という夏月の言葉は、つまりそういう意味である。当時夏月は六歳、もちろん彼女になんら責任はない。しかし戸有の人間である夏月としては、隕石に対して虚きよ心しんではいられないようだった。

　夏月は右へ左へ、僕らと同じく岸に張り付いて海を眺ながめる多くの人々に目をやった。ある者はじっと海岸線を見つめ、ある者は数じゆ珠ずを握にぎり手を合わせて祈っている。やり方は様々だが、失われた者たちを思いやっているであろうことは皆みな同じである。

　僕と夏月は、すぐ隣となりに立つ黒衣の少女の姿に目を引かれた。

　黒く丸くつばの広い帽ぼう子しをかぶり、大きな黒い肩かた掛かけを着用している。神父か、と一いつ瞬しゆん思ったが、後頭部から垂れたおさげが、そうではないことを物語っていた。黒くろ縁ぶちの大きな眼め鏡がねも印象的だった。

　少女は僕たちの視線に気づくと、帽子を脱ぬいで胸に当て、軽く会え釈しやくした。

「──静かな海ですよね。ここに隕石が落ちただなんて、ウソみたい」

「……あなたも、式典に？」

「はい。直接、隕石に家族を奪うばわれたわけではないのですけれどもね……」

　少女はそこで言葉を切った。が、その言葉の外で意図するところはよくわかった。隕石に直接の被ひ害がいは食くらわなくとも、隕石のおかげで運命を狂くるわされた──そんな人たちもたくさんいる。この少女も、おそらくは無数に生まれた悲劇のうちの一つを体験したのだろう。

　少女は再度一礼すると帽子をかぶり、僕たちに背を向けて人並みに消えていった。すると、すれ違ちがいに見知った顔が近づいてきた。

「……三鶴城」

「伊勢谷か」

　伊勢谷だけではなかった。ジョニー、迫さこ……平磐の養護施し設せつ、磐清園に住んでいるメンバーが勢せい揃ぞろいしていた。

「チッ。ここで見たくもねえ顔に出くわすとはな」

　細身のジョニーが毒づくと、巨きよ漢かんの迫がぐわっとジョニーの頭を押さえる。

「久しぶりじゃのう！　三鶴城！」

「どうも、お久しぶりです」

　夏月も頭を下げた。

　隕石災害は大勢の孤こ児じを生み出した。隣市の平磐には養護施設が雨後のタケノコのように──とまでは言わないが、結構な数が建設されることとなった。磐清園もそんな施設の一つである。彼女らは、隕石災害で家族を全すべて失った子供たちだった。

　伊勢谷たちと初めて出会ったのは、つい一ヶ月ほど前のことだったのだが──

　フウ、と伊勢谷は大きく息を吐はき出した。

「もしかしたら私たち、もっと以前にここで出会っていたかもしれないのね」

「まあ、そういうことになる。……で、どうかな？　パーティー来られそう？」

「悪いが」とジョニー。「仕事がどうしても抜ぬけられねえ。無理だ」

「ワシも」と迫。「明日練習試合があるんでのう。式に出席するってことで特別に出てきたが、すぐに寮りように戻もどらねばならん。来年の甲こう子し園えんへの戦いはもうはじまっとるんじゃあ」

　二人とも僕と同じ年ねん齢れいだが、ジョニーは中卒で働いているし、迫は野球部に所属している。彼らには彼らの生活があるということだ。

「……というわけで、私が磐清園代表ということでパーティーに参加する」伊勢谷は夏月に目を向けて、「それにしても、八月一日生まれなんて災難ね」

　あはは、と夏月は力無く愛あい想そ笑わらいを浮うかべた。

「パーティーは午後七時開始だ。その時にまた会おう」

　別れの言葉を、僕は告げた。ところが、

「……ちょっと待って。一つ、聞きたいことがあるの」

　伊勢谷が引き留めてきた。

「なにか？」

「……変なことを聞くようだけど」と前置きしてから、「三鶴城、魂たま裸ら醒せを出せる？」

「へ？　そりゃ別に出せるけど」

　間抜けた声を上げてしまった。が、伊勢谷は真しん剣けんな顔をしていた。ジョニーも迫も、答えを聞こうと待っている。

　言われるままに魂裸醒を出そうとする。すると──

「……あれれ」

　出なかった。

　幽ゆう体たいそのものが出なかった。何回気張ってみても、うんともすんとも言わない。

「なんだ？　どうなってる」

「でしょ」伊勢谷が言った。「つい今朝からの話。どういうわけだか、魂裸醒が出てこない。ジョニーも迫も」

「なんですって？」

　夏月もすぐに試ためしてみた。こちらはというと、

「──この通りですね」

　背後から、夏月の外見を模した半はん透とう明めいな姿──幽体がごく普ふ通つうに現れた。幽体はすぐに変化し、手てつ甲こう足あし甲こうとなって夏月の手足にまとわりつく。

　いつも通りに、魂裸醒ブルー・ハンマーが発現していた。

「なんだと」

　ジョニーと迫の声が同時にハモる。伊勢谷も目を丸くした。

　一番驚おどろいているのは当の夏月だった。しばらくの間自分の魂裸醒をじっと見つめ続けていたが、

「……あっ」

　何かに気がついたように声を上げると、自分の首元に手をやった。巻いていた首くび飾かざりを取り上げて、僕に差し出す。

「大助君、これつけてもう一回やってみてくれませんか」

　水すい晶しようのような、透とう明めいな色の石がはめこまれたペンダントだった。

「裸光石ペンダントか」

　以前に見せてもらったことがある。戸有の外に出て仕事をする渉しよう猟りよう手しゆなどに村から貸し与あたえられるもので、これさえ持っていれば、裸光石の地層を持たない奥州以外の土地でも魂裸醒を発現することができるという。

　鎖くさりを首にかけ、もう一度幽体を発現すべく念じてみる。

　今度は、普通に幽体が現れ出た。棍こん状じようの魂裸醒、パープル・シックルに変化させるのも、なんの問題もない。だが、パープル・シックルを出したまま、ペンダントを外して夏月に返すと──

「……ありゃりゃ」

　魂裸醒は形を失い、塵ちりのようになって消え去った。

　見えないものを感じ取ろうとするかのように、夏月は目を閉じ集中していた。やがてゆっくりと目を見開くと、「なるほど」と呟つぶやいた。

「地上から放たれる裸光の量が、かなり少なくなっているみたいですね」

「……それは一体どういうことなの」

　伊勢谷の質問に、夏月は首を捻ひねった。

「さあ……。そうなっている、としか言いようがないですね」

「いつだったか、『裸光の発生量は不定期に増減を繰くり返す』とか言っていたよね」

　うろ覚えの知識を口に出してみる。しかし夏月は力無く首を横に振ふった。

「たしかにそうですけど、こんな急激に減ることなんてありえないですよ。私が知っている限りでは、魂裸醒が出せなくなるほど裸光の量が減るなんて、聞いたこともありません」

「じゃあ、何が起きているんだろう」

「想像もつかないです」

　夏月は途と方ほうに暮れているようだったが、すぐに気を取り直すと伊勢谷たちに向き直った。

「とにかく今は、裸光がかなり減げん衰すいしている状態のようです。何が原因なのかさっぱり見当もつきませんけど……戸有に連れん絡らくして、ちょっと調べてみます。皆みなさん、気をつけてくださいね」

「……わかった」伊勢谷は頷うなずいた。「『ダーク・オブ・ザ・ムーン』を使って遠くの物を引き寄せるような無ぶ精しような真ま似ねはしばらくできないってことね」

「君は魂裸醒をそんなことに使っているのか」

「便利だもの」伊勢谷はなんの臆おく面めんもなく言い返した。「君も私と似た形状の魂裸醒なんだから、わかるはずでしょ」

「いやいや、僕は生活の中で魂裸醒を使うことは禁じている」

　君とは違ちがう、と僕は手を左右に振った。

「以前、コップを引き寄せようとして、コーヒーを絨じゆう毯たんにぶちまけるという大惨さん事じを起こしたことがあるもんで」

「大助君……」

　夏月が呆あきれて頭を抱かかえた。

「……まあいい。夜にまた会いましょ」

　伊勢谷たちは別れの言葉を告げ、ぞろぞろと立ち去っていった。

　彼女らの姿が見えなくなるまで見送ってから、僕は夏月に視線を戻もどした。

「本当に、何が起きているんだろう」

　魂裸醒が出てこないという事実に、僕は得体の知れない不安を感じていた。

　妙みような話である。数ヶ月前まで、僕は魂裸醒なんて力を持っていなかったのだ。それ以前の状態に戻ったにすぎない、とも言える。なのに不安を感じるだなんて、不思議なものだ。骨折した人が松まつ葉ば杖づえを奪うばわれるような気持ちと一いつ緒しよ……なんだろうか？

　夏月は小さく首をかしげた。

「さあ……。こんな時、父さんがいてくれたら助かるんですけど」

「三千人さんと連絡ついた？」

「いいえ。いまだに、話ができていない状態です」

　戸有に帰った三千人さんとは、音信不通状態になっていた。詳くわしい事情はわからないのだが、情報を総合すると、どうも軟なん禁きん状態にあるらしい。

「もとより、父さんは村の方針に対して批判的でしたから。反乱派の首しゆ魁かいである八阪井三十四が動き出したのを口実に、押さえ込まれてしまったのかも」

　戸有内乱を起こした張本人、八阪井三十四──夏月の実の父にして三千人さんの弟──もまた、四年ぶりに姿を現し、活動を再開している。

　目には見えない大きなうねりが起きている。そして、僕たちは確実にそのうねりに飲み込まれつつあった。

「一体どうなってしまうんだろうね」

　曖あい昧まいな、しかし正直な気持ちが、つい口をついて出た。

「うん……」

　内心夏月も思いは同じなのだろう。夏月の返事もまた曖昧なものだった。

「そう言えば──お兄さんの事は、家族に教えたんですか？」

「…………」

　直接には答えず、僕はポケットからゴムボールを取り出した。

　ゴムボールといっても、完全に空気が抜ぬけているため、折りたたんで持ち運ぶのになんの問題もない。猫ねこの頭に帽ぼう子しとしてちょうどはまりそうなサイズのこのゴムボールには、「みつるぎ」とへたくそな文字で書いてある。十一年前、僕自身がマジックで書いた文字だ。

　こいつは十一年の時と八阪井三十四の手を経て、僕の手に戻ってきたものだ。

　十一年前、三鶴城家の一番上の兄、三鶴城昂治は、沼渡田隕いん石せき災害の時に救助活動に向かい、そこで行方ゆくえ不明となっている。話によると、昂治兄さんはそこで八阪井三十四と出会い、八阪井三十四の命を救って死んでいったのだという。八阪井三十四は昂治兄さんから託たくされた「遺品」を、十一年後に僕に返してくれたのだ。

　家族──父さん母さんは、昂治兄さんの死を今もって受け入れていない。口先ではともかく、いつか昂治兄さんが戻ってくることを信じている。昂治兄さんが死んだという決定的証言を得られた以上、両親に教えるべきだとは思うのだが──

「何も言ってない。このゴムボール以外に物証がないんだしさ」

「……八阪井三十四の言葉を信じていない、と？」

　わずかな間、僕は沈黙した。

　夏月は実の父のことを常に呼び捨てにする。憎にくしみの深さがかいま見えるようで、その言葉を聞くたびに、僕は冷や水を浴びたような気分になる。

　気を取り直し、僕は答えた。

「そうじゃないけど。父さんも母さんも、十一年間昂治兄さんが帰ってくるのを待ち続けたんだ。こんなゴムボール一個で、説得できるはずがない」

「……それもそうですよね……」

　夏月は目をそらし、海に目をやった。

　僕たち二人とも、黙だまって海を眺ながめ続けるより他ほかになかった。裸ら光こう石せきの沈しずむ海は、あくまで穏おだやかだった。

　僕たちが進む道も、このように穏やかであればいいのだが。
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　　幕間




　沼渡田と平磐が接する地域、穂垂地区は、そのほとんどが森に覆おおわれ、狸たぬきやら熊くまやらカモシカやら、野生の動物が生息する広大なフィールドになっている。このクソタレ広い山中であれば、どこかで雪男が一大帝てい国こくを築いているとしても不思議ではない。

　そんな人ひと里ざと離はなれた森の奥に一いつ軒けん、ログハウスがひっそりと建っていた。家の壁かべは蔦つたやらコケやらがはびこって、ほとんど緑一色になっている。人の手が入らぬまま数年ほど放置されていた、という風の外見であるが、つい最近に住人を迎むかえていた。

　家の裏手の庭に、一本の木の柱が立っていた。長さ一メートルちょっとの四角い柱である。立てられた当時はきれいな白木だったのだろうが、長年の風雪に晒さらされたおかげで表面は汚よごれ、ひび割れている。

　その柱と、向き合って立っている一人の人物がいた。その人物は、真夏だというのに黒コートやら手て袋ぶくろやらで完全装備し、肌はだを隠かくしていた。

　空気はやや肌はだ寒ざむいくらいで、この重装備でも決して暑苦しくはない。が、それにしても夏のファッションとしてはやや常識を外れていた。特に、鉄仮面をかぶっているところなどは。

　鉄仮面の男──八阪井三十四は、微び動どうだにせぬまま、じっと木の柱を見つめ続けていた。

　彼は、四年前の戸有内戦の際に村から逃とう走そうした、いわゆる「脱だつ走そう者しや」だった。殺された妻、五月さつきの復ふく讐しゆうを果たさんがため、今は平磐に潜せん伏ぷくして戸有に対する敵対行こう為いを働いている。

「父さん、そろそろ夕食にするッスよ」

　家の角から少女が姿を現し、三十四に呼びかけた。

　ポニーテールの髪かみ型がたの上からキャスケット帽ぼうをかぶった、長身の女の子だった。三十四の娘むすめにして夏月の双ふた子ごの姉妹、八阪井葉は月づきである。夏月と顔はうり二つだが、身にまとっている雰ふん囲い気きは異なる。葉月が身につけている斜はすに構えた態度、皮肉めいた物言いなどは、彼女の姉妹には見られないものだった。

「夕食は野菜スープだよ～！　なんと今日は豪ごう勢せいにも塩がゆつきだよ！」

　もう一人、少女が葉月の後に続く格好でやってくる。金きん髪ぱつに碧へき眼がんという日本では非常に目立つ外見的特とく徴ちようを持つこの女の子の名は、ステファニー・マクルーアという。

　彼女は本来戸有とは無む縁えんの人間である。が、偶ぐう然ぜんの成り行きから八阪井五月の醒せい核かく──先天性魂裸醒が持つ体内器官──を取り込んでしまったが故に、村から命を狙ねらわれることとなった。父を殺され、追われる身となった彼女は、八阪井三十四の庇ひ護ごを求めることを選んだ。故に、現在は彼らと行動をともにしている。

　二人は三十四の姿を見いだすと、静かに歩み寄った。三十四の隣となりに立ち、同じく木の柱を見つめる。

「この柱、結構ボロボロッスね。立ててからもう十一年になるんスか？」

　葉月が問いかける。

　不意に三十四の全身から、黒い霧きりが立ち上った。霧は三十四を中心とした空間に、拡散することなく留とどまっている。これは三十四の幽ゆう体たいだった。

『そのはずだ』

　幽体と幽体を触ふれ合わせることによって、意思を伝える。それが三十四のコミュニケーション方法だった。

『こいつを立てたのは若わか柳やなぎさんだからな──当時、俺は動ける状態にはなかった』

「若柳さんって？」

『俺を蘇よみがえらせてくれた人だ。そもそもこの小屋は、若柳さんが隠れ家にしていた場所さ』

　親指で自分の背後、ログハウスを指さす。

『四年ぶりに帰ってきてみたが──この場所は何一つ変わっていない。唯ゆい一いつ、若柳さんがいないだけだ』

「この柱の下には、その若柳さんが──？」

　ステフがためらいながら尋たずねる。

　八阪井三十四はかぶりを振ふった。

『いや。あの人は、自分の遺体は焼いた後海に撒まいてくれ、と言い残した。俺はその通りにした』

「それじゃ、これは？」

　ステフは柱を指さした。そのたたずまいから、誰だれかの墓であることは容易に分かるが、墓標にしては文字の一つも刻まれていない。

　三十四も葉月も、答えるのをためらうように黙だまり込んだ。

　沈ちん黙もくはしばらく続くかに思われた。が──

「……父さん？」

　葉月が気づいて声を出す。

　八阪井三十四は、鉄仮面に手をあてがっていた。ガチャガチャと音をさせ、ゆっくりと仮面を外す。

「あ──」

　ステフは小さく声を漏もらした。

　彼は仮面を顎あごの高さまで下ろし、素す顔がおを風に晒していた。

　初めて目まの当たりにする彼の顔つきは、思いの外若々しかった。口元を真一文字に引き結び、鷲わしのような眼光でひたすらに墓標を見つめ続けている。

　そこに浮うかんでいるのは、悔かい恨こんと決意とがない交ぜになったような表情だった。

「これは、俺の命を救ってくれた人の墓だ」

　彼は唇くちびるを動かし、生の声で喋しやべっていた。

「俺は誓ちかったんだ──この人を、必ず故郷に帰してやると。誰にも後ろ指を指されない格好で、な」

「そースね……」

　寂さびしげな声で、葉月も応じる。

　鉄仮面を右手に持ち替かえて、あいた左手で彼はステフの肩かたを軽く叩たたいた。

「俺は、死者との約束を果たさなければならない。だが、独力では不可能だ──君の力も貸して欲しいんだ」

　真しん剣けんな眼まな差ざしに捉とらえられ、ステフは思わず後じさりたくなるほどの圧力を感じた。が、このプレッシャーこそ、復ふく讐しゆうを果たそうという彼の強固な意志のあらわれだ。気け圧おされるもんか、とステフは目を見返した。

「わかってる。ボクも、パパを殺した奴やつらは許せない」

　苛か烈れつな表情を、ほんの一いつ瞬しゆんだけ閃ひらめかせる。
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「いい返事だ」

　彼は満足げにもう一度ステフの肩を叩いた。

『亘わた理り銑せん十じゆう郎ろうを滅ほろぼさない限り、俺たちに明日はない』

　鉄仮面を顔にはめ直し、幽体接せつ触しよく通話に戻もどす。

　不意に、携けい帯たい電話の呼び出し音が鳴った。

「あ、辻つじ浦うら先生からッスね」

　葉月が電話を取り出し、通話を開始した。三分ほどの会話のうちに、葉月の表情はどんどん困こん惑わくの雲に覆おおわれていった。

『なんだって？』

　三十四が問いかける。

　葉月はすぐには答えなかった。少しの間、目を半眼に開き精神を集中していたが、「あっ」と声を上げて、鉄仮面を見返す。

「本当ッスね。魂たま裸ら醒せ、出ないッスよ」

『……どういうことだ』

「地上から出てくる裸ら光こうがかなり減っているみたいッスね。幽体が出せないレベルまでに」

　三十四は自分のコートの中に手を突つっ込み、鞘さやに収まった一本の短たん剣けんを取り出した。ステフに放ほうり投げて渡わたす──と同時に、三十四の周囲を覆う霧きりが、一瞬で文字通り雲散霧む消しようした。

　無言のまま手を伸のばし、短剣を取り戻す。と、霧は復活した。

『……なるほどな』

「一体何がどうなってるの……？」

　ステフも、自分の幽体が出てこないことに戸と惑まどっていた。

『亘理の奴、大きく出たな……！』三十四は葉月に鉄仮面を向け、『今、手元に裸光石は何個あった？』

「んーと、ッスねえ……この間拾ったのが、佐さ土ど原わらのと丸まる住ずみのとで二つ。辻浦先生が元から持っているのと合わせると、三つッスね」

　答えを聞くと、三十四は短剣から鞘を外した。銀色の輝かがやきを放つこの短剣は、戸有に古くから伝えられてきたものだ。

　奥州に身を寄せていた源みなもとの義よし経つねが、兄頼より朝ともの挙兵に応じて鎌かま倉くらにはせ参じようとした折、当時奥州藤ふじ原わら氏に仕えていたタマラセビトたちは、義経配下として十二名の魂裸醒をつけてやった。しかし、奥州を出てしまえば裸光は途と切ぎれ、魂裸醒の力を発揮することができなくなってしまう。そこで村は、裸光石の欠片かけらを銀で作った短剣の柄つかに埋うめ込み、十二人に与あたえた。彼らは平へい家け討とう伐ばつに魂裸醒の力を大いに振ふるったという。

　以来十二本の銀剣は、戸有の最強の魂裸醒に拝領されるものとなっている。三十四の持つ銀剣は、この故事を由来とするものだ。十二本それぞれに名があり、三十四の銀剣は「鬼おに食じき」と呼ばれる。

『鬼食と合わせると、全部で四つか。ちょうど間に合うな……。葉月、ステフに裸光石を一つ渡しておくんだ』

「はいはーい」

　葉月は一いつ旦たん小屋に戻って、二つのネックレスを持ってきた。片方を自分の首に巻き、もう一方はステフの首に巻いてやる。

『ステフ』三十四が呼びかけた。『そいつは携けい帯たい用の裸光石だ。肌はだ身み離はなさず持っておくんだ──今は、そいつがないと魂裸醒を使うことができない』

　ステフは魂裸醒を発現させた。頭上に天使の輪が生まれる──彼女の魂裸醒、スリー・コーナード・ハイロウだった。

『決して、他人に奪うばわれないようにするんだ』

「わかった」

　ステフは素す直なおに頷うなずいた。

『奴は──亘理は、平磐そのものを潰つぶそうとしている。もう少し脱だつ走そう者しや連中を集めたかったが、もはや時間はないようだ。俺たちでなんとかするしかない』

「夏月たちの手を借りられればいいんスけどね」

　ぽつりと葉月が言う。

　三十四は黙だまったまま首を縦に振った。




　　爆ばく弾だん農法




「こりゃアホみたいに混んどるなや」

　ハンドルを握にぎる哲矢兄さんは、フロントガラスから見える景色を親の仇かたきのように睨にらんでいた。

　沼渡田と平磐を結ぶ幹線道路は、猛もう烈れつに渋じゆう滞たいしていた。普ふ段だんは三十分に一台車が走れば多い方、という道路なのだが、今は前を見ても後ろを見ても車の波である。片側一車線の道路という事実も、渋滞に拍はく車しやをかけている。要はそれだけ追つい悼とう式典への出席者が多いということなのだが。

「家に戻もどるのに、どれくらいかかるやろな」

　哲矢兄さんが尋たずねてきたので、僕は軽く開けていた車窓を全開にし、頭を出して前方を眺ながめやった。

　少なくとも僕の目には、渋滞の先頭は見えなかった。車の列はどこまでも、それこそ地の果てまで続いているように思える。

　この現実を踏ふまえ、僕は答えた。

「あと三ヶ月ってところかな」

「大変や。たしか、誕生パーティーは今晩やったよな」

「さすがに三ヶ月も放置していたら、ケーキは腐くさるだろうね。急がなきゃ」

「あのですね」一人後部座席に座る夏月が言った。「別に少々遅おくれても構いませんから、あんまり無茶な運転はしないでくださいね？」

「つうか、無茶な運転する余地などあれへんわ。さすがに反対車線を走るわけにもいかんしな」

　反対車線は対照的にガラガラだった。

「こりゃ、僕たちだけ電車で行った方が早かったかもね」

「まったくやな」

　平磐と沼渡田の間には沼渡田線という単線がある。隣市同士を一本で結んでいるのに、信じられないくらい蛇だ行こうしているため、所要時間が二時間かかるという線路だ。しかし本日の幹線道路の渋滞具合を考えると、沼渡田線を使った方が良かったかもしれない。今日はおそらく電車もおそろしく混んでいることだろうが、混んでいるからといってダイヤが狂くるうはずがない。

「しかし、このままやったらマジで間にあわへんな」

「どうにかならないかな」

「迂う回かいルートがあるにはある。やけどかなりの遠回りになんで」

「このまま渋滞に巻き込まれてウダウダまっすぐ進むのと、遠回りの道を行くのとどっちが早いと思う？」

「難しい問題やな……」

　哲矢兄さんはしばらく考え込んでいたが、分ぶん岐き路ろが目前に迫せまると結論を出した。

「いい加減、車のケツを見ながらノロノロ走るのも飽あきたわ」

　ハンドルを切って、迂回路に進入した。

　しばらくの間、車はすいすい進んだ──が、やがて前方を塞ふさぐ車の影かげが立て込んできて、やがて停車を余よ儀ぎなくされた。こっちにも渋滞の波は押し寄せてきていた。

「……みんな考えることは同じちゅうことやな」

　哲矢兄さんは頭を抱かかえた。

「まあ、少なくともさっきの道をまっすぐ進むよりは、流れているんじゃないの」

「せやな」哲矢兄さんは認めた。「この調子なら、最悪でも七時半くらいには着けるやろ」

　幸い、それ以上渋滞がひどくなることはなく、たまにつっかえつっかえはするものの、それなりの速度で走れるようになってきた。これなら、パーティーに主しゆ賓ひんを遅ち刻こくさせるという失態は回かい避ひできるだろう。

　少しだけ安心して、窓の外に目をやる。あたりは夕暮れの赤い光に包まれていた。迂回路も幹線道路同様に左右を森で覆おおわれており、民家をたまに見かける程度だ。眺めていてそれほど楽しい景色ではない。

「──なんか、変な臭においがしませんか？」

　夏月がスンスンと鼻を鳴らした。

　言われて鼻に意識を集中させると、なるほど空気の臭いが妙みようだった。焦こげたような臭いは、車窓の外から流れ込んできているような──

「──あれか？」

　車の前方、風上の方向に、黒く焼けこげた家の残ざん骸がいのような物が見えた。臭いの元は、あれのようだ。

　距きよ離りが詰つまるにつれ、様子がはっきり見えてきた。家は半焼状態で、焼けていない部分も多く残っていた。それより被ひ害がいが大きいのは庭だ。おそらく家庭菜園を営んでいたのだろうが、誰だれかが地じ雷らいをまとめて十個くらい踏んづけたような惨さん状じようを呈ていしている。収しゆう穫かく前の野菜が、焼けカスとなって半ば土に埋うもれていた。

「爆ばく弾だんを使って畑を耕やそうとして、失敗したんやろか」

　庭のそばに、数人の人間が集まって何事かを話し込んでいた。この家に住んでいた人間か、あるいはつきあいのある近所の家族か。

　それだけなら、ちょっと珍めずらしい光景だ、と思うだけで通り過ぎてしまったことだろう。が、一点、見過ごせないところがあった。

　立ち話をしている人たちの一人に、見覚えのある奴やつがいる。

「なあ夏月」僕は背後に呼びかけた。「あれ、九里浜じゃないか？」

　少しの間。

「あ！　本当ですね。どうしてこんなところにいるんでしょう？」

「兄さん、ちょっと車を停とめてくれない？」

「かまへんけど、時間ないで」

「うん。手短に済ます」

　哲矢兄さんはミニバンを道の脇わきに停めた。僕はすぐに車を降り、軽い駆かけ足あしで九里浜のもとに向かった。

「おーい！　九里浜～！」

　呼びかけにこっちを振ふり向くと、九里浜は「げっ」とでも言いたげな顔をした。

「三助！　あんた、なんでこんなところにいるのよぅ」

「追つい悼とう式典からの帰り道だ。それよか、君こそなんでここにいるんだと問いたい。八阪井家でパーティー準備をしてるんじゃなかったのか」

「長坂から聞いてないの？　今日は用事があるから、昼間っからは行けないって言っておいたのに」

「……全く聞いていなかった。ということは、今は長坂が一人で準備をしているのか」

「代わりに豪をやっといたから、大だい丈じよう夫ぶでしょ」

　豪とは、九里浜の弟、平磐二高一年の九里浜豪のことである。不気味なくらい姉とそっくりな少年だが、性格はまるきり正反対で、素す直なおかつおとなしい。

「あたしの親しん戚せきの家がここにあるの」

「親戚の家ってのは──まさかアレか」

　小声で言いつつ、焼け落ちた家を指さす。

「違う。うちは隣の家。あれは海さんの家よぅ」

「海さん？」

　立ち話をしている人の群れからもう一人、男性が歩み寄ってきた。

　まず、首元に巻かれた黒いチョーカーが目を引いた。真夏の盛さかりにこんなものを装着しているとは、珍しい。正面に十じゆう字じ架かがぶら下がっていて、男性はそれを神経質にいじくっていた。

　背は僕と同じくらいに高い。年ねん齢れいは──二十代前半だろうか。少なくとも、僕より年上であることは間ま違ちがいない。身体からだの線の細さ、柔にゆう和わそうな笑えみ、立ち振ふる舞まいなど、なんとなく女性的なものを感じさせた。

　青年は、十字架から手を離はなし、軽く頭を下げた。

「こんにちは。いや、もうこんばんはかな──二に志し名な海と言います。君は？」

　容姿にそぐわないしゃがれ声に、僕は少し驚おどろいた。

「三鶴城大助です」

　内心の動どう揺ようが表に出ないように気をつけつつ、挨あい拶さつを返す。

「あたしの親戚の家は、海さんちの隣となりなのよぅ」

　九里浜はそう言った。焼け落ちた家の隣、どころかどの方向を向いても、人家らしいものは見あたらなかった。が、この辺では家と家との間が数百メートル離れているのもザラである。

「そうだ」ぱちん、と九里浜が指を鳴らした。「三助、ちょうどいいところに来てくれたじゃない。車に乗せなさいよぅ。今から夏月の家に行くんでしょ」

「もちろん。というか、夏月はそこにいる。おーい、夏月……」

　呼びかけようとした時、夏月は既すでに車から降りていた。僕はくいくいと手招きした。

　ところが、夏月は車のそばに仁に王おう立だちしたきり、なかなか近づいてこなかった。その顔に浮うかんでいるのは驚きよう愕がくの表情。

「…………？　夏月……」

　だっ、と突とつ然ぜん夏月は地面を蹴けった。ほぼ一いつ瞬しゆんで駆け寄ると、

「海さん!!　海さんじゃないですか!!　どうしてこんなところに!?」

　押し倒たおさんばかりの勢いで、いきなり海さんの両手をがばっとつかんだ。

「……なんだなんだ？」

　突然のことに、海さんは面めん食くらっていた。

「どうしたんだい？　君は──君は誰だ？」

　何が起きているのか分からない様子で、問い返す。

「夏月です！　五月の娘むすめの、──」

　必死になって訴うつたえる夏月。だが、海さんの態度になんの変化も現れないことを見て取ると、続きの言葉を飲み込み、握にぎった手を離した。

「そうか……記き憶おくを、封ふうじられているんですね──」

「記憶……」

　その単語を海さんは繰くり返した。

「ちょっと待って！　夏月、海さんの過去を知ってるの!?」

　今度は九里浜が夏月の肩かたをつかんだ。

「海さんは記憶をなくしている。ここに引っ越こしてくる以前の記憶がないみたいなのよぅ。もしかして夏月、海さんの昔の知り合いなの」

　海さんよりも九里浜の方が必死になっていることに、夏月は当とう惑わくしたようだった。が、すぐに落ち着いた声で答える。

「知り合いどころじゃありません。海さんは、私の叔お父じに当たる人です」

「……なに」

　僕と九里浜の言葉がハモった。

「私の母の旧きゆう姓せいは二志名って言うんです。海さんはお母さんの弟なんですよ」

「……なんだって」

　聞き返したのは、当の海さんだった。じっと夏月を見つめると、

「じゃあ、俺のことをお兄ちゃんて呼んでみてくれないか？」

「…………は？」

　夏月は目を点にした。

　ちょうどその時、クラクション音が飛んできた。

「おーい！　まだ～？」

　車の窓から身を乗り出した哲矢兄さんが、急せかしてくる。

「……車の中で話しない？」

　九里浜はそう提案した。誰だれ一人ひとり反対しなかった。




　　ドッキリパーティー開かい催さい




　哲矢兄さんのミニバンは定員七名なので、僕たち全員が乗り込むのは楽勝だった。最後部の座席に僕と九里浜が乗り込み、真ん中の席に夏月と二志名が座る。助手席は空で、運転手は哲矢兄さん。五人を乗せ、ミニバンは走り始めた。時間がたつにつれ、車の流れはどんどんよくなっているようだった。

「……海さんは、いつからこちらに住んでいるんですか？」

　夏月が切り出した。

「もう、四年になるのかな。父さんと二人で暮らしている」

「父さんというと……」

「康晴さんね」と九里浜。「……もしかして、夏月のお祖父さんってことになるの」

　夏月は頷うなずいた。

「そうなりますね。血けつ縁えんはないんですけど」

「え？　なんで？」

「お母さんも海さんも、養子なんです。戸有ではよくあることです──若くして命を落とす人が少なくないですから」

「なるほど」九里浜は納なつ得とくした。「親子というわりには、全然似てないって思ったけど、そういうことだったのね」

　夏月は大きく息を吐はき出した。

「……あの人はここに移り住んでいたんですか……」

「夏月は全然知らなかったの？　なんでまた？」

　九里浜の質問に、夏月は小さな声で答えた。

「だって、海さんは内乱で殺されたはずだったんですから」

　四年前、村の指導部の方針に不満を持っていた一派が、大規模な反乱を起こした。村落を二つに分けての殺し合いは、多数の戦死者と脱だつ走そう者しやとを出した。戸有内乱、と呼び習わされている事件である。

「当時康晴さんは、長老の一人でした。要は体制派です。康晴さん自身は内乱を生き延びたんですが、二人の子供は命を落としました。康晴さんはそのショックから立ち直れずに、引退して戸有を離はなれた──と、私は思っていたんですけど」

「俺に姉がいた……」

　海さんはつぶやいたが、その口ぶりからすると、まったく実感をつかめていないようだった。

「妹じゃないのか？」

「……妹ですって？」

「ああ。一つだけ変な感覚が残っている。昔俺には、妹がいたんじゃないか、って。なあ、今度こそ俺のことをお兄ちゃんって呼んでみてくれないか」

「夏月、言うとおりにして」命令口調で九里浜が言った。「なんか思い出すかもしれない。現にあたしも、『お兄ちゃん』って何度も言わされた」

「お兄ちゃん……」夏月は少し考え込んでから、「それはおそらく、一いつ花かさんのことですね」

「一花？」

「亘理一花。今の戸有の指導者、亘理銑十郎の娘むすめです。海さんとすごく仲が良くて、いつも海さんのことを『お兄ちゃん』って呼んでました。こちらも、血縁があったわけじゃないですけど」

「じゃあ、その人を連れてこられないの？　海さんが記き憶おくを取り戻もどすきっかけになるかもしれない」

　九里浜の主張に、しかし夏月は首を振ふる。

「それは無理です」

「なんでよぅ」

「一花さんも、内乱の時に死んでいるんです」

「……そうなの」

　その話は、僕も聞いている。幼なじみのステファニー・マクルーアの身み柄がらを八阪井三十四にあずける際に。

　夏月の母、五月は長期に亘わたる療りよう養よう生活を送っていたが、四年前、何者かの手によって殺された。さらに五月の世話をしていた二志名海と亘理一花の二名も、巻き込まれて殺された。戸有の公式見解は八阪井三十四の手によるものとしている。

「そう言えば、康晴さんは今どこに？」

　夏月が聞き返す。

「行方ゆくえ不明なんだ」海さんが答えた。「さっきの家の焼け跡あと、見ただろ」

「あれは、何があったんですか」

「火事が起きたのは、昨日の夕方くらいらしい。俺はその時、平磐の街にいた。失火の原因はよくわかってない。なんだか爆ばく弾だんで吹ふっ飛ばされたような跡だ、って消防の人は言っていた」

「爆弾……？」

「ああ。ま、実際何があったのかは、謎なぞだけどね。で、火事以降、父さんの生きている姿を見た人間はいない。焼け跡からは遺体が見つからなかったそうだけど……」

　消えゆく語ご尾びは、海さんが最悪の事態を想定しているであろうことを示していた。

「これって」九里浜が言った。「戸有がらみの事件じゃないの」

「たしかに、単なる強ごう盗とうの仕し業わざではないでしょうね。……父さんがいれば、なにか教えてくれると思うんですけど……」

「三千人さん、いつ帰ってくるの」

「わかりません。村の方で足止めを食くらっているみたいで、平磐に戻ってこれるかどうかすら、まったく未定の状じよう況きようです。連れん絡らくも取れない状態ですし……申し訳ありません」

「夏月が謝ることじゃないでしょ。でも、となるとどうしたらいいの」

「どうしたらいいんでしょうね……」

　頭を抱かかえる夏月の手は、なかなか離れそうになかった。

「ちょっと、考えをまとめる時間が欲しいですね。こうも矢や継つぎ早ばやに色々なことが起こっていると、何をどうしたらいいのか」

　そう言ったきり、黙だまり込む。誰だれも発言しようとはせず、沈ちん黙もくの間が生まれた。

　窓の外に視線を投げる。車は既すでに市街地に入りつつあった。おそらくもうちょっとで八阪井家に到とう着ちやくできるだろう。パーティーに間に合ったようだ。

　車が赤信号につかまり、停車する。タイミングを見計らったかのように、哲矢兄さんの携けい帯たいが鳴った。

「もしもし？」

　すぐに通話を開始する。二言三言返事をすると、すぐに電話を切った。

「恵めぐ美みが今平磐駅に来てるそうや。車で迎むかえに来てくれへんか、やって」

「あ、そうなの？」

　花谷恵美。僕が下宿している花谷家の娘だ。仙せん台だいの大学に通っているのだが、今は夏休みなので仙台と平磐とを行ったり来たりしている。

「直接駅に行くの？」

「いや、自分らを降ろしてからの方がええやろ」

　ほどなくしてミニバンは八阪井家の前についた。「ほんじゃまた後で」と挨あい拶さつし、哲矢兄さんはそのまま駅へ向かっていった。

「…………」

　夏月はいまだに意気消しよう沈ちんしている。

　僕は夏月の肩かたを軽く叩たたいた。

「今はパーティーを楽しもうよ。さしあたってのことは置いといて」

「そうそう。とりあえずケーキ食べましょ、ケーキ」

　九里浜も陽気に呼びかける。

「……そうですね」

　と夏月は答えたが、重い雰ふん囲い気きは晴れてくれなかった。

　八阪井家に目を転じる。八阪井家の明かりはまったく灯ともっていなかった。

「……長坂君たちがパーティーの準備しているはずなんですよね？」

　不ふ審しんに思ったのだろう、夏月が聞いてきた。

「ああ、そのはずさ」

　僕は請うけ合った。しかしこの時間に電気を消しているとは妙みような話だ。長坂たちがドッキリを仕し掛かけているんだろうか？　夏月が到着したところで一気に明かりをつけ、クラッカーを鳴らすとか。

　九里浜もそう感づいたのだろう、うんざりした顔を見せた。

「まったく、趣しゆ味みの悪いこと。豪の奴やつ、ひっぱたいてやらなくちゃ」

　無む駄だに待たせるのも悪い。僕は夏月の背中を押し、八阪井家の玄げん関かんへと導いた。

「ほら、早く……」

　ドアノブに手をかける。鍵かぎがかかっていたらどうしよう、と一いつ瞬しゆん思ったが、ノブは普ふ通つうに回った。

「……ん？」

　開けようとした途と端たん、力が加わってきた。まるで誰かが内側からドアを押しているような──

　ドアを開けるのに大した力はいらなかった。半ば勝手にがちゃりと開き、誰かが出てくる。

「……うあ……」

　その誰かは妙なうめきを漏もらすと、どちゃ、と力無く玄関先に倒たおれ込んだ。

「……豪!?」

　九里浜が声を上げる。

　その正体は、顔面全体を血に濡ぬらした九里浜豪だった。




　　スポーツマンの鑑かがみ　




「ちょ……どうしたの豪!?　豪！」

　九里浜が慌あわてて豪のもとにひざまずく。先ほどまでの態度はどこへやら、九里浜は完全に取り乱して、豪の名前を何度も呼んでいた。が、豪は何も答えることはできなかった。

　豪の身体からだに無数の裂れつ傷しようが刻まれていた。装着したエプロンがズタボロになっている。刃は物もので切り裂さかれた傷とも、鈍どん器きで殴なぐられた傷とも違ちがう。呼吸こそしているが、目を覚ます様子はない。

　ドッキリの一いつ環かんか、と一瞬思ったが、そうではないとすぐに知れた。この強きよう烈れつな血けつ臭しゆう、そして砕くだけたガラス戸など、ドッキリにしては手が込みすぎている。

「みんな、ここにいて下さい！」

　夏月はすぐさまブルー・ハンマーを発現させた。返事も待たず、家の中へ入っていく。

　その後に続くことを、僕は一瞬ためらった。今は魂たま裸ら醒せを出すことができないのだ。しかし結局、夏月を追いかけたいという衝しよう動どうが勝った。豪を引きずり出し、玄げん関かん脇わきの芝しば生ふの上に寝ねかせてやってから、八阪井家に上がり込む。

　真っ暗のままの自宅で、夏月は耳を澄すませていた。脇のスイッチに手を伸のばし、まずは玄関の電気をつける。ぱっと明かりがつくと、ここで格かく闘とうがあったらしい跡あとが見て取れた。砕けたガラスや花か瓶びんの破片が散らばっている。

「よお……やっとご帰宅かい？」

　家の奥の方から、聞いたことのない声が飛んできた。おそらくは居間からだ。夏月と僕は、破片を踏ふまないようスリッパを履はいて、警けい戒かい態勢のまま居間へ踏み込んだ。

　居間も真っ暗だった。が、僕たちが足を踏み入れた途端、勝手にぱっと電気がついた。

「待ちわびたよ、夏月君！」

　男が一人、ソファに腰こし掛かけていた。僕たちの姿を見つけると、非常に落ち着いた様子で声をかけてきた。

　誕生パーティーの準備は中ちゆう途と半はん端ぱに終わったらしかった。ソファやらテーブルはパーティー用に置き直されていたが、出されている食材はホールケーキ一個のみ。ろうそくすら立っていない。そのケーキを、男は一人でもさもさと食くらっていた。

「……うう……」

　足あし下もとからまたもうめき声。見れば、二人の人間が倒れている。

「長坂！　佐倉！」

　二人のもとにかがみ込む。二人とも怪け我がを負ってはいたが、意識は保っているようだった。眼球を動かして僕たちを見ると、佐倉は指を二本立ててびしっと挨あい拶さつした。

「……こんばんは、三助君……」

「何があったんだ!?」

「悪いな……あの野や郎ろうにやられちまって……」

　答えたのは長坂だった。手を持ち上げ、ソファに座った男を指さす。

「誰だれだ！」

　僕は男に向かって叫さけんだ。

　と、夏月が手を横に伸ばして僕を制した。一歩踏み出して、一人で男と対決する。

「人の家で何をしているんですか！　亘理義よし顕あきさん！」

　名を呼ばれた男はなんら動じることなく、もう一口ケーキに嚙かみつく。

　若い男だった。年がいっているとしても二十五歳くらいだろうか？　背が高く、体型は細め、顔立ちもすっきりとして端たん正せいだ。まるでファッションモデルのようだった。ぶかぶかの長なが袖そでジャケットを着ているところが、瘦やせている印象をさらに強めている。

　ただ、気にくわない点が一つ。嫌いやな感じのニヤニヤ笑いが顔面に張り付いていた。

「君の家に賊ぞくが入っていたから、やっつけてやったのさ」

　不気味に甘ったるい言葉をかけてくる。

「賊とは、誰のことですか」

　夏月は苦虫を嚙みつぶしたような顔をしていた。相手が憎にくい、というより嫌な相手に出くわしてしまった、という表情。言葉を交かわすことすら不快に感じているのか、妙みように早口だった。

　一方、亘理義顕の口調は嫌みなくらいゆったりしたものだった。長坂と佐倉を指し、口を開く。

「ほら、そこにいるだろ？　見えないことはないだろう」

「長坂君も佐倉君も私の友だちです！」

　言い返す夏月。しかし義顕は余よ裕ゆうの態度を崩くずさなかった。

「友だち？　おいおい夏月君、なんの冗じよう談だんを言ってるんだい？　ただの人間を友だちだ、なんて」

「長坂君も魂裸醒です」

「ふ～ん？　例の、ここいらで生まれている外げ流りゆうの一人ってわけか？」

　外流という言葉が、後天性魂裸醒のことを指すであろうことは何となく察しがついた。おそらくは、蔑べつ称しようであるということも。

　義顕は大きなため息をついた。僕たちによく聞こえるように。

「おいおい、君は誇ほこり高きタマラセビトだぜ！　そんな君が外流ごときと親しくするだなんて、賢けん明めいとは言えないねえ」

「夏月」僕は問いかけた。「このアホは君の知り合いか」

「ええ。亘理義顕さんと言って、亘理銑十郎さんの息むす子こです」

「ああ、なるほど」

「おーい」

　それまでの夏月に向けていた笑え顔がおとは一変、亘理義顕は険悪な顔を僕に向けた。

「初対面の人間をアホ呼ばわりとは、どうも礼れい儀ぎがなっていないらしいな」

「人の家に勝手に上がり込んでおいて礼儀を言うとは、なかなか面おも白しろい冗談だな」
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　売り言葉に買い言葉。僕はすぐさま言い返した。

　一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった義顕は、勢いよく席から立った。

「つまらないことを言うんじゃない！」

　たらんたらんとぶら下げていた右みぎ腕うでを、突とつ然ぜんに僕へ向け振ふり上げる。

「!?」

　ぶかぶかの袖そで口ぐちから、いきなり鞭むちのようなものが飛びだし、僕の顔面を襲おそった。咄とつ嗟さに避よけたが、風切り音とわずかな痛みを頰ほおに感じる。

　鞭のようなものはすぐに義顕の手元に戻もどった。だらり、と床ゆかにまっすぐ垂れ下がる。

「見えていたな？　ってことは、おまえも外流か」

　僕を睨にらみつけ、義顕はニヤリと笑った。

　彼の右手から垂れているのは、普ふ通つうの鞭ではなかった。五ご寸すん釘くぎサイズの鉄の細い棒を、何本も繫つなげて一本の鞭としている。多た節せつ鞭べんとでも呼べばいいのだろうか？

「それで豪たちをやったんだな」

「たしかに、何人か叩たたきのめしてやったさ。外流の名前なんて知らないけどねえ」

　悪びれる様子もなく、義顕は言い切った。

「一体どういうつもりなんですか、義顕さん」

　鋭するどい視線をぶつける夏月。すると義顕は笑顔を見せて、

「君に用事があったんでここに来てみたんだが、見知らぬ奴やつが出てきて帰れって言われたもんでね。ちょっと叩きのめしてやったのさ。彼らが君の家の財産を狙ねらう泥どろ棒ぼうだったら困るだろ？」

　長坂も佐倉も、無用に事を荒あら立だてたがる人間ではない。その彼らが「帰れ」と言ったということは、おそらく義顕が玄げん関かん先さきでろくでもないことをしでかしたのだろう。それにしても、魂たま裸ら醒せを出せない長坂たちはおろか、魂裸醒ですらない豪を叩きのめすとは──

「この世のどこにエプロンを装着した泥棒がいるんだ？」

「絶対いないとは言い切れないだろう」

　義顕はそう切り返し、夏月に視線を向けた。本人は優やさしい目のつもりでいるのだろうが、端はたからだと若い娘むすめを眺ながめ回すエロオヤジの目にしか見えない。

「僕は、君に救いの手をさしのべに来たんだ」

「……救いの手？」

　聞き返す夏月。義顕の口から飛び出したのは、意外な名前だった。

「そう。知っているか？　君の叔お父じに当たる二志名海が沼渡田の山の中、穂垂地区ってところに住んでいるってことを。そいつの身み柄がらを押さえるのに手を貸してほしいのさ」

「…………」

　夏月の沈ちん黙もくは、内心ひどく驚おどろいていることを物語っていた。表向きは無表情を保っていたが。

「……それが、どう私を救うことになるんです」

「おいおい、今の君の苦境を僕が知らないとでも思うのかい？　八阪井三十四の娘というだけで、戸有から睨まれているんだろ？　君には、戸有への忠誠の証あかしを立てる義務があるはずだ。僕に手を貸してくれれば、決して悪いようにはしない。僕の口から、父さんに一言添そえることもできるだろう」

　義顕は夏月に恩を売ろうとしている。なんらかの下心があるのは火を見るより明らかだった。親の権力を笠かさに着る、ろくでもない奴であるらしい。だんだんわかってきた。

「…………」

　夏月は返答に詰まっていた。穏おん便びんに義顕に帰って頂くにはどう話をつけたものか、迷っているのだろう。なにしろ、義顕が捜さがしている相手は家のすぐ外にいるのだ。

　……海さんを一時的に花谷家に避ひ難なんさせた方がいいかもしれない。

　そう思ってこっそり部屋から出ようとした時、

「おい、そこの外流！　動くんじゃない！」

　めざとく義顕が声をかけてきた。

「さっきから外流外流って、僕には三鶴城大助という立派な名前があるんだけど」

「いちいち名前なんざ覚えてられるか！　外流は外流で十分なんだよッ」

　こいつにはちょっとカチンと来た。僕は義顕の前に進み出て、

「今からあんたが壊こわしたところを掃そう除じしなきゃならない。さっさと出て行ってくれ」

　居間の大窓を指さし、そこから出て行けと促うながす。

　もちろん義顕の足は動かなかった。

「イヤだと言ったら？」

「力ずくで、アンタのケツを蹴けって追い出す」

　力強く宣言した。しかし義顕は「プッ」と嘲あざけるように笑い、

「魂裸醒も使えないのにどうやって追い出すんだ？」

　もう言葉を交かわすのにも飽あきてきた。義顕の襟えりをつかもうと手を伸のばすと──

「触さわるなあ！」

　義顕は、至近から鞭を放ち、僕の頰を打った。

　僕はもろに一発食くらってしまい、思わず頰を押さえてその場に膝ひざを落とした。少し遅おくれて、痛みが走る。

「大助君!?」

　夏月の叫さけびが聞こえた。大だい丈じよう夫ぶと僕は手を挙げ、そして義顕をねめつけた。

「……この野や郎ろう……！」

「おおっと」義顕は僕を薄うす笑わらいで見下ろしていた。「柔じゆう道どうをやっているもんでねえ。つい反射的に払はらいのけようとしてしまったよ。だが、先に手を出してきたおまえが悪いんだぜ？」

「柔道だって？」僕はにらみ返した。「魂裸醒を使えない相手を魂裸醒で殴なぐるとは、また大したスポーツマンシップだな」

　言い返されて、亘理義顕は大きく舌打ちした。右手を振ふり上げ、もう一発僕を鞭むち打うとうとする。

　今の僕には、手をかざして顔を覆おおうことしかできなかった。

　ヒュン、と鞭が空気を裂さく音が聞こえた。が、衝しよう撃げきはいつまでたってもやってこなかった。

　おそるおそる見上げると、夏月がブルー・ハンマーで鞭を握にぎり止めていた。

「おいおい夏月君。これはどういうつもりだい？」

　義顕の問いに、夏月は答えなかった。ぐいっと鞭を引っ張って義顕を前のめりにしてから、ぱっと離はなす。

「うおぁあっ!?」

　簡単にバランスを崩くずされ、義顕は後方へすぺーんと転んだ。

　その間に、夏月は僕のもとにひざまずいた。

「大丈夫ですか、大助君」

　心配そうに僕を見つめた。僕の脇わきの下に肩かたを入れ、助け起こしてくれる。

「なんともないさ、この程度」

　夏月がそばにいてくれるだけで、力がわいてくるようだった。しかし、いつまでも情けないところは見せられない。僕は夏月の肩から離れ、笑えみを返した。

　と、大の字になったままの義顕が声を発した。

「僕も頭を打ったんだけど、僕には大丈夫とは言ってくれないのかなあ、夏月君」

　夏月は冷え切った瞳ひとみで義顕を見た。夏月は完全に戦せん闘とうモードになっていた。

「それ以上大助君を傷つけないでください。さもなくば、たとえ亘理さんであろうと──撲ぼく滅めつします」

「なんの冗じよう談だんだ。どうして君ともあろうものが外流なんかをかばうんだ……？」

　義顕はのんびりした口調で言った。が、

「どうしてなんだよ!!」

　突とつ然ぜん跳はね起きると、夏月めがけて多た節せつ鞭べんを放った。

　奇き襲しゆう攻こう撃げきは、しかし夏月の不意をつくことはできなかった。手てつ甲こうで鞭を払うと、反対の手を伸ばして義顕の首の裏側をむんずとつかむ。

「お……」

　夏月が力をこめると、義顕の身体からだは軽く浮うき上がった。義顕は抵てい抗こうしたが、どんなに身体を揺ゆらしても夏月の腕うではびくともしない。

　義顕をつまみ上げたまま、夏月は居間の大窓のところに行った。大窓をガラリと全開にすると──

「……せいッ!!」

　義顕の尻しりに光速の蹴りを叩たたき込んだ。

「ぬごわああッ!?」

　サッカーボールのように義顕の身体はすっ飛んだ。地上一メートルの高さを滑すべるように飛び、三メートルくらい向こうの生いけ垣がきに頭から突つっ込む。

「……大助君が、大事な友だちだからですよ！」

　義顕に向かって、夏月は叫さけび声を投げつけた。

「……なんだなんだ!?」

　玄げん関かん前にいた海さんと九里浜からも、それは丸見えだった。突とつ然ぜんのことに声を上げて驚おどろいている。

「なにしやがる！　この……」

　生け垣から頭を引っこ抜いた義顕は、すぐに海さんの姿を発見した。

「……海！　てめえ、海だな!?」

　目的の人物が何な故ぜこんなところにいるのか、一いつ瞬しゆん義顕はためらったが、すぐに細かいことはどうでもいいと判断したようだった。どすんどすんと足音も高く、海に近づこうとする。

「……誰だれなのよぅ！　あんた！」

　豪を看みていた九里浜が、海さんと義顕の間に立ちはだかった。彼女の魂たま裸ら醒せ、エア・キルが出せないにもかかわらず。

「どきなッ！」

　なんのためらいもなく、義顕は九里浜めがけて多節鞭を打ち放った。

　と、その九里浜を押しのけるようにして進み出る人ひと影かげがあった。

「…………！」

　その人物は、棍こん状じようの魂裸醒を突き出して、多節鞭をからめとった。くいっと棍を回転させ鞭を引っ張り、義顕の動きを封ふうじる。

「……伊勢谷!?」

　僕は思わず叫んでいた。出ないはずの魂裸醒を、伊勢谷が出しているという事実に。

　伊勢谷の顔面には唐から草くさ模も様ようが浮かび上がり、輝かがやきを放っていた。過か醒せい紋もんと呼ばれる紋もん様ようである。

「放せよ！　この野や郎ろうッ！」

　義顕は鞭を引っ張り、やっとの事で伊勢谷の棍から離した。が、その時には既すでに夏月が義顕の背後にまで迫せまっていた。

「海さんを引き渡わたすわけにはいきません」

「……なんだと？」

「亘理さん。今日のところはお引き取り願えないでしょうか」

　一応懇こん願がんの形は取っているが、「さっさと失うせろこのボケ」という感じの口調だった。

「イヤだと言ったら？」

「その時は、亘理さんの尻にもう一発きついのをねじ込むことになりますね」

「面おも白しろい冗談だな、夏月君。この僕の『インビジブル・ワーム』と真っ向からやりあおうってのか？」

　挑ちよう発はつ的な義顕の言辞に、夏月は黙だまってブルー・ハンマーを構えた。

　しゃこっ、と伊勢谷も棍を一ひと振ふりする。と、棍の先せん端たんに刃はが生まれ、その姿を方ほう天てん戟げきへと変えた。これが伊勢谷の魂裸醒ダーク・オブ・ザ・ムーンの真の姿だった。

　にらみ合いがしばらく続いた──が、先に視線を外したのは義顕だった。

「チッ。いいだろう──今日のところは君の顔を立ててやる。君とサシで戦って、負ける気などしないがね」

　肩かたをすくめて両手を広げる。

「二志名海！　また会いに来るからな！　このカマ野郎が」

　最後に捨て台詞ぜりふを残すと、義顕は二、三歩助走をつけて生け垣を飛び越こえ、消えていった。

「……ふう」

　義顕の気配が完全に失せたのを確かく認にんして、夏月は構えを解いた。疲つかれ切ったように、肩を大きく落とす。

「……ううっ」

　伊勢谷の顔面から過醒紋が消えていく。と同時に、伊勢谷は苦しげなうめき声を一つ漏もらし、その場に膝ひざをついた。過醒の力を使った後に襲おそわれる、脱だつ力りよく状態だった。夏月が伊勢谷の肩を抱だき、助け起こす。

「……夏月！　なんであのクソ野郎を逃にがしたのよぅ」

　豪を抱きかかえながら、九里浜が叫んだ。義顕に殴なぐりかかりたいのは山々ながら、豪がいる以上動けなかったのだろう。豪は意識を取り戻もどし、顔にこびりついた血を袖そで口ぐちで拭ぬぐっている。どうやら、重傷ではないようだ。

「……ごめんなさい」夏月は元気なく頭を下げた。「みんなも、中に入ってください。今日はもうパーティーというわけにはいきませんけど……」

「事情を説明しない限り、少なくとも九里浜は帰ろうとしないだろう」

　僕はそう付け加えた。




　　はじめてのお兄ちゃん




「あの人は、戸有の指導者亘理銑十郎さんの息むす子こで、亘理義顕と言います」

　一同に向かって、夏月は改めて説明した。

「親の威いを借るバカ息子、ね」

　と九里浜は評価を下した。

　総勢八名が、八阪井家の居間に集合していた。

　幸い、亘理義顕の破は壊かいした物はさほど多くなく、義顕に殴られた者の傷も深くはなかった。傷の手当て班と室内清せい掃そう班に分かれて作業を行ったところ、八阪井家は三十分ほどで普ふ段だんの静せい寂じやくを取り戻した。というわけで僕たちは、パーティー用の食材を改めて用意し、晩ばん御ご飯はんを食べながら情報交こう換かんを行うことにした。

「一体どォいうつもりなんだ、あの野郎はよォ」

　普段はあまり感情をあらわにしない長坂が、毒づいていた。毒づくだけの元気があるのは、良いことだ。魂裸醒の血は肉体を強きよう靭じんにし、特に治ち癒ゆ能力を飛ひ躍やく的に向上させる。おそらく明日明後日あさつてには怪け我がも完治しているだろう。

　問題は魂裸醒でもなんでもない九里浜豪だが、ついさっきの血まみれ状態はどこへやら、今はニコニコとして姉の隣となりに座っていた。どうやら、豪が浴びていたのは、主として佐倉の血だったようだ。

「いやー、本当に参りましたよねー」

　まるで他人ひと事ごとのように言う。見た目に反し、豪には肝きもの据すわったところがあった。姉のおかげで色々な事態に巻き込まれ続けてきたため、らしい。

「ホント、アタシみたいなか弱い人間を叩たたきのめして、何が楽しいのカシラ」

　おびただしい量の血を流していた佐倉真ま澄すみも、既すでに復調していた。自身の長い髪かみにこびりついた血を気にする余裕があるくらいだ。

「本当に、申し訳ありません」

　先ほどから夏月は何度も何度も頭を下げていた。見ているこっちが申し訳なくなってくる勢いである。

「そんなに謝んないで」九里浜も同じように感じたようだ。「あいつがアホなのは、別に夏月の責任じゃないでしょ。で、あいつは何をしに来たのよぅ。海さんにご執しゆう心しんだったようだけど」

　そう言って、海さんに目をやる。長坂も「そォそォ」と応じて、

「そもそも、この人は一体誰だれなんだ。さっきから気になって仕方ねェんだが」

「二志名海と言います。よろしく」

　海さんは礼れい儀ぎ正しく自己紹しよう介かいした。彼の声を初めて耳にした面々は、多かれ少なかれ驚おどろきの表情をあらわにした。

「ちなみに、私の叔お父じに当たる人です」

　夏月はこれまでのいきさつを説明した。

「それそれ」長坂は膝を叩いた。「こんな時に魂裸醒が出てこねェからおどろいたぜ。八阪井に聞きてェと思ってたのよ」

　僕はつい先ほどのことを思い出した。

「なあ伊勢谷。君はさっき、なんで魂たま裸ら醒せが出せたんだ？」

　水を向けられた伊勢谷は、慎しん重ちように発言した。

「……過醒を起こしてみたら、魂裸醒が出てきた。私にはそうとしか言えない」

　過醒とは、裸ら光こうを大量吸収した状態、胸から上の皮ひ膚ふに過か醒せい紋もんと呼ばれる紋もん様ようが出現している状態のことである。

　先天的に魂裸醒の力を持つ者、体内に醒せい核かくと呼ばれる器官を持つ魂裸醒は、一時的に裸光を大量吸収して過醒を任意に起こし、魂裸醒の力をブーストすることができるのだ。あくまで効果は一時的なもので、三分くらいたつと自動的に過醒状態が解除され、しばらく動けなくなるという反動がある。

「地上から放たれる裸光が完全になくなっている、というわけではありませんからね。過醒を起こすと、醒核は近くの裸光を無理矢理集めるんですよ。魂裸醒を発現できるだけの裸光を」

　夏月の説明に、伊勢谷自身が頷うなずく。

「……そう。私だけは、いざという時だけ魂裸醒を使うことができるのね」

　伊勢谷は以前に醒核を飲み込んでいる。だから過醒の力を操ることができるのだ──さっきみたいに。

　しかし、それは根本的解決からはほど遠いものだった。僕たちのような大多数の後天性魂裸醒には、過醒を任意に起こすことはできない。それどころかひとたび過醒に陥おちいれば、死に至る。

　裸光とは本質的に人間の身体からだに害を及およぼすものだ。体内に醒核を持っていれば、少量の裸光で魂裸醒を発現できるため問題にはならないが、後天性魂裸醒はそうはいかない。裸光の蓄ちく積せきは確実に肉体を冒おかしていく。ひとたび過醒に陥れば、過醒死までまっしぐらである。過醒死を迎むかえると肉体は裸光そのものと化し、あとには髪かみの毛一本残らない。

　そう考えてみると、今は裸光を吸収したくてもできないから、安全な状態であるとは言える。しかし自分の身を守る方策がない、という事実には不安を隠かくせない。

「物を引き寄せるために過醒を起こすんじゃないぞ」

　忠告すると、伊勢谷はイヤそうな目で僕を見返した。

「……それより、どうしてこの人が生きていたのか、という謎なぞの方が大問題だと思うけど」

　海さんを指さす。すると海さんは伊勢谷の肩かたに手を置いて、真顔で言った。

「俺のことをお兄ちゃんと呼んでみてくれないか」

「……はあ？」

　伊勢谷はぱっくりと口を開けた。

「呼びなさい」九里浜が肘ひじで伊勢谷の脇わき腹ばらをつついた。「記き憶おくが戻もどるきっかけになるかもしれないから」

　助けを求め、伊勢谷は夏月を見た。が、夏月も苦く笑しようを返すばかりだった。

　伊勢谷は眉まゆをひそめていたが、やがて意を決したか、海さんと改めて向き合った。

「あー、──お、おに──」

　しかし、なかなか先が続かない。ついと伊勢谷は目線を外し、

「……どうしても言わなきゃならないの？」

　たどたどしい口調で僕に聞いてきた。

「特に差し支つかえなければ」僕ははっと息を吞のんで、「まさか、隕いん石せき災害の時に兄を亡なくしているとか──」

「……いや、もとより兄なんていなかった。そんな単語、生まれてこの方口にしたこともない」

　もう一回、伊勢谷は海さんを見た。大きく息を吸い込んで、心を決めると、

「…………おにいちゃん」

　蚊かの鳴くような声で言った。

　海は目を閉じ、しばらくの間集中していたが、ついに口を開いた。

「やっぱりなにも思い出せないや。はっはっはっ」

　伊勢谷は思いきりコケた。

「……ちょっと、私にこんなこと言わせておいて──」

　何か言い返そうとしたが、伊勢谷の顔はみるみる真っ赤に染まっていった。どうしようもなく恥はずかしくなったのか、両手を当てて覆おおい隠す。

　……そんなに恥ずかしいものか？

「気にしないで下さいね」夏月は慰なぐさめの言葉をかけた。「たしかに、海さんが生きていたというのは大問題です。内乱の時に殺された、って私たちは信じていたのに。村が海さんの生存情報を意図的に隠していた、と考えるべきなんでしょう」

　浮うかない表情のまま、夏月は腕うで組ぐみした。

「さきのステフさんの事件の時に、痛感しましたからね──村から与あたえられる情報を無条件に信じてはいけない、って。今回はどう動くべきなのか、よく考える必要があると思います」

「ステフさんの事件」とは、期末テストの時期に起こった一騒そう動どうのことだ。夏月は戸有のエージェントから「戸有の渉しよう猟りよう手しゆ、丸住義よし政まさがステファニー・マクルーアという少女を連れて平磐に逃にげ込んだ。二人とも見つけ次し第だい殺せ」という指令を受けた。

　丸住が反乱派に身を投じようとしている、というのが戸有の主張する理由だった。しかし、それは事実の一断片でしかなかった。実のところは、丸住が戸有にとって都合の悪い情報をつかんだため、戸有が彼の口くち封ふうじをしようとしていたのである。戸有から狙ねらわれたため、丸住は反乱派を頼たよらざるを得なくなった。むしろ彼は被ひ害がい者しやだったのだ。

　夏月は現在、村に対して非常に懐かい疑ぎ的になっていた。

「殺されていた、とは不思議な感じだね」海さんが言った。「俺は一体誰だれに殺されたことになっているんだ？」

「それは──、こっちが教えて欲しいくらいですよ。思い出せませんか？」

「詳くわしい状じよう況きようを教えてくれないか。もしかしたら何かが引っかかるかもしれない」

「そうですか……」

　夏月は沈ちんうつな表情を見せた。四年前の事件を思い出すことには、今もって苦痛を覚えるらしかった。

　が、夏月は意を決すると、静かに語りはじめた。

「海さんが殺されたのは、戸有の療りよう養よう所じよの中でした。療養所にはお母さんが入っていて、海さんはお母さんをつきっきりで看病していたんです」

「看病？　その人は、どんな病気だったんだ」

「病気ではありません。事故で七年間、昏こん睡すい状態にあったんです」

「七年も？　俺は七年間、ずっとその人を看病し続けていたのか？」

「はい。もちろん家族みんなで看病してましたけど、一番熱心に看病していたのは海さんだったです。──あと、亘理一花さんも」

「俺のことを『お兄ちゃん』と呼んでいた子のことだね」

「さっきの義顕とはどういう関係なんだ」

　僕が尋たずねると、夏月は少しためらってから答えた。

「一花さんはあの人の実の妹です。でも一花さんは、海さんのことがとても好きで、海さんのことをお兄ちゃんと呼んでいました。いつでもどこでも海さんにくっついて行動していたものです。──だからあの時、巻き込まれてしまったんです」

「殺人に、か」

「ええ。私が病室に行った時、既すでに事件は起きていました。お母さんはベッドの上で寝ねたまま、海さんと一花さんは窓まど際ぎわの床ゆかに折り重なって、──全員血まみれになって倒たおれていたんです」

「どんな武器でやられたんだ？」

「私の記憶もあやふやなんですが──鋭するどい刃は物もので一ひと太た刀ち食くらった、という傷だったと思うんです」

「……海さん」

　九里浜が海さんを見た。

　海さんは突とつ然ぜんシャツをたくしあげた。素す肌はだがあらわになる──引き締しまった肉体と、右胸から左ひだり脇わき腹ばらのあたりまで一文字に走った古傷とが。

「うわ……」

　全員が息を吞のんだ。それは、鋭い刃物で一太刀食らったような大きな傷だった。

　海さんは、指の腹で軽く自分の傷をなぞった。

「昔からずっと気になっていたんだ。いつ、どうしてこんなでかい傷ができたんだろう、ってね。今の君の話で納なつ得とくしたよ。君の話は、真実なんだろう」

　不思議と晴れやかな笑えみを、海さんは浮かべていた。凄せい惨さんな話の真っ最中であるにもかかわらず。が、すぐに状況を思い出したか、顔つきを引き締める。

「俺に斬きりつけたのは、誰なんだ？」

「八阪井三十四……ということになっています」

「八阪井三十四というのは？」

「四年前の戸有内乱を引き起こした張本人です。その時、病室に居合わせていました」

　それ以上の情報を、夏月は伏ふせた。三十四は夏月の本当の父である、という情報を。

「『ということになっています』とはどういう意味だい？」

　僕が問うと、夏月は小さく頷うなずいた。嫌いやだけど認めるしかない、という風に。

「海さんの傷きず跡あとを見て、確信しました。海さんをやったのは八阪井三十四ではありませんね。あの人の魂たま裸ら醒せで、このような傷はつかないはずです」

　夏月は手てつ甲こう足あし甲こうの形状を持つ魂裸醒、ブルー・ハンマーを発現させた。

「八阪井三十四の魂裸醒は『ブラック・オーラ』と言って、簡単に言うと私の『ブルー・ハンマー』を黒くしたような外見なんです。手甲で相手を殴なぐるのが主な攻こう撃げき方法です」

「……『ブルー・ハンマー』で相手を斬り殺すのは難しいだろォな。普通に日本刀とか持っていた、ってんなら話は別だが」

　長坂が付け加えた。

「ちょっと記き憶おくに自信がなかったんですけど、海さんの傷跡ではっきりしました。少なくとも、『ブラック・オーラ』で殺されたのではないです」

「でも、誰かが殺した。なんか意見はねェか、九里浜探たん偵てい」

「非常に興味深い話ね」

　九里浜は、夏月とは対照的に目を輝かがやかせていた。魅み惑わく的な謎なぞを目の前にして、探偵志望としての血が騒さわぐのを抑おさえられないでいるのだろう。因果な奴やつである。

「でも、情報が足りなすぎる。今の状況では、なんの判断も下せない」

「おいおい九里浜先生。安楽椅い子す探偵式に答えを出してみてくれよ」

「うっさい！」

　九里浜は僕をチョップで殴った。普ふ段だんなら魂裸醒エア・キルを出しているところなのだろうが。

「今一番大事なのは、過去の事件の真実を暴あばくことじゃないでしょ」

「一番大事なのはなんなんだ」

「あの亘理義顕とかいうアホをギッタンギッタンに叩たたきのめすこと」

「…………」

「気持ちはよく分かりますけど、抑えてください」夏月が言った。「今は、裸ら光こう石せきが手元にない限り、魂裸醒を発現できない状じよう況きようにあります──原因は分かりませんけど。事を荒あら立だてるのは、自殺行こう為いです」

　自信満々とばかり、佐倉が自分の胸を叩いた。

「まかせなさいな。言っておくけどアタシ、逃にげ足だけには自信あるのよ？　今日はちょっとドジ踏ふんだけどね」

「逃げるんだったら僕だってお手の物だ」僕も同調した。「いざ逃げられないとなったら、土ど下げ座ざでも何でもしてやるさ」

「この根こん性じよう無し！」

　憤ふん懣まん丸出しで九里浜は叫さけんだ。

「あのアホンダラ、こっちが魂裸醒出せないと知って好き放題やりやがって。『エア・キル』が出せるようになったら、百叩き程度じゃすまないんだから」

「もちろん俺も手伝うぜ」長坂も同調する。「俺が奴を『ナイン・トゥ・ファイブマン』でぶらさげるから、おめェは気の済むまで奴を殴れ」

「珍めずらしく、意見が合ったじゃないの」

　九里浜と長坂は固い握あく手しゆを交かわした。

　夏月は苦笑いを浮うかべるしかなかった。




　　過去の傷跡




　翌日。

　目めが覚めると、既すでに正午を回っていた。

　何な故ぜかひどく身体からだが重かった。熱があるのか、とも思ったが、鼻も喉のども特に問題なく、風か邪ぜを引いてしまったようではない。突然全身が筋肉痛に襲おそわれたかのようだった。

　上半身を起こし、何も考えずにベッドの上でぼーっとする。

「寝ね過すぎたな……」

　もう一度枕まくら元もとの時計に目をやる。平時であれば思いっきり遅ち刻こくである。夏休みがいかに素す晴ばらしいものであるか、実感せずにはいられない。

　頭がすっきりしてくるにつれ、昨晩の出来事が思い出されてきた。

「……もうみんな帰ったかな？」

　昨晩八阪井家に来ていた面々は、磐清園の門限がある伊勢谷をのぞき、泊とまっていったはずだった。今はどうなっているんだろう？

　僕は昼飯も食わないで、重い身体を引きずり、隣となりの家に向かった。いつも通り庭へ侵しん入にゆうし、居間の大窓をがらりと開けると、まず出で迎むかえにきたのは海さんだった。

「おはよう、三鶴城君」

　明るい笑え顔がおを僕に向けてくる。が、僕の顔を見ると表情を曇くもらせ、

「ずいぶんひどい顔をしている。昨日はさっさと帰ったんじゃなかったの？」

　心配そうに声をかけてきた。

「おはようございます。単なる寝過ぎだと思いますよ」

　僕は自然と笑顔を返していた。

　さわやかな人だ。穏おだやかかつ控ひかえめながら、不思議と存在感がある。彼と二言三言、言葉を交わすだけで、こちらの気持ちも軽くなるような気がする。九里浜がなつくのも納なつ得とくできるってもんだ。僕も海さんに好印象以上のものを抱いだき始めていた。

　なぜだろう、と自問してみると、すぐに答えは出た。醸かもし出す雰ふん囲い気きが、僕の中の昂治兄さんの記憶と妙みようにだぶるのだ。見た目はまるきり別人だというのに。

「あ。おはようございます」

　居間のソファに座っていた夏月が声を投げてきた。

「やあ。他ほかのみんなは？」

「まだ上の階で寝てると思いますよ。結構遅おそくまで起きていたみたいですから」

　居間のテーブルには、固定電話の子機が放ほうり出されていた。僕がそれに目をやると、

「村と話をしてみたんです」夏月が説明した。「裸光の減げん衰すいについて、なにかわからないかと思ったんですが……」

　そこで言葉を切ったが、夏月の暗い表情を見れば、答えを問うまでもなかった。

「わからなかったんだね」

「ええ。村でも事態は把は握あくしているようですけど、詳しいことはなにも……それからもう一つ、井い倉くらさんから連れん絡らくがありました」

「井倉って……あの井倉？」

「はい。今からこちらに来るそうです」

　井倉泰やす臣おみ。さきのステフの事件の折、夏月に村からの指令を持ってきた男である。都合良く歪わい曲きよくした情報を持ってきて、僕たちを困こん惑わくさせた張本人だ。丸住は「亘理の犬」と評していた。はっきり言って、信用ならない相手である。

「一体何をしに？」

「昨日の亘理義顕さんのことと、無関係ではないでしょうね」

　噂うわさをすれば影かげ、ちょうどその時八阪井家の玄げん関かん先さきのチャイムが鳴った。

「海さん、上に行って頂けませんか」

　夏月が頼たのむと、海さんはすぐに応じて、階上に向かった。

　僕は夏月と一いつ緒しよに玄関先に出た。扉とびらを開けると思った通り、スーツを着た小男が立っていた。

「お久しぶりです」

　井倉は僕の姿に少し驚おどろいたようだった。軽く会え釈しやくする。

「これは三鶴城君。さきの件ではお世話になりましたね」

「はあ。どうも」

　一応、僕も礼を返した。

　夏月は井倉を家に上げ、居間に通した。

「今日は一体どういうご用向きで？」

　ソファに座った井倉は、早速切り出した。

「単刀直入に申し上げます。二志名海が、ここにいるんでしょう」

　文字通り単刀直入だった。夏月はポーカーフェイスを保っていたが、

「……ええ、います」

　すぐに認めた。

「彼の身み柄がらを、我々に引き渡わたしてもらいたいのです」

　夏月が出したウーロン茶に口をつけぬまま、井倉は話を続けた。

「昨日一ひと悶もん着ちやくがあったことは、もう義顕君から聞いています。彼が勝手にこの家に上がり込んだそうで、まことに申し訳ありませんでした。彼に代わって私がお詫わび申し上げます」

　そう言って、深々と頭を下げる。

「亘理先生の方からお見み舞まい金を出しますので、それを修理代に充あててください」

「……はあ……」

「それはそれとしてですね」井倉は口調を変えた。「私たちには、海君を守ってやる義務がある。だから彼の身柄を預からせてもらいたいのです」

「待ってください」

　井倉に頭を下げられ、夏月は少し戸と惑まどっていたが、気を取り直して質問を投げた。

「だいたい、どうして海さんが生きているんですか。内乱の時に殺されたんじゃなかったんですか。村に墓だって建っているじゃないですか」

「その件についても、頭を下げなければならないでしょう」

　井倉は沈ちん痛つうな顔つきを見せていた。

「やむをえないことだったのです」

「……やむをえない、とは」

「内戦の時、海君は、致ち命めい傷しようを負いながら奇き跡せき的に一命を取り留めました。しかし、五月さんと一花さんとを目の前で同時に失ったことに、彼の心は耐たえられなかったのです。意識を取り戻もどしてすぐ、海君は自殺未み遂すいを起こしました。幸い、すぐ発見されたので大事には至りませんでしたがね。とはいえ、ほっとけばいつ再び自殺を試みるか、知れたものではない。だから、彼の魂裸醒と記き憶おくとを封ふうじることにしたのです」

「誰だれがそれを行ったんですか」

「父親である二志名康晴さん自ら、ですよ。彼が内戦後戸有を去った理由も、それです。表向き、彼は二人の子供を失った傷心から村を去った、ということになっていますね。事実ではありますが、もっとも大きな理由は、過去を失った海君と新たな生活を送るため、だったのです」

「…………」

　夏月は黙だまり込んでしまった。

「ところが」不意に、井倉の言葉に怒ど気きのようなものがこもる。「つい先日八阪井三十四が、静かな生活を送っていた彼らの家を襲しゆう撃げきしたのです。……それは聞いていますね」

「ええ」

　夏月は短く返事した。

　井倉はうんうんと何度も頷うなずいた。

「さきのステファニー・マクルーアの件と一緒です。八阪井三十四は、四年前の殺人の証言者を求めているんですよ──どういう経けい緯いで海君の存在を知ったのか、それはわかりませんが。こんなことにならないよう、海君の生存情報を秘密にしておいたのですがね。……だからこそ、海君は村で守らなければならないのですよ」

　下した唇くちびるを嚙かんだまま、夏月はすっかり固まっていた。どのような返事をすればいいのか、窮きゆうしているようだった。

　聞いたところ、井倉の話は真実のように思える。少なくとも、矛む盾じゆんらしい物は見あたらない。しかし井倉には、噓うそをいかにも真実のごとく語るというスキルがある。夏月は、判断をつけかねていた。

「もちろん、協力して頂けますよね？　協力して頂けるなら、──」

　一いつ旦たん言葉を切ってから、井倉は続けた。

「──八阪井三千人さんの現在の境きよう遇ぐうについて、善処できるのではないかと思うのですけれども」

「……な……！」

　驚きよう愕がくに、夏月は目を見開いた。

　言葉面づらは穏おだやかだったが、実際には脅きよう迫はく以外のなにものでもなかった。協力しろ、さもなくば三千人さんの立場が危あやうくなるぞ、という。夏月は押し黙っているが、内心怒いかりに震ふるえているであろう事が見て取れた。

　と、その時。

「……海さん！　ダメだって……！」

　押し殺した声が、部屋の外から聞こえてきた。

　九里浜の声だ。井倉に聞こえないよう声を潜ひそめているつもりらしいが、丸聞こえだ。一いつ緒しよに、階段を下りてくる足音が聞こえる。二人分の足音だ──妙みように不規則な軽い足音は九里浜で、規則的で重い足音は──

「……どうも」

　海さんだった。居間に姿を現し、僕たち一同の姿を見て軽く頭を下げる。

　九里浜は海さんの腰こしに張り付いていた。身体からだ全体を駆く使しして、海さんを後方に引っ張り隠かくそうと頑がん張ばっていたが、九里浜の細ほそ腕うででは海さんの身体はびくともしなかった。

「話は聞いていたよ、夏月ちゃん」

　海さんは九里浜の手を優やさしく払はらい、井倉の前に進み出た。

「俺を連れて行ってください」

「海さん！」

　夏月が声を上げる。しかし海さんは夏月に微ほほ笑えみを向けて、

「君にこれ以上迷めい惑わくをかけるわけにはいかないよ。一晩、世話になったよ」

　静かに頭を下げた。

「そう申し出て頂けると、こちらとしてもありがたいです」

　井倉も海さんに一礼した。それから夏月に話しかける。

「彼もこう言っています。構いませんね？」

「構うに決まってんじゃないのよぅ！」

　文句をつけたのは九里浜だった。

「どんな理由があるんだか知らないけど、海さんを連れて行こうってんなら、このあたしを倒たおしてから行きなさいな！」

　魂裸醒が出せないことを、またも忘れているらしかった。

　間に立つ夏月は、迷いを見せた。戸有の人間として井倉の言葉に従うか、九里浜の肩かたを持つか──それは難しい判断だ。

　数秒間の葛かつ藤とうの後に、夏月は一歩進み出て、九里浜の両りよう肩かたを押さえた。

「純ちゃん。ここは、この人の言うとおりにしてください」

　もちろん九里浜はおさまらない。

「夏月！　今回ばかりは聞けないよ！」

　ぐっ、と夏月の手に力がこもる。首だけで井倉に向き直り、

「海さんの身の安全は、当然保証してもらえるんですよね？」

「もちろんです」井倉は即そく答とうした。「八阪井三十四たちが奪だつ回かいに来るでしょうけれども、必ずや守ってみせますとも」

「その言葉、信じてますよ」

「ありがとうございます」

　井倉はまた一礼し、海さんの背に手をやった。

「さ、参りましょうか。外に車がありますので」

「海さん！」

　まだ納なつ得とくいかない九里浜が、海さんに手を伸のばそうとする。

　海さんは振ふり向いて、九里浜の手をひしと握にぎりしめた。

「別に、今こん生じようの別れというわけじゃないさ。すぐに戻もどってくるよ──心配しないで」

「海さん……」

　当人からそう言われては、もはやどうしようもなかった。途と方ほうに暮れて、九里浜は立ちつくした。

　最後にもう一度笑え顔がおを見せてから、海さんは僕たちに背を向け、居間から出て行った。







[image: ]

　　幕間




　後部座席に座った二志名海は、そわそわした様子で窓の外を眺ながめていた。ちらりちらりと何度も運転席の井倉に目をやりながら。

「何か、気になることでも？」

　ハンドルを握る井倉は、バックミラーを介かいして海の姿を見ていた。

　海は何も答えなかった。

　海は、井倉から無言のプレッシャーを受け続けていた。庇ひ護ごしてくれる、と口では言っているが、井倉はそれ以上の何かを考えている──海は直感的にそう感じていた。彼の態度は、まるで死刑囚を刑場に運ぶ馬車引きのようだ。

　とはいえ、それを当人に言うわけにはいかない。海は別のことを口にした。

「先ほどの話です。本当なんですか？　俺が自殺未み遂すいをしたっていうのは……」

「そりゃ、覚えていないのも当然でしょう。戸有には千年以上伝えられてきた記き憶おく封ふうじの技術がありますからね。思い出せるわけがない」

「どうして自殺なんてやらかしたんですか、俺は」

「あなたは」井倉は説明する。「七年間看病し続けていた五月さんと、看病の手伝いをしてくれていた一花さんとを目の前で同時に失ったのです。絶望に駆かられ、衝しよう動どう的に自殺行こう為いに走ったんでしょう」

「そうでしょうか」

　海は懐かい疑ぎ的だった。

「俺たちを殺傷したのは八阪井三十四という男、という話ですよね」

「夏月君から聞いたんですか？　その通りです」

「相手が分かっているんであれば、まずは復ふく讐しゆうを誓ちかうというのが筋ではないんでしょうか」

「…………」

　井倉は何も答えなかった。

　と、みるみる海の顔つきが険しくなっていく。

「おそらく、父さんは殺された──俺はそう思っています。誰だれが父さんを殺したのか、見つけ出して復讐を果たさなければならない、とも。それが俺の正直な気持ちです。でも、以前の俺は自殺を企くわだてたという。どうしてもピンと来ないんですが」

「そんなこと、私に言われましてもねえ」

　ハンドルを回しながら、井倉は答えた。

「さっきの意見は、状じよう況きようを鑑かんがみてもっとも妥だ当とうな解かい釈しやくを延べてみたに過ぎません。自殺未遂を起こしたのはあなたであって、私じゃないんです。私が聞いているのは、あなたが自分の魂たま裸ら醒せを器用に使って、喉のどを裂さこうとした──ということだけです」

「……喉ですか」

　つい、海は首の十じゆう字じ架かを押さえた。

　海がチョーカーを巻いている理由。それは、首にある傷きず跡あとを隠かくすためでもあった。しゃがれ声の原因になっているらしい傷を。海はこの傷の来歴を知らなかった──胸の傷同様に。

　自殺未遂を起こしたのは事実なのだ、と納得せざるを得なかった。

　それでも──と海は思う。

　自殺しようとしたという過去の自分と、父の仇かたきを取ることが息むす子ことしての責任だ、と思う今の自分。二人の「自分」は、折り合うものではないように感じられた。

　どこかに違い和わ感かんを覚える。

「ま、あなたが二志名康晴さんの仇を討ちたいというのは、非常に心強いですね」

「……と言いますと」

「私たちは、八阪井三十四をなんとしても殺さなければならない。あなたにその手伝いをして欲しいと思っているのです」

　そら来たぞ、と海は思った。ただで庇護してくれるほど甘くはないらしい。

「今の俺には戦せん闘とう能力なんてありませんよ」

「その点は、ご心配なさらず。顔だけ貸してくれればいいんです」

「顔？」

「八阪井三十四が二志名康晴さんを殺したのは、あなたをさらうためですよ。彼は、四年前の殺人について、自分がやったのではないと主張しています。自身の無罪を証明する武器として、君を利用しようとしているんです」

「でも、俺は殺人の記き憶おくなんて持っていない」

「そんなことはどうでもいいんです。君の身み柄がらを押さえておいて、『海君が記憶を取り戻もどして、殺人の真相を語ってくれた』と主張すればいいんですから。それに、君が生きていることは、村でも数人の人間しか知らないことになっていますからね。もし君の存在が明るみに出れば、村の指導部に従順でない連中が騒さわぎ出すでしょう」

「…………」

「それは、君との静かな余生を過ごすことを選せん択たくした二志名康晴さんの本意ではないでしょう。だから、協力してもらいたい」

　車は市街地を抜ぬけ、田園地帯に突とつ入にゆうしていた。洪こう水ずいが起きた時には遊水池として機能する、広大で真っ平らな地帯である。道路は古くから平磐と沼渡田を直接結ぶ、ほぼ唯ゆい一いつの道だ。

「どこに向かっているんですか？」

「今回私は沼渡田の方にホテルを取っていますので。そちらに行こうかと」

　この辺ともなると、信号機は一キロに一回くらいの割合で出てくればいい方である。車はすいすい進んでいたが、見通しの悪いカーブにさしかかると、臨時の作業員が赤旗と白旗を振ふっているのが見えた。どうやら路面工事を行っているらしい。

「この時期に、珍めずらしいですね」

「そうですね」

　井倉が言い、海が同意する。田舎いなかの工事は全ぜん般ぱん的に、農のう閑かん期きに行われるものだ。冬の間農家が暇ひまなため、作業員が集まりやすいのである。

　作業員は二人いた。旗を持っていない方の作業員が車に近づいてくると、運転席のそばに回り込んでガスガスと窓を叩たたく。

「……なんだ？」

　不思議に思いながらも、井倉は窓を開ける。

「は～い。ちょっといいですかあ？」

　作業員は妙みように甲かん高だかい声で呼びかけてきた。気軽に車の窓まど枠わくに手をかける。

　井倉がちょっと不快に感じたその時、作業員は手に力をこめた。

　すると、鍵かぎがかかっているはずの車のドアがめりっと開いた。

「な……」

　突とつ然ぜんのことに茫ぼう然ぜんとする井倉。

　その隙すきに、作業員は井倉の襟えり首くびをつかんで車から引きずり下ろした。かぶっていたヘルメットで、井倉の顔面を覆おおうように押しつけ、視界を塞ふさいだところに胴どう体たいへのパンチをねじ込む。

「ぐふあっ」

　井倉は道どう路ろ脇わきのガードレールに叩きつけられた。ヘルメットを振り払はらい、作業員の姿を見る。作業員の正体は、髪かみの長い女性だった。しかも、見知らぬ顔ではない。

「……八阪井葉月！」

「お久しぶりッスね、井倉さん！」

　腕うでを伸のばしてもう一回井倉の襟首をつかみ、持ち上げる。井倉はじたじたと手足を振って抵てい抗こうしようとするが、葉月の腕はびくともしない。首をねじって背後を見やれば、ガードレールの向こう側には雑草に覆われた急きゆう斜しや面めんが待ち受けていた。

「くそっ！　もう嗅かぎつけたんですかッ」

「あんたら、海さんも殺して口くち封ふうじしようとしてるんでしょーけど、そうはいかねえッスよ？」

　葉月の姿が二重にぶれる。次の瞬しゆん間かん、彼女は魂裸醒レッド・ダイアモンドを発現していた。
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「待って下さいよ！　私の魂たま裸ら醒せが戦闘向きではないことご存じでしょ!?」

　叫さけびながら、井倉は腕を掲かかげて自分の頭をガードした。

　しかし葉月は一いつ切さい容よう赦しやしなかった。赤い手てつ甲こうをまとった右みぎ拳こぶしを振り上げると、

「……せいッ！」

　井倉のガードの上からパンチを叩き込んだ。

「うあああ──ッ！」

　井倉の身体からだはガードレールから乗り出し、そのまま急斜面を転げ落ちていった。雑草を巻き込みつつ、姿を消していく。

「葉月！　早く！」

　もう一人の作業員──ステフが、事は成ったと判断し、偽にせの工事現場を形作った小道具──コーンや進入禁止バーなどを次々とガードレール下に投げ捨てていく。

　すべてを投げ捨て終えると、二人は車に乗り込んだ。葉月は運転席に、ステフは助手席に。扉とびらも閉め切らないうちに、葉月は車を急発進させた。

「ちょいとすっ飛ばすッスよ──ッ！　海さん！」

　葉月は後部座席の海に呼びかけた。

　一連の車両強ごう奪だつの間、海は呆ぼう然ぜんとして経けい緯いを見守っていた。動こうにも動けなかったのである。親しげに呼びかけられてわずかに安心はしたものの、いまだ事情が理解できずにいる。

「なにを──君は何をやっているんだ？　夏月君？」

「葉月ッスよ、葉月」葉月は訂てい正せいした。「夏月の双ふた子ごの姉し妹まいの──って、やっぱり記憶を封ふうじられてるんスか」

「葉月……？　君は一体何者だ？」

　他人のような物言いに、葉月は一いつ瞬しゆん黙だまり込んだ。が、すぐに気を取り直して言う。

「海さんを救いにきた者ッスよ。井倉に連れて行かれてたら、海さんは殺されてたんスよ？」

　急激な展開に、海は事態を飲み込めずにいた。だが、明白な事実が一つだけある──今の自分に、事態を能動的に変える力はない、という事実。今はおとなしく、流されるままになるしかない。

　そう悟さとり、開き直った海は、座席に深く身を沈しずめた。そして葉月に語りかける。

「じゃあ──俺のことをお兄ちゃんって呼んでみてくれないか」

　葉月はハンドル操作を誤りかけた。




「…………」

　斜面を転げ落ちるところまで落ちた井倉は、むっくりと起きあがった。スーツには雑草がまとわりつき、一部裂さけ目ができていたが、身体の方に大した怪け我がはなかった。唯ゆい一いつ、頭が重く感じるのだが──

「なんですか、これは」

　真っ赤な色をしたコーンが、頭の上に乗っかっていた。井倉はこれを振ふり捨て、斜面を見上げた。背の高い雑草等に覆われているため、落下地点を直接見やることは不可能だった。

　めんどくさそうに、井倉は息を吐はき出した。

「やれやれ。別の道から回り込むしかないようですね」

　つい先ほどまで、葉月に襲おそわれていた時とは一転、井倉は落ち着き払っていた。海の身み柄がらを強奪されていながら、それがまるで想定の範はん囲い内であったかのように振る舞まっている。

　彼はスーツの内ポケットに手をやって、財さい布ふと携けい帯たいが中に収まっていることを確かく認にんした。問題なし、とばかり井倉は満足そうに何度もうなずいた。

「わざわざ襲しゆう撃げきしやすそうなルートをとった甲か斐いがありましたね。彼らがこうも早く仕し掛かけてくるとは予想していませんでしたが……。ま、予定を前まえ倒だおしというところですかね。早速、皆みなさんに招集をかけるとしますか」

　そう呟つぶやきつつ、井倉は携けい帯たい電話を取り出して、何人かの人間に電話をかけ始めた。




　　轢ひき殺したるキング




「チックショウ！　どういうことなのよぅ、これは！」

　しばらくの間はおとなしかった九里浜だったが、井倉の車が去って時間がたつと、またもや荒あれ始めた。

「海さんが何をしたってのよぅ。過去に何があったのか知らないけど、海さんには今の生活がある。なんでそれを、他人の都合で邪じや魔まされなきゃならないの」

　九里浜の憤ふん慨がいは、本物だった。純じゆん粋すいに海さんのために怒おこっている、という気持ちがひしひしと伝わってくる。

「ちょっと、落ち着いてよ、お姉ちゃん」

　九里浜豪が姉を落ち着かせようとする。

　豪と長坂と佐倉の三人が、遅おくれて階上から下りてきていた。昨晩義顕に痛い目に遭あわされたトリオである。三人ともややげっそりとした顔をしていたが、これは単に寝ね起おきのためのようだ。

「あんな声で騒さわがれたら、寝ねてられるわけねェだろ」

　こっそりと長坂は九里浜を指さし、佐倉も頷うなずいた。

「でも、アタシたちが寝ている間に、厄やつ介かいなことになったようね」

　僕は九里浜に話しかけた。

「九里浜。君は本当に海さんが好きなんだな」

「うっ」

　この質問に意表をつかれたか、九里浜は声を詰つまらせた。しかしすぐに僕をにらみ返して、

「……それでなんか悪い？」

「いや、全然悪くない。僕があの人に会ったのはつい昨日だけど、だんだん好きになってきた」

「そりゃ、もちろん」九里浜は胸を張った。「あの人は優やさしい人だもの。今だって、あたしたちに迷めい惑わくをかけないように、って自分から出て行ったんだから」

「…………」

　夏月は沈ちん黙もくを保ったまま、真しん剣けんな面おも持もちで考え込んでいた。

「ねえ夏月！」九里浜は夏月の顔をのぞき込んだ。「なんとかできないの!?」

「……なんとかしなければなりません」

　低い声で、夏月は言った。

「このままでは、まさしくステフさんの事件の時の二の舞まいになりますね」

「というと」

「亘理さんは八阪井三十四を消したがっています。おそらく、井倉さんは海さんをエサにしてもう一度おびき出しにかかるつもりでしょう」

「あの人たちが、同じ手にもう一度乗ってこようとするかな」

「乗ってきてもらわなきゃ。もし八阪井三十四が出てこない、海さんにエサとしての価値がないと判断したら、井倉さんたちはおそらく、海さんを殺すはずです」

「夏月！　そうとわかってて海さんを送り出したの!?」

　九里浜が吠ほえた。今まさに夏月に飛びかからんばかりである。

「九里浜！」僕もつい声が大きくなった。「夏月には夏月の事情がある。三千人さんをダシに使われたこと、君も聞いてただろ」

「それはそうだけど、でも、──！」

「待ってください」

　僕と九里浜の口論になりかけたところを、夏月が止めた。

「たしかに、今の私は身動きが取れません。だから、別の人に動いてもらおうと思います」

　言いつつ、夏月は携帯電話を取り出した。

「どうするの」

「葉月に動いてもらうんです。葉月ならこの話、間ま違ちがいなく食いついてくるでしょうから」

「……あいつらに情報をリークしようってのか」

「それがベスト判断だと思います。先に一度リークをやっているんです、二度も三度も一いつ緒しよですよ」

　夏月の顔には、固い意志が宿っていた。以前、村を裏切ることにためらいを覚えていた時の夏月とは、まるで別人のようだった。

　携帯を操作して、電話をかけようとする。ところが、タイミングを見計らったかのように、八阪井家の固定電話の方が先に鳴った。

　夏月は携帯をいったん置き、固定電話の方に出た。

「……もしもし？」

　二言三言交かわすうち、夏月の口調が不意に変化した。

「なんですって!?　はあ……はい……」

　切せつ迫ぱくした口ぶりは最後まで変わらなかった。受話器を置くと僕を見て、

「井倉さんからでした」

「なんと？」

「葉月が襲おそってきて、車ごと海さんを略りやく奪だつしていったそうです」

「あらら。また、手て際ぎわがいいな。……僕たちを監かん視ししていたのか？」

「そう……かもしれませんね」

　夏月は歯切れ悪く応じた。

「葉月に連れん絡らくするまでもなかったな」

「いえ、連絡はしなきゃなりません。どうも井倉さん的には、襲われるのは織り込み済みだったみたいですから」

「というと？」

「車に発信器みたいなものを仕し掛かけていて、追つい尾び可能にしてあるそうです。葉月に教えてやらなくちゃ……」

　すぐさま携けい帯たい電話を取り直し、改めて電話をかけ直す。電話はあっさりつながったらしく、夏月は早口に会話を始めた。

「葉月!?…………ええ、そのことは知っています。井倉さんから電話がありました。それなんですけど、その車には『尻しつ尾ぽ』が仕掛けられているみたいで…………ええ。おそらく追尾されていると思いますよ……。礼なんて言わないでください。それじゃ、またあとで」

　双ふた子ごの姉し妹まいに対する夏月の言葉は、相変わらず冷たかった。

　携帯電話を切ると、夏月は僕たちに向き直って、言った。

「私は出かけてきます」

「どうするつもりなのよぅ」

　九里浜の質問に、夏月は落ち着いて答えた。

「井倉さんは海さんを奪だつ回かいしようとしています。私は井倉さんの足を引っ張って、葉月たちの海さんの確保のサポートを行うつもりです。どれだけのことができるか、わかりませんけどね」

「……また、村に対する敵対行こう為いを働こうってのね」

　夏月の動きがピタリと止まる。改めてそのように言われると、こたえるものがあるようだ。

　が、再び顔を上げた夏月の表情には、なんの迷いも動どう揺ようもなかった。

「ええ。もちろん、ばれないようにやりますよ。井倉さんは他ほかにも何人か人を集めているみたいですから、うまいことやらないと」

「何人か、というと」僕は尋たずねた。「亘理義顕以外にも、村から人が来ているのか」

「ええ。井倉さん、そうそうたるメンバーを連れてきています。その、──」

　少しためらってから、夏月は小さい声で言った。

「──剣けん舞ばい連れんを、四人ほど」

「剣舞連四人って!?　マジか!?」

　思わずでかい声で叫さけんだ。全員の視線が僕に集中する。

「ええ。剣舞連全員集合ですね。私もどこまでできるかわかりませんが、──」

「待って夏月！　それはさすがに君を行かせるわけには──」

　手を伸のばし、夏月の肩かたを捕つかまえる。

「いいえ、これは行かなきゃなりません」

　しかし夏月は僕の手に自分の手を重ね、優やさしく払はらい落とした。

「そりゃ無理だって、夏月」

「事情が見えねェんだが」長坂が口を挟はさんだ。「剣舞連ってなんなんだ？」

　知らないということは幸せなことだ──心の底からそう思った。

「剣舞連というのは」夏月が言った。「戸有の指導者、亘理銑十郎の親衛隊のことです。銀ぎん剣けん持ちと匹ひつ敵てきする力を持つ魂たま裸ら醒せの集まりなんです」

「この間、国道沿いのファミレスで、店員と客併あわせて三十人くらいが死傷した事件があっただろ」

　僕が追加説明する。

「……あったな」

「あれは剣舞連の一人の仕し業わざだ」

「…………」

「あと、布袋ほていの採石工場で不良グループ十数人が大おお怪け我がしていたって事件もあっただろ」

「ありゃ不良グループ同士の抗こう争そうだって聞いたけど──」

「いいや」僕は首を振ふった。「あれも、剣舞連の一人の仕業だ。さっきのとは別人の」

　ステフの事件の時、僕は剣舞連、迅じんと佐土原の二人に出会った。最大の問題は、彼らが銀剣持ちと比ひ肩けんしうる力を持っているということではない。人間としての良心を持っていないということだ。彼らは、雑草をなぎ払う調子で人を殺すことができる魂裸醒だった。

　そんな連中が四人も集合しているだなんて──一体何が起きるんだ？

「…………」

　長坂はしばらく考え込んでから、ガッと夏月の肩をつかんだ。

「行くな八阪井！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　夏月は長坂の手を払いのけた。

「別に、四人を相手にしてくるわけじゃないですから。味方ですよ──表向きは、ですけど。その時になれば、なんとかやりようはあるはずです」

「僕も──僕も行っちゃだめか」

　僕は頼たのみ込んでみた。が、夏月は笑え顔がおをたたえつつ助力を拒きよ否ひした。

「気持ちはありがたいですけど、大助君は来ちゃダメです。厳しい言い方をするようですが、魂裸醒を出せない以上、戦力にはなりません」

　…………

　そうだった。

　今すぐ魂裸醒を出せれば、夏月を説得することもできるのだろうが、残念なことにどんなに気張ってみても、幽ゆう体たいが出る気配すらなかった。

「いや、戦力にならないにしても──」

　僕は食い下がろうとした。ただ夏月のことが心配だった。が、この気持ちをどう伝えたものか、言葉が出てこない。

「ここは、私一人で行ってきます。心配しないで下さい」

　万ばん事じ心得ている、という風に夏月は僕にほほえんで見せた。

「あたしも行く」

　九里浜が意外なことを言い出した。

「夏月のことを信しん頼らいしていないわけじゃない。でも、海さんをほっといて、指をくわえて見ていろだなんて、納なつ得とくできない」

「納得して下さい。厳しいことを言うようですけど、魂裸醒も出せない今の純ちゃんに何ができるって言うんですか」

　夏月にしては珍めずらしい、手厳しい物言いだった。しかし九里浜も強きよう硬こうに食い下がる。

「魂裸醒がなくても、あたしには軽トラがある。海さんのためなら、あたしは百人でも千人でも轢ひき殺す」

　かなりむちゃくちゃな宣言だった。

　困りきった夏月は、一つ息を吐はき出した。

「純ちゃんの気持ちはよくわかります。でも、連れて行くわけにはいきません」

「なんでよぅ！」

　夏月は、鋭するどい眼光で九里浜を突つき刺さした。

「剣舞連ってのは、軽トラではねられたくらいで死ぬような人たちじゃないんです」

「…………」

　さすがの九里浜も、何も言い返せなかった。

　代わりに僕が前に出て、夏月の右みぎ肩かたを軽く叩たたいた。

「海さんのこと、頼むよ、本当に。あと、今いま更さら言うことでもないと思うけど、絶対無茶はしないで」

「まかせてください」

　夏月は請うけ合った。

　九里浜は黙だまったままだった。




　　穂垂アンダーグラウンド




「はあ～」

　九里浜は何度目か、重苦しいため息をはき出した。

　聞けば、昨日九里浜は分家にスクーターを置いてきたのだとか。分家は沼渡田線からも県のバスのルートからも大きく外れていて、徒歩で帰るとなったら平気で三時間はかかる。というわけで九里浜は「車を出せ」と要求し、僕は兄さんに頼み込むことになったわけである。

「ええで。ちょいとドライブでもしたったろか」

　哲矢兄さんは快かい諾だくし、車を出した。

「せっかくだから俺も連れてってくれ。暇ひまだしよォ」

　特に用事のない長坂も加わり、僕たちは四人で穂垂地区へ向かうこととなった。

　移動中、九里浜は後部座席でため息を繰くり返していた。何も語らず、ひたすらに。ここまでへこみきった九里浜を見るのははじめてのような気がする。

「一体何があってんねや」

　九里浜とはほとんど初対面の哲矢兄さんも、妙みような雰ふん囲い気きを感じ取ったようだ。顎あごで小さく九里浜を示す。

　非常に答えにくい質問だった。いきさつをハナから説明するとなると、おそらく三ヶ月はかかる。それに魂たま裸ら醒せがらみのことを部外者に語るのはまずい。

　長坂に助けを求めたかったが、九里浜の隣となりに座っている彼は彼で、窓の外の景色に心を奪うばわれているようだった。

　熟じゆく慮りよの後、僕は答えた。

「昨日、王様ゲームをやったらパンツを脱ぬがされたんだ」

　瞬しゆん間かん、背後から九里浜に首の裏側をつかまれた。

「なに適当なこと言ってんのよぅアホ三助！」

「痛ーッ！　放はなしてーッ！」

　メリメリと指が食い込んでくる。

「自分ら、案外エロいことしとんのな」

　冗じよう談だんと知りつつ、哲矢兄さんも尻しり馬うまに乗ってくる。九里浜は顔を真っ赤にして反論した。

「違ちがいます！　なにこいつの言ってること信じてるんですか！」

「あのな自分。十何年もツラつきあわせてきた弟と、昨日初めて会った奴やつと、どっちの言うことを信じると思とんねん」

「そりゃ、弟に決まってるさ」

　僕は付け加えた。と、首の柔やわ肉にくにますます深い痛みが走る。

「適当なことを言うなァァ──ッ！」

「あだだだだ」

　僕が悲鳴を上げている間、哲矢兄さんはケタケタ笑い続けていた。

　馬ば鹿かなことをやっている間にも、車は田舎いなか道みちを走り抜ぬけ、九里浜分家に近いところまで来ていた。

「つい昨日来たばかりの場所なのに、昼間に来てみると印象が全く違うね」

　なだらかな斜しや面めんに、広大な水田地帯が広がっていた。防風林に囲まれた民家がぽつりぽつりと建っている程度で、他ほかには何もない。山の稜りよう線せんは遠くにかすんでいる。このような真っ平らな地形は、平磐沼渡田あたりでは珍しい。

「そりゃそうでしょ」バカにしたような九里浜の声。「この辺は街灯もないんだもの。夜中に来たって、何も見えないでしょ」

「自分の家、このまままっすぐ行けばいいんやろ？」

　兄さんの質問に「はい……」と答えかけた九里浜は、慌あわてて首を振ふった。

「海さんちの前で降ろしてもらえませんか？　ちょっとそっちに寄っていきたいんです」

「了りよう解かいした」

　車はわずかにルートを変へん更こう、二志名家の焼け跡あとに向かった。

「何をするんだ？」

　問うと、九里浜は首をひねった。

「なにかを探しに行く」

「そのなにかを聞いているんだけど」

「そのなにかを探しに行くのよぅ！」

「なかなか哲てつ学がく的な会話だな」

　長坂がぽつりと言った。すると九里浜は長坂を睨にらむ。

「魂裸醒が出せないあたしたちでも、なにかできることがあるはずよ。そのなにかを見つけたい、ってあたしは言ってるの」

「なるほど」僕は相づちを打った。「そのなにかは二志名家にあるって言うんだな」

　いきなり九里浜は僕の首の裏をつかんで締しめ上げた。

「あるかどうかなんてわかるわけないじゃないの！　それがなんなのかあたしにもわからないんだもの！」

「なかなか哲学的な会話だな」

　また長坂が言った。

　アホな話をしている間に、車は二志名家そばに着いていた。

　日の光の下で見ても、焼け跡は焼け跡だった。しかし印象はずいぶん変わる。「闇やみ夜よの黒牛」じゃないが、夕ゆう闇やみの中で見る焼け跡はある程度闇の中にとけ込んでいた。しかし、明るい光は被ひ害がいの全容をこれでもかとばかりに照らし出している。惨さん状じようは、なんの容よう赦しやもなく隅すみ々ずみまではっきりと晒さらされていた。

　九里浜が車を降りるのに合わせ、僕も長坂もドアを開ける。

「自分らも降りるんかいな」

「うん。僕もちょっと見ていくよ。ちょっと長くなるかも」

　二志名海という人物について、九里浜から色々と聞いてみたい、という気持ちもあった。哲矢兄さんは頷うなずいて、

「ほんなら、適当にこの辺巡めぐってくるわ。用事が済んだら呼んでくれ」

　車で去っていった。

　焼け跡は、周囲をぐるりと進しん入にゆう禁止テープで封ふう印いんされていた。もともと大きな家だったらしく、囲われている範はん囲いはかなり広い。

　九里浜はテープをまたぎ、敷しき地ち内にあっさり侵入した。

「おいおい」

　制止の声をかけたときにはもう遅おそい。九里浜はすたすたと焼け跡内部へ踏ふみ込んでいった。

　焼け残った柱などが崩ほう落らくする危険はあるだろうが、たとえ下した敷じきになったとしてもさしたる問題にはなるまい。魂裸醒が出せないとはいっても、肉体強化までが無効になっているわけではない。仮に九里浜が倒たおれてきた柱で脳天を直ちよく撃げきされても、「痛いじゃないのよぅ！」と払はらいのける、だけですむに違いない。

　九里浜の後を追って、僕もテープをまたぎ越こえた。

　焼け跡を、九里浜は呆ぼう然ぜんと眺ながめ渡わたしていた。どっちを見ても瓦が礫れきの山だった。

　半焼状態というのが、また痛々しい。壁かべが焼け落ちて、中の部屋の様子が丸見えである。海さんは以前この部屋で生活を送っていたのか、と考えるとどうしようもなくやるせない気分にさせられる。

「変に生活の痕こん跡せきがあるのが、キッツイなあ」

　長坂は口元をゆがめていた。

　自宅がある日突とつ然ぜん灰になる。そんな現実が自分の身に降りかかってこないことを祈いのらずにはいられない。

「これじゃ、康晴さんの研究資料もパーかもねえ」

　嘆なげきの言葉を、九里浜は吐はいた。

「研究資料？」

「うん。康晴さんは、趣しゆ味みでこの辺の地質調査をしてたの。平磐の東の果てに、鍾しよう乳にゆう洞どうがあるでしょ？」

「あるね」

　僕は応じた。平磐には観光資源が色々と存在するが、平磐東部の鍾乳洞もその一つである。全国的にはさほど有名ではないが、近きん隣りんの小学校などでは旅行ルートの定番の一つだ。

「康晴さんによると、この辺一体は石灰質の土ど壌じようが広こう範はん囲いに広がっているから、いまだに見つかっていない鍾乳洞が結構あるはずなんだって。いつか自力で未発見の洞どう窟くつを見つけるのが夢だって言ってた」

「ふ～ん……」

「ああ、噂うわさはよく聞くな」長坂が言った。「この辺で掘くつ削さく工事を行うと、たまに洞窟が見つかるらしいぜ。でも、それを上に報告すると調査やらなんやらで手間がかかるから、こっそり潰つぶすとかなんとか」

「成果は上がっていたの？」

「あんまり。あたしも時々、康晴さんの実地調査の手伝いをしてたんだけどね。少なくとも、あたしの目の前では未知の洞窟が見つかる、なんてことはなかった。康晴さん、発見したら鍾乳洞のオーナーになって入場料を取って大金持ちになってみせる、って常つね日ひ頃ごろ言ってたんだけど」

「……鍾乳洞って個人で所有できるのか？」

「世の中には、古こ墳ふんを個人所有している人間もいると聞く。古墳が可能なら、鍾乳洞だって可能だろォ」

　長坂は自信満々に断言した。長坂が自信満々だからと言って、それが真実であるとは限らないが。

「ま、康晴さんが何かをつかんでいたとしても、もう全部パーだけど」

　九里浜が寂さびしげに呟つぶやいた。

「本当に全部パーになったのか？　少しくらいは焼け残りがあるんじゃないの」

「どうかなあ。残ってたらいいんだけど……」

　足あし下もとに気をつけながら、九里浜は焼け跡あとに踏み込んだ。瓦礫をひっくり返せば、もしかしたら何かが出てくるかもしれないという一いち縷るの望みにすがりながら。

　僕も、発はつ掘くつ作業を手伝うことにした。しかしながら、どれだけ瓦礫を掘ほり返してみても、出てくるのは瓦礫だけだった。

　長坂が不意に発言した。

「よく考えてみたら、焼け残りがあったら、警察なり消防署なりがもう持って行ってるんじゃねェのか」

「そうかもね。──うああッ!?」

　九里浜の返事が、急に悲鳴に変わった。

「どうした!?」

　突然、九里浜はぐらりとよろけていた。転びかけたものの、気合いでなんとかその場に踏ふみとどまった。

「危なかった……」

　額の汗あせをぬぐう九里浜。その姿を見て、僕はあることに気がついた。

「九里浜。背が縮んでないか……？」

　いつも小さい九里浜の身長が、ひときわ小さくなっていた。

　九里浜は自分の足下を見て、

「三助！　長坂！　こっち来て！」

　手招いた。

　近づいてみると、九里浜の足下がへこんでいるのが見えた。邪じや魔まな瓦礫を横にのけると、へこみの正体が判明した。

「これは……地下室か？」

　階段らしいものが、地下に向かって延のびていた。

「地下室なんて、そんなの聞いたこともない」九里浜は驚おどろきを隠かくさなかった。「康晴さんも海さんも、そんなこと一言も言ってなかった」

「でも、事実は事実だ。……なんなんだろう」

　少し考え込んでから、九里浜は答えた。

「黒人奴ど隷れいをかくまってるのかも」

「若草物語かよ」

「んじゃあ、おそらく地下迷宮への入り口だな。多分地下十階まで潜もぐると悪の魔ま法ほう使つかいの事務室が、──」

　長坂も適当なことを口にする。

「そんなゲームみたいな話あるわけないでしょ！……とにかく、これは中を調べなくちゃ」

　九里浜は興味深そうに階段をのぞき込んだ。奥は当然真っ暗で、地上からの日の光のみで探たん索さくを行うのは難しそうだ。

「明かりがいるね」

「親しん戚せきの家から懐かい中ちゆう電灯をとってくる。警察に見つかる前に、調べてしまいましょ」

　そう言って九里浜が焼け跡から出て行こうとした、ちょうどその時。

「そこの！　ここで何をしている!?」

　外からの怒ど鳴なり声。あちゃー、と思いつつ、僕たちは静かに振ふり返った。

「いや、これは、その──」

　とっさに言い訳しようとしたが、声の主の姿を見た途と端たん、自然に声がとぎれた。

「おいおいおい……おまえら、どうしてこんなところにいるんだよ!?」

　そこにいたのは、見たくもなかった顔──亘理義顕だった。




　　暴走開始




「それはこっちの台詞せりふだ」

　努めて平静な声を、僕は絞しぼり出した。

　義顕は僕たちをギロリと睨にらんだが、すぐに封ふう印いんテープに視線を転じた。魂たま裸ら醒せインビジブル・ワームを発現してひょいと鞭むちを伸ばし、テープをあっさりと切り裂さく。

「あんた！　勝手に入ってこないで！」

　瓦が礫れきから出てきた九里浜が声を上げる。が、義顕は聞く耳を持たない。足音を立てながら敷しき地ち内に入ってきて、焼け跡を見回す。

　そして、ヒューと口笛を吹ふいた。

「こりゃまた豪ごう快かいに焼けたもんだ。焼き鳥が何本できたんだ？」

「この──!!」

　その発言に、九里浜は一いつ瞬しゆんでキレた。九里浜はずかずかと義顕のもとへ進んでいった。

「待て九里浜！　魂裸醒出ないって──！」

　思わず叫さけんだ。

　が、わざわざ指し摘てきしてやる必要はなかったようだ。九里浜は子供の頭大の瓦礫をひょいと拾い上げると、義顕めがけて投げつけた。

「フン！」

　義顕はするりと身体からだを滑すべらせ、瓦礫を避よけた。逆に多た節せつ鞭べんを打ち返す。

　足あし下もとを狙ねらわれた九里浜は、飛んで直ちよく撃げきを回かい避ひした。が、着地と同時に瓦礫を踏んづけた。瓦礫が砕くだけ、九里浜はバランスを崩くずす。

「アホがあ!!」

　隙すきを見み逃のがさず、義顕は腕うでをしならせて九里浜の顔面を力ちから一いつ杯ぱい打った。

「九里浜!?」

　頰ほおに鞭を食くらって、思わずよろける九里浜。なんとか踏みとどまって反撃に出ようとするが、それより早く義顕の手が九里浜の髪をわしづかみにしていた。

　引き寄せると、顔面にもう一発膝ひざ蹴げりを入れる。「ぐあ」と九里浜はこもったようなうめき声を上げ、その場に丸まって倒たおれた。

「おまえ！」僕は大声で叫んでいた。「魂裸醒を出せない相手になんてことしやがる!?」

「うるせえな!!」義顕はさらに大きな声で言い返した。「外げ流りゆうの分際で僕に手を挙げようなんて一億万光年早いんだよ!!」

「光年は距きよ離りの単位だ!!　学校で習ってないのか!?　だいたい一億万ってなんだよ!?」

「……なに」

　一瞬義顕は言葉に詰つまったが、すぐに開き直った。

「知るかボケ！　おまえなあ、この僕を誰だれだと思っている!?　戸有の次期指導者だぞ！　その僕に食ってかかるとは、礼れい儀ぎってものを知らないらしいな！」

「丸まる腰ごしの人間を殴なぐり倒しておいて礼儀を言うのか!?　ふざけんなこの恥はじ知しらず！」

「恥知らずだと、この──」

　義顕が何か言い返そうとするより早く、僕はさらに言いつのった。

「おまえが戸有でどんなに偉えらいか知らないが、ここは平磐だ！　戸有の常識が通用すると思うなこの恥知らず！　田舎いなか者もの！　芋いもザムライ!!」

「な──」

　義顕は、完全に言葉を失ってしまった。

　我ながら、義顕をののしる言葉が次から次へと出てくるのは不思議だった。しかし、自分の気持ちを抑おさえることはできなかった。彼とは遭そう遇ぐう二回目だが、はっきりと確信できた──こいつはアホだ、と。しかもかなりタチの悪い。

　義顕は顔を真っ赤にして震ふるえていたが、とうとう口では勝てないと悟さとったのだろう。多節鞭を振るい、自分の足下を打った。土つち煙けむりと炭化した粉とが舞まい上がる。

「……おまえ、そこまで大口を叩たたくんなら、覚かく悟ごはできているんだろうな？」

　もう一つ、こいつのタチの悪いところは、素す手での人間を武器で叩きのめすことに一ミリグラムほども良心の呵か責しやくを感じていないという点だ。人から愛される性質であるとは到とう底てい言えない──って、冷静に評価している場合じゃない。

　窮きゆう地ちにあって、やはり魂裸醒が出てくれる気配は全くなかった。ならば代わりの武器を見つけるしかない、と慌あわてて周囲を見み渡わたす。

「……あれだ！」

　僕は義顕に背を向けて駆かけ出し、封印テープを飛び越こえた。庭の片かた隅すみに積んであった竹たけ竿ざおを取り上げ、構える。

　逃にげ出した僕を追いかけてきた義顕だったが、僕が竹竿を構えるのを見ると立ち止まり、そして腹を抱かかえて笑い出した。

「ハッハッハッ！　おまえ、竹竿でこの僕と渡わたり合おうってのか!?」

「そいつは、やってみなけりゃわからないだろ」

　そう言い返すと、義顕はさらに大きな声で笑い出した。

　……このままあいつが笑い死にしてくれればいいんだが。心の中で半分真しん剣けんに祈いのってみたが、そのうち義顕はぴたりと笑い声を止めた。

「やるまでもなく、結果は見えていると思うがね？」

　義顕がそう言うと、長坂が僕の耳に口を寄せる。

「……今回ばかりはあいつが正しいと思うぞ」

　その意見については、僕も同感だった。が、素手で渡り合うよりは、はるかにましだ。魂たま裸ら醒せが出せないとはいえ、相手の魂裸醒を視し認にんすることはできる。

　しかしどこまで戦えるのだろうか。竹竿は僕のパープル・シックルとほぼ同じサイズだが、全くの同一物ではあり得ない。これだけの長さがあると、びよんびよんとしなる。八阪井三千人さんは魂裸醒自体が竹たけ槍やりで、三本目の腕のごとく完全に操ることができるが、あれだけの技術を僕がマネできるかといえば、──そりゃ不可能だ。

　ちらり、と九里浜に目をやる。九里浜はぴくりとも動いていなかった。

　結局のところ、やるしかない。九里浜を残して逃げ出すだなんてできるはずがあるか？

「僕があいつの相手をする。長坂は九里浜を助けてくれ」

「あのなあ」長坂は不満げに声を出した。「おめェ、魂裸醒と出くわしたら土ど下げ座ざして許しを乞こう、とか言ってたじゃねェか」

　そう言えば、そんなことを夏月に約束したような気もする。

「でもさ、あいつが土下座くらいで僕らを見逃してくれると思う？」

「……思わねェ」

　長坂は納なつ得とくして、僕から離はなれた。

「まったく、外流はバカだから困るよなあ！」

　義顕は、声とともに多た節せつ鞭べんを繰くり出してきた。

「……くうッ」

　竹竿の一いつ端たんを突つき出して、鞭をからめとった。大きく踏ふみ込んで、もう一方の端はしで義顕の側頭部を狙ねらう。

　鞭を外すと同時に、義顕は後方へ跳とんだ。竹竿の先せん端たんは空を切り、間合いは元の距きよ離りに戻もどる。

「なるほど──動きはまあまあいいようじゃないか」

　うまいこと立ち回れている。我ながら驚おどろいた。どうやら、夏月との毎日の訓練は決して無む駄だではなかったようだ。無む為いにボコボコにされていたわけじゃあない！

　べちんべちん、と二度ほど地面を叩いてから、義顕は手元で大きく鞭を振ふり回し始めた。それを頭上にヘリのローターのように掲かかげ、突とつ撃げきしてくる。

　威い嚇かく行こう為いだ。一見派手には見えるが、こんな風に振り回したところで鞭の動き方が変わるわけでもない。むしろ目で追いやすくなる。

　僕は鞭の軌き道どうを凝ぎよう視しした。義顕の手の動きに合わせて竹竿を動かし──

「アホがッ！」

　瞬しゆん間かん、空っぽだった義顕の左手に突とつ然ぜん鉄の棒が発現し、僕の顔面を狙った。

「ぬあっ──」

　反応しきれなかった。頰ほおに衝しよう撃げきを食くらった。竹竿は標的を失って地面を叩く。

　鞭が飛んできて、僕の首に巻き付いた。こちらもよけることはかなわなかった。グイと引っ張られると足が浮うき、地面に引き倒たおされた。すぐさま立ち上がろうとしたが、義顕の足が飛んできて、僕の顔面のちょうど棒で打たれた部分を踏みつける。

「があッ！」

「どだい外流がこの僕に対たい抗こうしようってのが無理なんだよ！　このボケッ」

　グリグリグリ、と義顕は容よう赦しやなく踏みつけてくる。

「くそっ！　なんなんだその鉄の棒は！」

「鉄鞭だ」義顕は訂てい正せいした。「知っているか？　鉄鞭ってのは、いわゆる普ふ通つうの鞭みたいにしなるもんじゃないってことを。多節鞭と鉄鞭──この二刀流が、僕の『インビジブル・ワーム』の真の姿ってわけさ」

　なるほど、切り札を隠かくしていたというわけか。しかし魂裸醒を使えない相手に切り札を使うなんて、大人げないにもほどがあるのではないか？

　内心のツッコミの声が聞こえたかのように、義顕はさらに力強く踏みつけてきた。

「さあて、『亘理義顕様』って言ってもらおうか」

「……なんだと……」

「これ以上痛めつけてほしくなかったらねえ、『さっきは芋いもザムライと呼んで申し訳ありませんでした、亘理義顕様』って言・う・ん・だ・よ！」

　自分の言葉に合わせ、力をかけてくる。

　しばしの間黙だまり込んでから、僕は言った。

「……芋ザムライ……」

「ああ？　聞こえないねえ」

　義顕が、耳を近づけてくる。身体からだを傾かたむけた瞬間、僕は腕うでを振って義顕の足を払はらった。

「うおあッ!?」

　抵てい抗こうされるのを予期していなかったか、義顕は前のめりにこけて手をついた。その隙すきに僕は立ち上がり、素す早ばやくその場を離れた。

「そういうところが芋ザムライってんだよ！　このアホ！」

「おまえぇ……」

　義顕の指が、地面にめりこんで土をかいた。ゆっくりと立ち上がると、歯は茎ぐきまでむき出しにして怒いかりをあらわにする。

「よっぽど死にたいらしいな！　今からおまえの鼻の穴に鉄鞭を突っ込んで、脳みそを一グラム残らずかき出してやる！」

　一歩踏み出す義顕。と、彼の足があるものを踏んづけた。

「あ…………！」

　昂治兄さんのゴムボールだった。義顕に踏まれている間に、ポケットから落ちたらしい。

　僕の表情を見て、義顕は何かを悟さとったらしかった。それを取り上げると、表面に書かれた「みつるぎ」というへたくそな文字を見いだす。

「おいおい。この汚きたないゴミは、おまえの宝物か？」

　ひょいと空中に放ほうり投げると、多節鞭を走らせる。

　次の瞬間、ゴムボールは四散した。

「……この……!!」

　僕の身体の中で何かが脈動した。以前、パープル・シックルが変化を果たした時と似たような、それをより強きよう烈れつにしたような──

　どくん。
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「動くんじゃないよ？　動けば動くだけ、苦しみが増えるんだからねえ」

　ゆっくりと義顕は距離を詰つめる。相手は魂たま裸ら醒せが使えない相手、しかも戦意を喪そう失しつしたのか、手落とした竹たけ竿ざおを拾おうともせず、ぼーっと突つっ立っていた。

「まずはもう一回、這はいつくばってもらおうかッ」

　義顕は鉄鞭を走らせ、足あし下もとを狙った。それは三助の足の肉をえぐり、血が噴ふき出す──

　はずだった。

「…………!?」

　ところが。

　鉄鞭は三助に触ふれるはるか手前で、受け止められていた。

　受け止めているのは、棍こん状じようの魂裸醒。その魂裸醒の持ち主は──

　三助だった。

　三助はパープル・シックルを軽くはねさせ、鉄鞭をはねのけると、まっすぐに突き込んだ。

「ぐふぅッ!?」

　棍は義顕の鳩みぞ尾おちを直ちよく撃げきした。身体の中から空気が押し出されるような感覚に襲おそわれ、身体を二つに折る。

　間かん髪はつを入れず、棍の攻こう撃げきが義顕の頭上を襲う。義顕は横に跳とんで一いち撃げきを避さけ、転がりながら多節鞭を放つ。

　鞭の先せん端たんは三助の右足を捕とらえ、巻き付いた。グイッと引っ張り、三助を転ばせようとしたが──

　ひょいと三助は手元で棍を回転させた。

　途と端たん、鞭を引っ張る義顕の手から、突とつ然ぜん手て応ごたえがなくなった。

「……なに？」

　鞭は途と中ちゆうから切断されていた。

　三助の姿を見上げる義顕。すぐに気がついた──棍の先端から、死神の鎌かまのような白はく刃じんが延のびていることに。

「おまえ！　その鎌は……!?」

　三助は、静かな怒いかりの表情で義顕を見下ろしていた。

「てえか──」

　義顕はもっと大事なことに気がついた。

「なんで魂裸醒が出せるんだよ！　おまえ、裸ら光こう石せき持ってないだろ!?」

　指し摘てきされて、三助は自分の魂裸醒を見た。鎌の先端から柄えの末まつ端たんに至るまで、じっくりと。

「……出ているね」

　言われて初めて、三助も気づいたらしかった。

「……どうしたんだ!?　三助!!」

　異常に気づいて、長坂も叫さけぶ。

　三助は、異常について深く考えることはしなかった。すぐに構え直して、鎌の刃はを義顕に突きつける。

「そんなことはどうでもいい。今はおまえを叩たたきのめすのが先決だ」

　す、と三助の目が細まった。

　その視線に射すくめられ、義顕は肝きもが冷えるのを感じた。しかし、すぐに気を取り直す──外げ流りゆうごときに脅きよう威いを感じるなんて、あってはならないことだ。

「この僕を叩きのめすだと!?　おもしろいジョークを言ってくれるな！　このカマ野や郎ろうッ」

　大声を張り上げ、威い嚇かくする。しかし、三助に動どう揺ようする様子はない。

「むかつくんだよ！」

　幽ゆう体たいを出して魂裸醒を再構成し、切り取られた多節鞭を元に戻もどす。それを振ふり回しながら、義顕は三助に接近した。

　鎌の刃といえど、恐おそるるに足らずだ。多節鞭で鎌の刃をからめとれば、攻撃を封ふうじることができる。あとは鉄鞭で殴なぐり放題だ──そう判断し、義顕は多節鞭を振った。

　風を切る音とともに、多節鞭は三助の首元を狙ねらう。三助は鎌を立て、柄の部分で多節鞭を巻き取った。

「注文通りだ！　このアホがッ！」

　狙いが図に当たったのに勢い込んで、義顕は三助の顔面を狙い鉄鞭を振るった。

　ところが、

「サイッ!!」

　三助が一声怒ど鳴なると、突とつ然ぜん鎌が霧む消しようし、幽体に戻った。間をおかずに別の形──琉りゆう球きゆう武術で使われる武器、釵サイへと変化して、両手の中に収まる。

　鉄鞭の軌き道どうの内側に潜もぐり込んだ三助は、サイの一撃を義顕の顔面に叩き込んだ。

「ぐぶッ……!?」

　カウンターの一撃は、義顕の鼻柱を砕くだいた。一いつ拍ぱく間をおいて、鼻血がどばっと噴ふき出す。

　三助は容よう赦しやせず、逆の手のサイを飛ばした。が、三助の予想を裏切り、義顕は一発でダウンしたため、クリーンヒットとはいかなかった。義顕のシャツを引っかけ、首に巻いていたペンダントを吹き飛ばす。

　どちゃ、と間ま抜ぬけた格好で地面に崩くずれ落ちた義顕は、鼻血をぬぐいながら反はん攻こうに出ようと立ち上がったが、

「……しまっ……！」

　魂裸醒が出ていないことに気がついた。

　既すでに三助が、ペンダントを地面から拾い上げていた。

「……おまえの裸光石だな」

　そう言って、三助はペンダントを自分のポケットにしまい込んだ。そして義顕に向き直る。

「攻こう守しゆ交代だ。今度はおまえが狩かられる番だよ」

「ヒィ！　うあああ──ッ！」

　三助が一歩踏ふみ出すより早く、義顕は後じさりし、ついには背を向けて逃にげ出した。

「逃がすか！」

　三助はすぐさま義顕の背中を追いかけていった。

「待てよ！　三助！」

　遠くから長坂が制止の声をかけた。が、三助は振り向くことすらしなかった。




　　フィッシング兄妹




　狭せまく、足あし下もとも悪い山道であるにもかかわらず、義顕の逃げ足は猛もう烈れつに速かった。鼻先にニンジンをぶら下げられたサラブレッドでも、こうまで速くは走れないだろう。道に張り出した枝に服を引っかけ、砂じや利りに足を取られながらも、義顕は一目散に駆かけ抜ける。

　三助の足では、離はなされないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだった。魂裸醒はサイの形状のまま、ひたすら走ることに集中する。それでも距きよ離りはなかなか詰つまらない。

　義顕の逃とう走そうルートは、やがて下り勾こう配ばいになってきた。はじめのうちは深い森だったのだが、やがて視界が開けてくる。

「くそーッ！　どこまで追いかけてくるんだよーッ！　しつこい男は女に嫌きらわれるぞ!?」

　あるポイントで、義顕は道の脇わきへ飛び出た。尻しりをつきながら急きゆう斜しや面めんを滑すべり降り、道とも思えない道を走っていく。

「あいつ、どこまで逃げるつもりだ……？　往おう生じよう際ぎわの悪い奴やつ」

　義顕の背中を追いながら、三助は呟つぶやいた。かなりの距離を走ったつもりだが、息は切れていない。今ならば、アメリカ大陸横断走破すら可能に思える。ざざーっと一気に斜面を駆け下りた。

　一挙に視界が開け、川の流れに突つき当たった。

　平磐川だった。平磐市内の流域の上流にあたる。川かわ幅はばはゆうに十数メートルはあり、二本の足で渡わたるのは不可能だ。

　ならば義顕は川に沿って動いているはず、と三助は左右に目をやる。すると予想通り、下流の方に義顕の姿が見えた。川岸特有の丸い岩を踏みながら、追いかける。

　川はゆるやかなカーブを描えがいていて、河か畔はんははるか遠くまで見渡せた。逃げる義顕の前方に目をやると、二人の人ひと影かげが目に入った。

　そこには身体からだの大きな男と、小さな女の子とがいた。大男は簡易椅い子すに腰こしを下ろして川に釣つり糸を垂らしていた。一方、女の子は川かわ面もに足を突っ込んでいる。直接手で魚を捕つかまえようとしているのか。遠目には親子連れのように見える。

　義顕も彼らの姿を見いだし、彼らの方へと進路を変える。

「……まさか、人ひと質じちに取るつもりじゃないだろうな」

　あり得うる話だ──そう判断した三助は、スパートをかけた。が、義顕に追いつけるような距離ではなかった。

「おい！」

　義顕は二人連れのもとに駆け寄ると、手前で立ち止まった。

　義顕に気がついて、彼に目を向ける二人連れ。義顕は少女に向かって、片かた腕うでで追いかけてくる三助を指さし、叫さけんだ。

「助けてよ結衣ちゃん！　あいつが僕をいじめるんだ！」

　声をかけられて、二人連れは同時に三助に目を向けた。

　一人は大男だった。ボディビルでもやっているのかと思えるほど筋肉隆りゆう々りゆうで、分厚い胸の筋肉でタンクトップの上着を押し上げていた。両りよう腕うでは昔のポストかと思えるほど太く、そして赤く焼けている。象のような柔にゆう和わな瞳ひとみで三助の姿を見たが、興味がないのか、すぐに川釣りの方に意識を戻もどしてしまった。

　少女の方は何な故ぜかスクール水着を着用し、川につかっていた。胸の名札にはひらがなで「ゆい」と書いてある。身長は九里浜といい勝負だろう。頭の上にお団子を二つくっつけたような髪かみ型がたをして、その間に猫のぬいぐるみを載っけている。

　ちゃぽちゃぽと音を立てながら、少女は岸に上がってきた。

「どういうことですの？　義顕さん」

　見た目の幼さに反して、口ぶりはかなり大人びていた。

「ワタクシたちは、今日の晩ばん御ご飯はんを調達するのに忙いそがしいんですのよ？」

　くいくい、と大男の釣り竿ざおを指さす。

「魚、やく、たべる。とてもうまい」

　大男の方が、薄うすら笑いを浮うかべながら言った。

「コウ兄様は大食いですものね」

　結衣と呼ばれた少女は、大男に笑え顔がおを向けた。が、すぐに義顕に向き直る。その顔は兄に向けていたものとは異なり、険しい。

「空模様も怪あやしいですし、あまり時間がないんですのよ」

「飯くらい僕がおごってあげるよ！　だから、あいつを追い払はらってくれ！」

　必死になって言う義顕。彼は、結衣に対して下手に出ていた。

　義顕に言われるまま、結衣は僕の顔を見た。

「……あいつ、って……」

　はじめのうち、結衣はうさんくさげな視線を三助に投げつけていた。ところが、徐じよ々じよに両目が見開かれていく。何度かまぶたをぱちくりやると、とてとてと小走りに寄った。

「…………？」

　三助の足は動かなかった。

　結衣は至近距離まで近づき、値ね踏ぶみするかのごとく、三助の顔をじっと観察した。

　と──

「ステキな方──ですのね」

　突とつ然ぜん、結衣はぽっと頰ほおを赤らめた。
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「──は？」

　あっけにとられる僕の手を、結衣はさもいとおしげに取り上げた。

「お名前、なんておっしゃいますの？」

　目をキラキラさせながら、聞いてくる。

　事態は一体どの方向へ転がろうとしているのか──状況が読めないまま、僕はとりあえず答えた。

「えーと、その──三鶴城大助」

「三鶴城大助！」結衣はブンブンと僕の手を振ふった。「ステキなお名前ですこと！　大助様ってお呼びしてもよろしいですかしら！」

「あー、──親しい友人は、僕のことを三助って呼ぶけどね」

「では三助様ですね！　そう呼ばせていただきます！」

　そう言って、結衣は僕の身体からだをぎゅーっと抱だきしめてきた。

「ちょ……な！　なんなの!?」

　僕は目を白黒させた。突然スクール水着を着た少女に抱きつかれたら、誰だれだって動どう揺ようする。僕はただただたじろぐばかりだった。

「ちょっと待て！」

　義顕が声をかけてきた。結衣に手を伸のばし、引きはがそうとする。

　しかし手が届くより早く結衣は振り向いて、義顕のすねを蹴け飛とばした。

「ギャッ！」

　義顕は絶ぜつ叫きようを上げた。すねを抱かかえ、その場に倒たおれ込む。

　見た目にそぐわない、見事な蹴りだった。水泳で鍛きたえているんだろうか。

「なんてことしやがる……結衣……！」

　絞しぼり出す声も絶え絶えだった。

　結衣は、もだえ苦しむ義顕のすねを、もう一回蹴飛ばした。

「ギャオアァァ──ッ!!」

　さらなる大絶叫。

「義顕さん？　三助様にいじめられただなんて、ずいぶん適当なウソをおっしゃいますのね」

　責めるような冷たい口調を、結衣は義顕に投げかけた。

「ウソじゃないさ！」義顕は反論する。「あいつに裸ら光こう石せきを奪うばわれて、一方的に魂たま裸ら醒せでいじめられてるんだよおッ」

　ものすごい恣し意い的な解かい釈しやくだった。思わず僕は声を上げかけたが、それより早く結衣が言い返す。

「裸光石を取られたんですの？　まったく、マヌケ極きわまりないですわね！」

　それから、僕に顔を向けた。これ以上ない優やさしい笑え顔がおを。

「義顕さんの言うこと、本当ですの？」

「……えーと」

　僕は口ごもった。

　ふと冷静になって考える──なんで僕はこんなところにいるんだ？

　自力でここまで走ってきたのは、覚えている。でも、なんのために？

　目の前の少女は、僕の答えを今か今かと待っていた。ので、とりあえず答える。

「裸光石を取ったのは、本当だね。ただ、こいつが僕の友達を魂裸醒で叩たたきのめしやがったから、使えないようにしてやったんだ」

「……やっぱりウソッパチじゃないですの！」

　結衣は河原の石を持ち上げて、義顕のすねに全力で投げつけた。

「グギャァァァァ──ッッ!?」

　また義顕は絶叫した。結衣の持ち上げた石は、石と表現すべきか岩と表現すべきか、境界線に立っているくらいの大きさだった。魂裸醒でなければ、骨を砕くだかれていても不思議ではない。

「おまえ、こんなことをしてあとでどうなるかわかってるんだろうな！」

　言葉面づらは威い勢せいがいいが、義顕はほとんど半泣きだった。

「どうなるんですの？」

　義顕が苦しむ様子を、結衣は冷たく見下ろしていた。

「いつも通り、わたりんに言いつけるんですの？　ワタクシみたいなか弱い女の子にすねを蹴られたから復ふく讐しゆうしてほしい、って。……義顕さん、相変わらず恥はじを知らないんですのね」

「ぐうぅ……ッ」

　何も言い返せず、義顕はうなった。足を抱えたまま立ち上がり、僕にガンを飛ばす。

「外げ流りゆう！　この借りは絶対返すからな！　覚えとけ！」

　捨て台詞ぜりふを残すと、背を向けて全力で逃にげ出した。

　だんだん状じよう況きようが見えてきた。どうやら僕は、単身で戸有の魂裸醒三人と向かい合っていたらしい。今は二人になっているが。
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　言葉から推察するに、この二人は兄と妹のようだ。全然似てないのに。彼らが兄妹で通じるなら、ヒグマとチュパカブラだって兄弟で通じるだろう。

「あー……ありがとう」

　とりあえず、僕は結衣に礼を言った。

　さすがに、もはや義顕を追う気は起きなかった。あいつのあまりの情けなさに脱だつ力りよくさせられた。そのせいかどうか知らないが、なんだか身体が重い。起き床しようした時の疲ひ労ろうが戻もどってきたような、長い距きよ離りを走り抜ぬけた疲労が今になってどっと出てきたような。自然とその場にしゃがみ込んでしまった。

「あっ……大だい丈じよう夫ぶですの？」

　心配そうに、結衣が声をかけてくる。

「いや……大丈夫さ」

　呼吸を整えてから、僕は立ち上がった。

　彼女は何者なのだろう。戸有の指導者亘理銑十郎の息むす子こを鼻であしらうとは、ただ者ではないはずだが。なんにせよ、僕が戸有の事情にそれなりに詳くわしいということを、彼女に悟さとらせるべきではない。さっさとこの場を立ち去った方がいい。

　しかし、結衣は僕をそう簡単に離はなしてくれそうにはなかった。

「まことに申し訳ありませんでした、三助様。お怪け我がはありませんでした？」

　はにかんだ表情を見せながら身をすり寄せ、僕を触しよく診しんしようと手を伸ばしてくる。

「いやいやいや、別にどこもなんともないって」

「ワタクシが診みて差し上げますわ。痛いところがあったら遠えん慮りよなくおっしゃってくださいな──取り返しのつかないことにでもなっていたら、大変ですもの」

「いや、だから大丈夫だって！」

　僕はパニックに陥おちいりかけていた。ここまで直球勝負な愛情表現をぶつけられると、一体どう対応したらいいのか、全然わからない。

「待ってくれ、僕は帰らないと──」

　言ってから、思い出した。気絶した九里浜をほっときっぱなしだったという事実を。

　僕は結衣の手を優やさしく取り、身体からだから離した。

「気持ちだけありがたく受け取っておくよ。友達が待っているから、戻らなくちゃならないんだ。さっき言っただろ」

「……そうでしたわね」

　真しん剣けんな口調に何かを察したか、結衣はおとなしく手を引いた。

「本当にありがとう。君が僕の代わりに亘理義顕を叩きのめしてくれて、すっとしたよ」

　そう言葉をかけると、結衣の顔が一気に明るくなった。

「大したことではございませんわ！　三助様に喜んでいただけるなら、義顕さんを叩き殺して差し上げてもよろしいですわよ」

「えーと、そこまでしてくれる必要はないと思うよ。とにかく、僕は行かなきゃ」

　立ち去ろうとしたが、結衣は食い下がって僕の服をつかんだ。

「お待ちくださいな！　是ぜ非ひ後日、改めてお会いしたいのですけれども……」

　早いとこ九里浜のもとに帰らなければならないというのに。でも、結衣を納なつ得とくさせないと、離してくれそうにない。それに、こうも好意を寄せてくれる相手を冷たく切り捨てる気にはなれなかった。

「う～ん。何か書くもの持っているかな」

　そう言うと、結衣はすぐそばに置いていたリュックサックからメモ帳とペンを取り出した。僕はそれを受け取り、携けい帯たい電話の番号を書き付ける。

「それじゃ、後日ここに電話して」

　戸有の人間と仲良くしておけば、いずれメリットを受益できる日が来るかもしれない。などと思いつつ、メモ帳を返す。

「ありがとうございます！」結衣は飛び上がらんばかりに喜んでいた。「いずれ、会いに参りますわ」

「うん。そっちも夕食が釣れることを祈いのってるよ。それじゃ」

　僕は手を振ふって、結衣に別れを告げた。走ってきた道を歩いて戻る。

　道中、だんだん心が落ち着いてくるにつれ、あたりの景色に気を配ることができるようになってきた。全く見知らぬ土地だが、来た道くらいは覚えている。もちろん暗くなる前に戻らなければならないが。日は西の空に傾かたむき、光は夕方の色を帯びている。歩調を早めるうち、心の中に一つの謎なぞがわき上がってきた。

　よく考えてみれば、僕はなぜ魂たま裸ら醒せを使うことができたんだ？

　今は、義顕から奪うばった裸ら光こう石せきがあるから、なんの問題もない。だが、僕は魂裸醒を使ってあいつから裸光石を奪ったのだ。

　裸光石もないのに、なぜ魂裸醒が発現したのか。

　…………

　ある可能性に、僕は思い至った。少しためらいはしたものの、思い切ってシャツのボタンをいくつか外し、胸むな元もとを外気にさらけ出す。

　そして、僕は納得した──今朝からの妙みような体調の悪さ。さっき魂裸醒を引っ込めた時の脱力感。すべてが、この一事で説明できる。

　胸元に小さな紋もん様ようが生まれ、光を放っていた。

　それは、後天性魂裸醒にとっての死の前兆──過か醒せい紋もんだった。
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　　幕間




「……そうですか。それでは、私たちはここで待っています」

　最後にそう言って、井倉は通話を切った。携帯電話を胸ポケットに滑すべり込ませると、所在なげに空を見上げる。太陽は西の空に没ぼつしつつあった。

　そんな井倉の姿を、夏月は材木の山に腰こし掛かけて眺ながめていた。

　井倉に車で連れてこられた場所は、穂垂地区の山の中の小さな広場だった。奥の方に小さな木造校舎らしきものがあるのを見ると、昔に遺い棄きされた分校跡あと地ちなのかもしれない。いまや校庭は雑草だらけ、荒あれに荒れていたが。

「迅たちも、車でもうすぐこちらに来るそうですよ」

　夏月の視線に気づいて、井倉は言った。

「そうですか」

　それは夏月にとって興味のないことだった。適当な返事をする。

　すると、井倉は夏月の興味を引くようなことを言った。

「なるほど、海君の方が心配ですか」

　つい、夏月は井倉を見てしまった。

　井倉は含ふくみ笑いを見せた。

「それでは、結衣君と話をしてみます？」

　井倉はスーツの内ポケットからあるものを取り出し、夏月に差し出した。

　それは、猫ねこのぬいぐるみだった。

「…………」

　夏月はためらうことなくそのぬいぐるみを取り、受話器のように耳元に押しつけた。

「もしもし？」

　問いかけると、少しの間があったが──

『もしもし？　その声、夏月ちゃんですかしら？』

　ぬいぐるみを介かいして、女の子の声──結衣の声が返ってきた。

　このぬいぐるみは、結衣の魂裸醒キャット・オブ・メニィ・テイルズに布の表皮をかぶせたものだった。

　結衣は、小型の人形型魂裸醒──当人は「尻しつ尾ぽ」と呼んでいる──を自分の分身として自在に操あやつる。「尻尾」はそれ自体が感覚を持ち、周囲の様子を見聞きできる。かつ、個々の「尻尾」が受けた感覚を共有することもできる。

　井倉は「尻尾」を二つ貸し与あたえられていた。うち一つは懐ふところの中に入れていたが、うち一つは車の中に置いていた。海に持たせるつもりだったのだが、話をする前に葉月に襲しゆう撃げきされたのである。

「はい、夏月です。結衣さんもこちらに来ていたんですね……」

『その通りですわ。ワタクシどもとしては、キィ兄様を捜さがすのが最優先事じ項こうですけれども』

　夏月は一いつ瞬しゆん、言葉を失った。

「捜す、って……あの人は亡なくなっているはずでは」

『ワタクシどもの直感は、そうではないと告げていますわ。コウ兄様もそう言ってますもの……夏月ちゃん、あなたも双ふた子ごなら、この感覚わかっていただけるんじゃないですかしら？』

「…………」

　額から流れる汗あせをぬぐいつつ、夏月は話題を変えた。

「海さんたちは、今どんな様子ですか」

「尻尾」は車の中に放置されたままだから、結衣には車の様子が見えているはずである。そこを問うと、しばし黙だまり込んでから結衣は答えた。

『長いこと、ひとところにとどまりっぱなしみたいですわね。ボロい小屋が見えますわ』

「ボロ小屋？　それは……八阪井三十四の隠かくれ家がですか」

『どうですかしらね？　葉月ちゃんたちが小屋の中に海さんを連れて行ったきり、音おと沙さ汰たなしですけど』

　その事実を聞いて、夏月は心の中で胸をなで下ろした。葉月に電話した時に、車の中にフラグメントがあることは教えてある。おそらく、その小屋は隠れ家ではない。結衣がそう勘かん違ちがいするように、葉月が装よそおったのだろう。海さんはうまく逃にげおおせたのだ。

『……感づかれたのかもしれませんわね』

　夏月は胃が冷えるような錯さつ覚かくに襲おそわれた。

「……は？　と言いますと？」

『あまりにも動きがなさすぎる。発信器か何かが仕し掛かけてあるとでも悟さとったか、車を捨てたのかも』

「その可能性はありますね」夏月は冷静を装った。「葉月は昔から妙みように勘かんのいいところがありますから」

『……本当に、勘ですかしらね？』

「……何が言いたいんです？」

『いえ、別に。そちらもがんばって下さいましね……』

　結衣の声は遠くなっていった。ふと気がつくと、「ぬいぐるみを返せ」とばかり井倉が夏月に手のひらを向けていた。

　夏月はおとなしく、井倉の手のひらに猫のぬいぐるみを押しつけた。

「おっと、来たようですね」

　井倉が目を向けた先、広場の入り口に真っ赤な車が姿を現した。

　迅さんの車だ、と夏月は気がついた。以前八阪井家に来た時も、迅はあの車に乗っていた。平磐の不良から略りやく奪だつしたという話だが。

　広場の隅すみ、井倉の車の隣となりに停車すると、三人の人間が降りてきた。

「いやいや。こんなシャコタン車で砂じや利り道みちを走るのは大変ですね」

　と言いつつ、運転席から出てきたのは猛もう烈れつに瘦やせた着流し姿の男だった。迅又また三さぶ郎ろう、剣けん舞ばい連れんの一員である。

　迅の後ろから歩いてくる人物を見て、夏月は口をへの字にした。

　亘理義顕だった。

「……うるさいなあ。別に何ともないって」

　その言葉は、義顕のすぐ背後にくっついてきている女性にかけたものだった。

　女性は、ビジネススーツに身を包んでいた。こんな田舎いなかの光景には場ば違ちがいだが、迅よりは数十倍も常識的といえる。背筋をぴんと伸のばした姿勢、鋭するどい眼光をより鋭く見せる眼め鏡がね、等々やり手の女性管理職や教育ママを想起させる外見だった。

　彼女の名は高たか神がみ登と志し子こという。彼女もまた、剣舞連の一人だった。

　高神の姿を見て、夏月の口のへの字の角度はさらに厳しくなった。はっきり言って、夏月は以前からこの女性が苦手だった。

　彼女は亘理銑十郎の愛人であるという。それは、別にいい。許せないのは、亘理の妻気分で戸有の他の人間を見下しているという点だ。そして、自らを亘理義顕の保護者と任じている点も。

　今も、高神は義顕の様子を見て心配そうに声をかけている。

「ズボンにこんなに大きな穴があいてるじゃないの！　怪け我がしていないはずがないでしょ」

「枝にひっかけて裂さいただけだって！」

　めんどくさそうに、義顕は高神の手を払はらいのけた。逃げるように駆かけだして、井倉のもとに寄ってくる。

「予備の裸ら光こう石せき、持ってきた？」

　井倉に抜ぬかりはなかった。すぐさまポケットから裸光石のペンダントを取り出して、差し出す。

「この通りです」

　義顕は井倉の手からペンダントをひったくり、首にかけた。すぐさま幽ゆう体たいを出し、魂たま裸ら醒せインビジブル・ワームが発現するのを確かく認にんする。

「……くそッ！　くそッくそッ」

　途と端たん、義顕は多た節せつ鞭べんで自分の足あし下もとをえぐりはじめた。

　義顕が悪態をつくたびに土くれが飛び、雑草が根からちぎれて舞まう。

「どうしたの、義顕ちゃん」

「どうもこうもないよ。……八阪井夏月！」

　突とつ然ぜんの指名を受けて、夏月ははっと顔を上げた。

　というのも、夏月の注意は迅の乗ってきた車に向けられていたからである。後部座席の奥に、もう一つの人ひと影かげが見えていた。というか、ぱっと見には単なる影にしか思えない。どうやら黒い服と黒い帽ぼう子しを着用しているため、物もの陰かげとほとんど一体化しているようだ。何な故ぜだか車から降りてこないでじっとしている。眼鏡をかけた女性っぽい、というところまではかろうじてわかるが……

　どこかで会ったことがあるような気はする。でも誰だれだろう、と目をこらしていたら、突然名を呼ばれたのだった。義顕の意図をはかりかねたまま、とりあえず材木から飛び降り、立ち上がる。

「……なんでしょうか」

「ついさっき、あの三鶴城大助とかいう野や郎ろうと出くわしたんだけどさあ」

　今度は夏月は眉まゆをつり上げた。

「大助君に……!?　なんでですか」

「海の家に行ったら、いたんだよ。他ほかの連中と一いつ緒しよに」

　おそらく九里浜たちと一緒にこっちに来たのだろう。夏月はそう悟って片手で頭を抱かかえた。

　義顕は口の端はしを大きくつり上げた。

「あの外げ流りゆうに裸光石を与あたえるとは、どういうつもりなんだい？」

「……なんのことですか？」

「とぼけるんじゃない！」

　義顕はもう一度多節鞭で地面をえぐった。

「あいつ、魂裸醒を出してやがった。今は地面からの裸光を吸収できねえ状態だってのにさあーッ。ってことは、あの野郎は裸光石を持っているってことだ。そして、裸光石を渡わたすことができるのは君しかいない。そうだろう!?」

「な、──」

　一いつ瞬しゆん、夏月は言葉を失った。

「戸有の外の人間に裸光石を渡すというのは、看過できませんね」

　井倉も夏月を問いつめにかかる。

「待って下さい！　大助君に裸光石を渡すなんて、そんな事してないですよ！　私の分はちゃんとここに──」

　すぐに気を取り直して胸むな元もとから裸光石を引っ張り出し、誇こ示じしてみせる。しかし義顕は引こうとしない。

「なんで俺が、井倉に予備の裸光石を用意させたかわかるか？　あの野郎に取られたんだよ！　まったく、こっちがいい顔をしてやったら、つけあがっちゃってさあーッ。俺を油断させておいて、不意打ちでペンダントを奪うばったんだ」

　ウソだ、と夏月は思った。何をどう考えても、義顕が三助にいい顔などするはずがない。けれども、三助が魂裸醒を使って義顕から裸光石を奪ったというのも事実であるようだ──義顕が被ひ害がいを訴うつたえている、ということは。

　何が起きたのか？　夏月にはとうてい想像もつかなかった。

「こう考えることはできませんかね」

　井倉が、二人の間に割り込むように進み出てきた。

「三鶴城君は魂裸醒を出した。ということは裸光石を持っているということです。しかし──」

「私の裸光石は、この通りここにあります」

　夏月はもう一度、自分の首から下げた裸光石を持ち上げた。

　夏月の意見を認め、井倉は大きく頷うなずいた。

「夏月君は自身の裸光石を持っている。では、三鶴城君の裸光石はどこから出てきたのか？」

　効果を狙ねらってか、井倉は沈ちん黙もくを挟はさみ込んだ。

　誰もその問いに返事できないうちに、井倉は答えを述べる。

「戸有の裸光石ではあり得ない。しかし、戸有の人間以外でも、裸光石を持っているであろう人間はいますね。たとえば、八阪井三十四の一党とか」

「な……！」

　井倉の論説のたどり着く先を察して、夏月は絶句した。

　得意そうな笑えみを浮うかべて、井倉は夏月に目をやった。

「夏月君。君が父親と秘ひ密みつ裏りに連れん絡らくを取って、三鶴城君の分の裸光石を融ゆう通ずうしてもらったのではないんですか？」

「何を馬ば鹿かなことを！」夏月は大声を張り上げた。「私が裏切り者の娘むすめだからって、疑うんですか！」

「状じよう況きよう証しよう拠こは色々揃そろっていますよ」井倉の自信あふれる態度は揺ゆるがない。「つい先ほどの事だって、そうでしょう」

「先ほど、って……」

「私があなたの家から海君を連れて行った時のことですよ。私はホテルに戻もどる間もなく、八阪井葉月に襲おそわれました。まるで、私が動くルートを誰かに教えてもらっていたみたいに、待ち伏ぶせされてましたがね」

「…………！」

　それは私が誘ゆう導どうしたわけじゃない、と叫さけびたいところだったが、夏月はすんでのところで声を飲み込んだ。

「今だって、結衣さんが『尻しつ尾ぽを葉月に感づかれた』とか言ってましたよね？　感づかれたんじゃない、教えてもらったんだ──と考える方が自然ではありませんか？」

　ふと、夏月は包囲されているのに気がついた。正面には井倉と義顕が立ち、後方には迅じんと高神がさりげなく回り込もうとしている。

　内心、夏月はパニックを起こしかけた。一対四、しかもうち二人は剣けん舞ばい連れんである。とても夏月一人の力でどうにかできるものではなかった。

「ということは」夏月は言った。「私たちがここまで来たのは、八阪井三十四たちを捕つかまえるためではなくて、──」

「いえいえ、それが主目的であることは事実です。ただ、そのついでに裏切り者の処分も行ってしまおうというだけです。……一石二鳥って、とてもいい言葉ですよね」

　す、と井倉は後退し始めた。夏月から目を離はなさぬまま、義顕が座っていた角材のところまで下がり、腰こしを下ろす。

「ま、結局のところ、あなたも親子の情には勝てなかった、というところですかね？」

「そんな！　私は──」

　夏月は反論しようとするが、井倉は手の一ひと振ふりでそれを制する。

「本当に残念ですよ。あなたは将来、戸有の主力になりうると思っていたのに。あなた方の一族はそんなのばかりですね──将来を嘱しよく望ぼうされながら、若いうちに才能を無む駄だにする。実に残念だ」

「なるほど、そういうことでしたか」

　迅が発言した。どうやら、夏月が裏切り者であるという件についてはじめて聞かされたらしい。そして、井倉の説明をあっさりと受け入れたようだった。

「ならば、結構。八阪井三十四と対決する前の、ちょうどいいウォーミングアップになりそうですね」

　腰を落とし、迅は戦せん闘とう開始の構えを取った。

「あなた、義顕ちゃんをはめようとしたのね……？」

　高神が、人の神経をささくれさせるようなきいきい声を絞しぼり出す。彼女の姿が二重にぶれ、魂たま裸ら醒せが発現する。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の手の内には剣けんが収まっていた──それは剣と呼ぶにはあまりにも大きすぎたが。刀身の長さは高神の身長の約二倍、刀の幅はばは約五十センチ。象ですらまな板の上の野菜のごとくまっ二つにできそうな代しろ物ものだった。

「義顕ちゃんを傷つけようとするんなら、この『ペイル・ホース・カミング』で叩たたき潰つぶすッ！」

　直立していた大刀が、夏月の頭上に覆おおい被かぶさるように降ってくる。

「…………クッ！」

　咄とつ嗟さに横っ飛びする夏月。直後、大刀が地面をえぐり、土つち煙けむりを立てる。

　高神は柄つかをつかんだ両りよう腕うでに力を込め、地に刺ささった刀身を持ち上げると、今度は真横に振ふった。

　夏月は地面に身を投げ、姿勢を低くしてかわした。刀は勢いあまり、夏月の背後に立っていた木々を二本巻き込んだ。バキバキと盛大な音を立て、二本まとめてなぎ倒たおす。

「待って下さい！　私の話を聞いて下さい……！」

　逃にげを打ちながら、夏月は叫んだ。もちろん夏月にはわかっていた──彼らが話を聞いてくれる可能性など万に一つもないことを。

「シャアッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、迅が居合いを抜ぬく。一いつ瞬しゆんの閃せん光こうを、夏月は身をひねってすかした。ほとんど直感だった──風にひらひらと舞まう枯かれ葉が、突とつ然ぜん牙きばをむいて襲ってきたようだった。

「僕を無視するんじゃない！」

　義顕が多た節せつ鞭べんを飛ばす。やや苦しい体勢になっていた夏月は、足を捕まえられた。足あし甲こうに巻き付いた鞭を、手を伸のばして外すが、

「死ね！　この裏切り者ッ！」

　その隙すきを狙ねらい、高神の大刀が落ちてきた。

「しまっ……！」

　目を見開く夏月。

　本能的に頭上に手をかざした、その瞬間。

「夏月！」

　高神の大刀に、何かが激げき突とつした。衝しよう撃げきで、大刀の軌き道どうが微び妙みようにぶれる。

「…………！」

　咄嗟に夏月は、大刀を払はらうように手てつ甲こうを打ち付けた。大刀のぶれはさらに大きくなり、夏月のわずか横の空間を断ち切って地面に落ちた。

　大刀に激突した何かは、夏月の身体からだにまとわりついた。強力な力にひっぱられ、夏月の身体は自身が意図せぬ方向へ瞬間的に移動する。

　次に気がついた時には、夏月は腕うでの中に抱だかれていた──白い手袋をはめた手の中に。

　見上げると、そこには久しぶりに見る顔があった。

「……辻浦先生!?」

　辻浦文あや美みがそこにいた。細い身体を黒いチャンパオに包み、長い髪かみを風になびかせている。以前と変わらない、師の姿だった。

「久しぶりだな、夏月！」

　辻浦はほんのわずかに首をかしげて、弟で子しの顔を見た。

　彼女の魂裸醒はムービング・フィンガーと言い、子供の頃ころに事故で失った左ひだり腕うでの肘ひじから下を再現するような形状をしている。実体の左腕と魂裸醒の左腕の間は鎖くさりでつながれていて、射出することができる。ついさっき高神の大刀にぶち当たったのは、この左腕だ。そして夏月の身体をひっつかみ、辻浦本体のもとへ戻もどってきたのである。

「おや。辻浦さんじゃないですか。久しぶりですね……相変わらず、左腕がよく飛ぶようで」

　井倉がさもおもしろそうに言った。

「こりゃ、夏月さんの裏切りは確定事じ項こうのようですね」

「ぐ……！」

　夏月は辻浦の手の中から脱だつしようとした。が、辻浦が腕に力を込め、夏月を離はなそうとしない。

「辻浦先生！」夏月は叫さけんだ。「どうしてこんなところに!?」

「君を助けに来たんだよ」

　そう言って、辻浦は余よ裕ゆうの笑えみを見せた。

　辻浦文美──戸有の脱だつ走そう者しやの一人だった。以前、平磐から戸有の影えい響きようを排はい除じよすべく、八阪井三千人に戦いを挑いどんだが敗北、行方ゆくえ不明となっていた魂裸醒だった。

「……まあ、斬きるのが一人増えようが、私には全然構いませんがね」

　迅が一歩前に進み出てきた。

「以前から、あなただけは私の手で始末したいと思っていました。誇ほこり高き『迅』の名が往々にして『辻』と間ま違ちがえられるのは、はっきり言ってあなたのせいですからね」

「それより、私たちの前に出てくるとは大した度胸じゃないの？　あなたごときが私たちにかなうと思っているの？」

　大刀を高く掲かかげ、高神もじりじりと距きよ離りを詰つめてくる。見た限り普通の主婦みたいな腕の太さをしているにもかかわらず、こんな巨きよ大だいな得物を担かついでなんの苦労も感じていないようである。

「剣けん舞ばい連れん二人と渡わたり合えるだなんて、思ってはいない！」

　辻浦はくるりとその場で回転、背後に広がる森の中に左腕を射出した。伸ばした左手で木の枝をつかむと、大地を蹴ける。夏月を胸の内に抱いたまま、振ふり子の要領で辻浦は森の中へ姿を消していった。

「逃のがすかよ！」

「待ちなさい！」

　すぐさま義顕が後を追って森の中に突とつ入にゆうし、さらに高神が追いかける。

　迅も二人に倣ならおうと一歩踏ふみ出した。が、

「…………」

　二歩目が出ず、その場に立ち止まる。

「……どうしたんです。迅も追いかけないと……」

　見とがめて注意する井倉。

　迅は正面を見み据すえたまま、井倉に言った。

「追いかけるのはいいですが、もしそうしたら殺されますよ、井倉さん」

「な……？」

　迅の言葉の意味をつかみかね、疑問の声を上げる井倉。

　その彼の視界が、不意に曇くもった。

　霧きりだった。黒い霧が、いつの間にか流れ出していた。

　空は既すでに暗くなりつつあったが、雲一つ無く晴れている。

　霧が出てくる道理などないはず、と思った井倉は、あることに気がついた。

　霧の正体が、幽ゆう体たいであることに。

　井倉と迅は霧の流れてくる方向に目をやった。

　辻浦たちが姿を消したのとは逆方向の森の中から、黒い霧は流れ出ていた。黒い霧の中央に、やがて黒い服を着た男の姿が浮うかび上がる。

　夏であるにもかかわらず、その男は全身黒ずくめの暑苦しい格好をしている。黒いシャツ、黒いズボン、黒いコート。その上仮面までかぶっていた──黒光りする鉄の仮面を。

「……まさか」

　井倉が息をのむ。

『その……まさかさ』

　鉄仮面の男が声を発した。いや、正確には声を出したのではない。霧状の幽体を介かいして、直接井倉たちに声を伝えたのだ。

「またもや懐なつかしい顔ですね……八阪井三十四さん」

　迅は、鉄仮面の男の名を呼んだ。

「こんなところに、何をしに出てきたんです！」

　井倉が尋たずねる。

　八阪井三十四は顎あごをもたげた。

『娘むすめのピンチに現れる──父親として、当然のことだろう』

　突とつ然ぜんのことに浮き足だっていた井倉だったが、やがて落ち着きを取り戻もどすと、半笑いを浮かべた。

「なるほど……ちょっと驚おどろきましたが、これは好都合だ。あなたを殺せば、私の任務は達成される。そうすれば村での栄達間違いなしだ」

『栄達ね』八阪井三十四は軽く肩かたを震ふるわせた。『捕とらぬ狸たぬきの皮算用はやめておくが吉きちだ。おまえごときに俺を殺せると思っているのか？』

「私を忘れてもらっては困りますね」

　井倉をかばうように、迅が進み出る。

　しばらくの間、八阪井三十四は無言を貫つらぬいた。

　霧が動きはじめた。霧は八阪井三十四のもとに集まり、両りよう腕うでにまとわりついていく。そして形をなしていった──巨大な手てつ甲こうに。

　それは、単なる手甲にしては巨大すぎた。端はたから見るに、寺で吊つっている鐘かねを両腕に装着しているかのようだった。色は黒く、形状は禍まが々まがしい。

「『ブラック・オーラ』……！」

　迅は感かん嘆たんに似た吐と息いきを漏もらした。

「あなたと戦うのは、夢だったんですよ。昔からあなたの魂たま裸ら醒せと活かつ躍やくとを見るにつけ、『いつかこの男を叩たたき斬きって、戸有最強の魂裸醒として名を馳はせたい』と思っていたものですよ」

『……それは、名めい誉よなことだと思っていいのかね』

　呼吸を整え、迅は居合刀の柄つかに手をかける。

「……我が魂裸醒、『キャプテン・カットスロート』でお相手させていただく」

　ところが。

　八阪井三十四の巨大な手甲は崩くずれて形を失った。もとの霧に戻っていく。

「な……!?」

　驚きに小さく声を上げる迅。八阪井三十四を睨にらみ、理由を求める。

『本気を出すまでもない』

　八阪井三十四は答えた。

「……それはどういうことです」

『剣舞連とか名乗っているそうだが、おまえごとき俺の敵じゃないということだ。わかるだろ、ツジ！』

「ツジ」の部分を、八阪井三十四は強調した。

「……『ツジ』だと？」

　迅は細い目を右目だけ大きく見開いた。

　直後、殺意の風が吹ふいた。




　　鍾しよう乳にゆう洞どうテーマパーク




「おーい！　三助！」

　聞き慣れた長坂の声が、遠くから響ひびいてきた。

「長坂～！」

　僕は歩きながら、声を返した。

　やがて、駆かけ足の長坂が僕の目の前に姿を現した。

「大だい丈じよう夫ぶか、三助」

「この通り、さ」

　五体満足なところを示すべく、僕は両手両足を広げてみせた。

　安心したように、長坂は肩を落とした。

「一体どォしちまったんだ」

「ついカッとなってしまった。反省している」

「カッとなっただけで魂裸醒は出ねェだろ」

「それは、──」

　さて困った。どう言い抜ぬけすればいいのか。

　魂裸醒が出せるようになった。こいつは大きなアドバンテージだ。

　問題は、その代だい償しようだ。過か醒せいとは死に至る病やまいである。今まで、何人もの人間が過醒に苦しみ、そして死んでいく様子を僕は見てきた。死体をこの世に残すことすらできず、光となって消えていく。自分の身にそのようなことが起こるとなると、──控ひかえめに言って、落ち着いてはいられない。

　魂裸醒を封ふうじれば、過醒による死は免まぬかれ得うる。夏月たちはそう言っていた。パープル・シックルを捨てれば、少なくとも僕は過醒による死を逃のがれることができる。しかしそれは、身を守る手段を失うということでもある。亘理義顕という明らかに僕らに対して悪意を抱いだいている手合いの存在を考えると、かえって命を縮めることにもなりかねない。

　抱き合わせ商法のようなものだ。魂裸醒の力を持っていたいのであれば、もれなく過醒がついてくる。過醒から逃れたければ、魂裸醒を捨てねばならない。すべてを受け入れるかすべてを捨てるか、二に者しや択たく一いつということだ。

　そういったことを熟じゆく慮りよした後、僕は答えた。

「いや、カッとなると魂裸醒が出るらしいよ」

　今の状じよう況きようで魂裸醒を失うわけにはいかない。僕は噓うそをついた。

　長坂の疑いの目は変わらなかった。

「本当かよ。それだったら、九里浜が魂裸醒を出せねェのはなんでなんだ。あいつは四六時中カッカしてるだろーが」

　もっともな指し摘てきだった。

「……なんでなんだろうね。と、そう言えば九里浜はどうしているの」

「大丈夫だ。一時は完全に気を失っていたが、もう完全に復活している。『魂裸醒が出せないなら、金属バットであのクソ野や郎ろうを百叩きにしてやる』と宣言していた」

「なるほど、大丈夫そうだ」

　二志名家跡あとに戻もどると、九里浜は怒いかりの表情で仁に王おう立だちしていた。片手に金属バット、片手に釣つり竿ざおのようなものを持ち、頭にははちまきを巻いて懐かい中ちゆう電灯を二本差し込んでいた。戦う気満々であることは見ただけでよくわかった。

「……どっから持ってきたの、その武器は」

「分家の方から。分家のおじさん、この辺の草野球チームに所属してんの」

　九里浜はバットを持ち上げて言った。

　僕は反対の手の中にあるものを指さした。

「それは？」

「槍やり投なげの槍みたいね」

　たしかに、よく見ると釣り竿のわりにはリールも釣り糸もついていない。

「なんでそんなものが？」

「さあ？　おじさん、草槍投げでもやってるんじゃないの。これはあんたが持ちなさい」

　九里浜は、僕に槍を差し出した。

「僕にどうしろって言うんだ。今から草槍投げでもやるのか」

「アホか！　護身用よぅ。あたしたち、魂たま裸ら醒せが出せないんだから。あのアホにまた襲おそわれないとも限らないでしょ」

　僕はためつすがめつ槍を眺ながめてから、長坂に手て渡わたした。

「なにしてんのよぅ！　長坂にはネクタイがあるからいいでしょ！」

　九里浜は、長坂が巻いているネクタイを力強く指さした。まるでそのネクタイが殺人兵器であるかのように。

「九里浜」長坂が言った。「さっき、亘理義顕に襲われたのは覚えているよな。どうやって撃げき退たいしたと思う」

「そりゃ、──」

　反論しようとして、九里浜は口をつぐんだ。指摘されて初めてその点に思い至ったようだ。

「──あたしが気を失っている間に、何があったのよぅ。誰だれがどうやってあのアホを追い払はらったの」

「三助が、魂裸醒を出して。だから、三助に護身用武器は必要ねェ」

　目をぱちくりとしながら、九里浜は僕を見た。

「……なんで？　三助、どうしてあんただけ魂裸醒が出せるの？」

　いかなる返答を出すのか、長坂も僕を注目していた。

　再度よく考えた後、僕は答えた。

「日ひ頃ごろの行いがいいからだろう」

　長坂も九里浜も、疑わしげな目で僕を睨にらんだ。

「正直言って、僕にもよくわからないんだ。答えようがない」

　そう言われれば、それ以上追及のしようがない。九里浜は話題を変えた。

「……で、三助！　あのアホはどうしたの!?」

　バットの先せん端たんを僕に突つきつける。僕の頭を場外までぶっ飛ばしてやろうかという勢いで。

「まことに残念ながら、逃にげられた」

「なにしてんのよぅ！　このアホッ。なんで逃がしたの！」

　九里浜はバットを突き出して、僕の身体からだをぐりぐりと押し込んだ。
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　三助は金属バットをはねのけた。逆の手が突とつ然ぜん蛇へびのように伸のび、九里浜ののど輪をつかまえた。手に力を込め、首の肉に指をめり込ませていく。

「がっ……!?」

　九里浜は不気味なうめき声を上げた。締しめ上げる腕うでをはがそうと両手で抵てい抗こうするが、三助は異常な腕わん力りよくを発揮していた。外れる気配が全くない。

「おい三助！　何をしている!?」

　長坂が横から割り込み、なんとか二人をひっぺがす。

　いったんはよろけた三助だったが、再度九里浜を襲おうと手を伸ばす。九里浜には抵抗する余よ裕ゆうがなかった。おびえすくんだ瞳ひとみで、豹ひよう変へんした三助を見つめるより他ほかになかった──
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　伸ばしかけた手を、僕はぴたりと止めた。間かん髪はつおかず、長坂が僕の手首を捕つかまえる。

「おい三助！　やりすぎだろ！」

「？……ああ……？」

　僕は生返事を返した。

　今、僕は何をやろうとしたんだ？

　ほんの一いつ瞬しゆんだったが、理性がすっ飛び、まるで他の誰かに操あやつられるように九里浜の首を締め上げていた。

　意識までがなくなったわけではない。善悪を判断する心が完全に麻ま痺ひしたかのようだった。長坂がいなかったらどうなっていた？

「ごめん」僕は謝った。「まだ心がささくれているみたいだ──大だい丈じよう夫ぶ？」

　目に涙なみだを浮うかべ、咳せき込んでいる九里浜の顔に表れているのは、おびえだった。ツッコミに対し反はん撃げきを食くらうなどとは思ってもみなかったのだろう。

「本当にごめん」僕はもう一度頭を下げた。「とにかく、あいつには逃げられた」

「突とつ然ぜんなんてことするのよぅ……！」

　ケホンケホンと咳き込んでから、九里浜はやっとの事で言った。僕を責める言葉も、やや勢いがない。自分でも自覚したのだろう、九里浜は自分を落ち着かせる間を取った。

「大丈夫か」

「大丈夫大丈夫……」

　気き遣づかい無用、とばかり手を突き出す。そして、九里浜はごく普ふ通つうの口調を装よそおって言った。

「……あいつに聞いておきたいことがあったのに」

　とりあえず、首を締め上げたことについては不問に付してくれたらしい。

「聞きたいこと？」

「そうよぅ。そもそもあいつ、なんでこんなところに来たのよぅ」

「……言われてみれば」

　全く気にとめてもいなかった。たしかに、なんで亘理義顕はここに姿を現したんだろう？　二志名家跡あとに何の用事があったというのか。

「調べることがあったんじゃないか、とあたしは推理する。康晴さんの遺品をあさりに来たとか」

　九里浜はそう言って、左手で焼け跡を示した。その手には懐かい中ちゆう電灯が握にぎられている。

「で、あたし、さっき見つけた地下室が気になっているのよぅ」

「……おお」

　義顕の登場で、そんなことも忘れていた。そう言えばそんなものもあったっけ。

「今から地下に潜もぐって調査しようと思うわけ。もしかしたら、この下に何かあるかも。いかにも何かを隠かくしてそうな感じでしょ」

「なるほど。でも大丈夫か？　突とつ然ぜん崩くずれないとも限らないよ」

「だったらあんたもついてきなさい。長坂を上で待機させておけば、完かん璧ぺきよ」

　頭ごなしに九里浜に命令されるのはあまり気分のよいものではなかったが、地下室に何があるのかは少し気になる。

「わかった。潜ってみようか」

「そうこなくっちゃ」

　九里浜はにやりと笑い、頭につけていた二本の懐中電灯を取って、うち一本を僕に手て渡わたした。足取りも軽かろやかに、焼け跡を踏ふみしだく。

　既すでに日は落ち、視界は暗い。足あし下もとを照らしながら、残ざん骸がいの山の中にぽっかりとあいた穴、地下室への階段へ慎しん重ちように近づく。

　穴の中に光を投げる。ここは破は壊かい焼失を免まぬかれたようで、特に問題なく下りていくことができそうだった。

「行くよ」

　一声かけてから、九里浜はゆっくりと階段を下り始めた。僕もそのあとを追う。

　地下室は、さほど広くはなかった。

「書しよ斎さい……のようね」

　そこかしこに光を向けながら、九里浜は推論を述べた。

　部屋の中央にはデスクが据すえられ、周囲の壁かべにはアルミの本ほん棚だなが張り付いている。地上とは違ちがって実に整然としたもので、人の気配はない。ともすれば、二志名康晴氏が隠れ潜ひそんでいるかもしれないという非現実的な想像をしていたのだが。

　本棚に歩み寄る。本棚の中身はというと、せいぜい三分の一ほどしか埋うまっていなかった。下部には巨きよ大だいな図ず鑑かんサイズの本が並んでいる。どうやら、平磐と沼渡田それぞれの郷土史に関する本のようだ。これは三鶴城家の実家にも存在する。一ページたりと読んだことはないが。

　本棚の上の方に行くと、もう少しお手て頃ごろサイズの本が並ぶ。郷土史に関する書しよ籍せきばかりだ、という点に変わりはない。郷土史研究で有名な教授、あるいは作家の著作がかなりの数集められている。

　この本棚から推察できることは、二志名康晴氏は平磐と沼渡田の歴史に非常に興味を持っていた、ということだ。戸有出身の人物がこの辺の郷土史に興味を持つ、とはどういうことなのか。住み着いた場所に愛着を持ったということなのか──

　何の気無しに、本棚に手をかける。漫まん画がや映画では、本棚が横に滑すべって隠し通路が現れるものだが。しかしどうやら本棚は何の変へん哲てつもない本棚であって、その場でミシミシと揺ゆれるばかりだった。

「うわ！」

　棚の上に置いてあった何かが落ちてきて、僕の頭を直ちよく撃げきした。がっくり、と思わずその場に倒たおれ込む。

「ちょっと！　なにやってんのよぅ！」

　突然の大声にビックリしたのだろう、九里浜はびくりとして飛びすさった。

「大丈夫だ」僕は頭をさすりながら立ち上がった。「なんだってんだ……？」

　落ちてきた何かに懐中電灯の光を当てる。

　それは、中に書類がみっしりと詰つまっている分厚いバインダーだった。

　バインダーの中身を開いてみる。そこにあったのは、手書きの文字による文書、図面、あるいは本の文面のコピーといったものだった。二志名康晴が手ずから編へん纂さんした書類のようだ。

「なんだろうね、これは……」

　流し読みをするに、これもまた平磐と沼渡田の地域に関する著述類のようだった。歴史に関する記述も多いが、メインはどうやら穂垂地区一帯の地勢学的なことらしい。

「そういや康晴さん、鍾しよう乳にゆう洞どうを見つけるのが夢とか言ってたよな」

「そうね」

「どうも、かなり本気で探していたらしいな」

　この山と川以外何もない土地に、鍾乳洞テーマパークでも作ろうとしていたのだろうか。わくわく洞どう窟くつランドとか。

　見上げると、九里浜はデスクの上のノートパソコンをいじっていた。

「バッテリー切れみたいね。こいつは引き上げましょうか」

　終しゆう了りよう処理を行い、ノートパソコンをぱたんとたたむ。

「引き上げる？　持って行くのか」

「ええ。もちろん海さんに返すためよ。盗ぬすむわけじゃない。ただ、ちょっと内容を確かく認にんしたいだけ。そのバインダーも持って行きましょ」

「それがいい。こんな場所じゃじっくり読んでいられない」

　僕たちはノートパソコンとバインダーを持ち出して、地上にあがった。

　潜もぐる以前は西の空にわずかな残光が輝かがやいていたのだが、もう完全に真っ暗になっていた。さすがに星と月の明かりのみでは、文字を読むのは難しい。光を求めて、僕たちは九里浜分家へ向かった。

　九里浜の住んでいる家もでかかったが、こちらの九里浜分家もいい勝負なくらい巨大だった。九里浜の後ろについて玄げん関かんの扉とびらをくぐると、そこには広大な土間が広がっていた。いかにも昔からの農家という感じである。

「ただいまー！」

　九里浜が挨あい拶さつすると、中年男性が迎むかえに出てきた。九里浜のおじさん、なのだろう。僕と長坂は頭を下げた。

　おじさんは開口一番、意外なことを口にした。

「やあ、純。ちょうどいいや、今海君が来ているぞ」

「…………え？」

　一同、そろって間ま抜ぬけた声を出した。なんでこのタイミングで海さんがこんなところに？

「ど、どこにいるの!?」

　九里浜がせっついた。おじさんは九里浜の過か剰じような熱意に一歩引いた。

「あー、居間でお茶を飲んでるよ」

　土間の奥の方を示された途と端たん、九里浜は小走りに居間に向かっていった。僕たちもそのあとを追う。

　がらり、と九里浜が居間の扉を開ける。そこには、正座した海さんがこちらに背を向けて座っていた。すぐに僕たちの気配に気づき、振ふり向く。その両手の中には、湯気を立てる茶ちや碗わんがあった。

「やあ、純ちゃん」

　驚おどろくべき事は、それだけではなかった。海さんの隣となりに一人ずつ、少女が座っていた。少し遅おくれてこちらを振り向くと、僕の姿を捉とらえる。

「ありゃ。こりゃ久しぶりッスね」

「三助！　どうしてこんなところにいるの！」

　八阪井葉月と、ステファニー・マクルーアがそこにいた。




　　父の告白




　ステフはすぐさま立ち上がると、一目散に僕に突とつ撃げき、押し倒さんばかりの勢いで抱だきついてきた。

「元気だった、三助？　病気とかしてない？」

　至近距きよ離りから僕を見上げる。相変わらずの強きよう烈れつなスキンシップだった。

「別れたの、ついこの間だろ……」

　苦く笑しようしながら、ステフの身体からだを離はなす。

「ところで、なんでそんな格好をしてるんだ？」

　ステフは葉月とそろいの格好をしていた。着古した作業服である。それこそ、道路工事のおっちゃんが着ているような。

「海さんを奪だつ還かんするのに、必要だったんスよ」

　葉月の説明に、僕はとりあえず頷うなずき返した。この作業着が何な故ぜ海さんの奪還に必要だったのか、想像もつかなかったが。

「三助、この人は、もしかして……」

　葉月を見ながら、九里浜が聞いてくる。

「そうか、会ったことなかったよな。彼女は八阪井葉月、夏月の双ふた子ごの姉し妹まいさ」

「よろしくッス」

　葉月は軽く手を振って挨拶した。

　九里浜は狐きつねにつままれたような顔のまま、軽く頭を下げた。

「……あなたが海さんを助けてくれたの？」

「ま、そういうことになるッスかね」

「そう。……礼を言っとく。ありがと」

　九里浜は素す直なおに頭を下げた。

「そもそも君ら、なんでこんなところにいるんだ？」

　僕が聞くと、海さんが答えた。

「俺が無理を言って連れてきてもらった。お別れを言いに来たんだ──九里浜家の人たちにはお世話になったからね」

「お別れ、って」九里浜が眉まゆをつり上げた。「どういうことなんですか、海さん」

「住む家がなくなった以上、彼女たちの世話になろうと思うんだ」
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　海さんは葉月を指さした。

「待ってよ！　しばらくおじさんちに厄やつ介かいになるって話になったんじゃないんですか」

「まあね」海さんは静かに頷いた。「だが、葉月ちゃんたちから話を聞かせてもらったんだ。俺は命を狙ねらわれている。ここに厄介になれば、間ま違ちがいなく迷めい惑わくをかけることになる。今度は半焼程度で済むかどうか」

「そ。だから、あたしたちが責任を持って海さんを預かろうってわけッスよ」

　葉月が付け加える。

「念のために聞いておきたいんだけど」

　僕は挙手して葉月の注意を引いた。

「二志名康晴さんを殺したのは君たちじゃないんだね」

「当然ッスよ」葉月の声に怒いかりがこもった。「あたしらに康晴さんを殺す理由なんてないッス。亘理に決まってるッスよ──療りよう養よう所じよでの殺人の記き憶おくを持っている奴やつが邪じや魔まになったんだ。ステフの時と同じッスよ」

　よく考えてみれば、葉月にとっても、康晴氏は祖父にあたる。

　しかし九里浜は納なつ得とくいっていないみたいだった。

「どうして海さんが命を狙われなきゃならないの。殺人の記憶って、海さん、昔の記憶なんてないんでしょ？」

「ああ。そこんところは、俺も同じ気持ちだよ。無くした過去のことに、なんで俺が責任を取らなきゃならないんだ？　理り不ふ尽じんな話さ……けど、命の危険があるのは事実だからね。今は逃にげるしかない。もちろん、永遠に逃げるつもりはないけれど」

「葉月」僕は尋たずねた。「海さんの記憶の封ふう印いんを解く、なんて事はできるのか」

「わかんないッスね」葉月は両手を広げた。「村には記憶を封ふうじる技術はあっても、それを元に戻もどす技術なんてないッスよ。まあ、過去に偶ぐう然ぜん記憶が戻ったケースはあるみたいッスけどね。頭を思い切り叩たたいてみるとかすれば戻るかも」

「つまり、望のぞみ薄うすってことだな」

「ま、そースね。希望は皆かい無むじゃないけど、期待もできない。魂たま裸ら醒せがもう一度出せるようになれば、連れん鎖さ的に記憶も戻るかもしれないッスけどね」

「そっちの見込みは、どうなの」

「夏月から聞いたことないッスか？　命の危機に晒さらされれば、身を守るために魂裸醒が自然に出てくるって。でも、それを当て込んで海さんを危ない目に遭あわせる、なんてわけにはいかないッスよ」

「当たり前よぅ！」

　九里浜が叫さけんだ。

　海さんは、そんな九里浜の肩かたをぽんと叩いた。

「君の気持ちは本当にありがたいと思う。けど、ここにいたら君たちに迷惑をかける。それに、俺も何もせず座して死を待つよりは、生き残る可能性に賭かけたい」

「そんな……」

　九里浜はなおも食い下がろうとしたが、それ以上言葉が続かなかった。

　海さんの言葉は、正しかった。彼が戸有に命を狙われている以上、それは僕らの力だけでどうこうできるものではない。それはさきのステフの件でよーくわかったことだ。

「九里浜……」

　説得しよう、と僕は声をかけた。が、

「わかった」

　まったくわかってなさそうな調子で、九里浜は言った。葉月に向かって、

「あんたたちに海さんを預けなきゃならないって事、よくわかった。まかせることにする。でも、海さんになにかあったら許さないかんね」

　力ちから一いつ杯ぱいにらみつけた。

　殺人的な視線を、葉月は平然と受け止めた。

「わかってるッスよ。大船に乗ったつもりでいてほしいッス」

「納得してもらえたようなら、俺たちはもう行くよ」

　海さんは腰こしを上げた。

「あ、ちょっと待って下さい」僕は引き留めた。「実は、先ほどですね──えーと」

　バインダーを見えるように差し出したが、どう説明したものか迷った。よく考えれば、他人の家の地下室に勝手に潜もぐったのである。あまり声を大にして言える行こう為いではない。

「海さんち、地下室があったんですね？」

　九里浜が助け船を出してくれた。

「え？　ああ。父さんの書しよ斎さいだな。俺も滅めつ多たに入ったことないけど……」

「さっき寄ってみたんですけど、こんなものが出てきたんです」

　脇わきに構えたノートパソコンを、九里浜は差し出した。

「あと、これも」

　さらに、僕の持つバインダーを指さす。

「海さんに返さなきゃいけないと思って……」

「へえ？　これは……」

　バインダーを手に取り、海さんは内容をぱらぱらとめくり確かく認にんし始めた。

「……これは、父さんの地質調査の成果物みたいだね」

「あの人、そんなことやってたんスか……っと」

　隣となりにいた葉月は、はじめお義理程度に書類を眺ながめていた。が、そのうちだんだんと目つきが変わっていった。

「ふ～ん……。なるほど、これのために康晴さんはここに引っ越こしてきたんスか」

「どういうこと？」

「これッス」

　葉月は書面の一部を指さした。そこにはやや大きめの文字で「蛍谷窟」と書いてある。

「ほたるだにくつ？」

「『けいこくのいわや』と読むッス。戸有に伝えられている半分、伝説みたいな洞どう窟くつのことッスよ」

「半分伝説、とは」

「八百年くらい前、タマラセビトが奥州藤原氏に仕えていたって話は知ってるッスか？」

「その話は聞いている」

「奥州藤原氏が源頼朝に攻せめ滅ほろぼされたことも？」

「……現役の高校生に対して、なかなか挑ちよう発はつ的な質問だな」

　そう切り返すと、葉月は複雑な表情を見せた。──そういやこいつ、「中学校を中退した」とか言ってたよな。微び妙みような学歴コンプレックスがあるのかもしれない。

「平ひら泉いずみが滅んだ時、タマラセビトも隠かくれなきゃならなかったんスよ。頼朝は魂裸醒を殲せん滅めつするつもりだったらしいッスから。で、あたしたちの先祖は文字通り地下に潜ったわけッス。その時潜った洞窟というのが、蛍谷窟と呼ばれてるッス」

「ふ～ん。二志名康晴さんは、それを捜さがしていたと？」

「そうみたいッスね。実在したのは間ま違ちがいないけど、正確な場所まではわかってないッスから。一説によると、蛍谷窟の中には、八百年前のタマラセビトの醒せい核かくが残されているって話ッス。ひょっとしたら義経の醒核とか、お宝があるかもしれないッスよ。夢を求めて、康晴さんはここに越してきたみたいッスね」

「そうだったのか。単にわくわく洞窟ランドを作るためだけじゃなかったんだな」

「ということは、こっちのノートパソコンの中にも調査資料が？」

「そうだと思う。一応、中身を確認しておこうか」

　海さんの提案に九里浜は頷うなずいた。プラグをコンセントに差し込み、パソコンを起動する。

　内容を調べると、なるほど資料の類たぐいが詰つまっていた。二志名康晴がデジカメで撮さつ影えいしたらしい画像が色々と保存されている。結構な数で、全部を確認するにはかなりかかりそうだった。

「ん？　ＣＤが入れっぱなし？」

　九里浜がノートパソコンの横の方をいじると、ディスクトレイが飛び出した。トレイの中には、銀色のＣＤ─Ｒが一枚収まっていた。表面には何の文字もない。トレイを再度押し込むと、動画再生ソフトが自動的に立ち上がり、数秒後には動画が表示された。

　現れたのは、中年から老年にさしかかった男性のバストアップ画像だった。ソフトが勝手にＣＤ─Ｒ内の動画を再生しはじめた。

「……父さん!?」

「康晴さんスね！」

　二志名と葉月が同時に声を出した。

　つまり、この人物が二志名康晴氏であるらしい。僕が勝手に抱いだいていたイメージとは、かけ離はなれた容姿だった。髪かみはほとんど白く、瘦やせている。たしかに、夏月とも海さんとも全然似ていない。顔に刻まれたしわ、への字に結ばれた口元は、味わってきた苦労の深さを感じさせる。

　背景にはがらがらの本ほん棚だなが見えた。どうも、あの地下書斎で撮影した映像のようだ。

　しかし、動画ソフトのシークバーは刻々と進み、再生時間表示も一秒一秒増え続けているのに、二志名康晴は身じろぎするばかりだった。ほとんど音がしない。唇くちびるが動いているところを見ると、何かをしゃべっているようだが──

「九里浜、音量を上げろ」

　僕は指示した。九里浜はボリュームつまみやパソコンの設定をいじったが、しかし音はどんなに頑がん張ばっても出てこなかった。

「ハードが壊こわれているのか、そもそも小さい音しか録音されていないのか、どっちかね。一応何かを言っているみたいなんだけど……」

　スピーカーに耳を限界まで近づける。音を聞き取ろうと頑張ってみたものの、結局九里浜は首をひねりながら顔を離した。

「何か言っているみたいだけど、小さすぎて聞こえそうにない。別の端たん末まつで試ためせればいいんだけど……」

「ここにはないのか」

「ないのよねえ。言っとくけどこのあたり、いまだにブロードバンド網もうも届いてないのよ？」

「でも、こんなものを見せられると、何を言っているのか気になるな」

　海さんは言った。

　すると、葉月が進み出た。

「あたしにまかせてくれねーっスか？」

「君、パソコンの操作に詳くわしいのか」

「あのッスね。四年間も放ほう浪ろう生活している人間が、パソコンに詳しいと思うッスか」

「思わない」僕は即そく答とうした。「じゃあ、どうするつもりだ」

「読どく唇しん術じゆつでいけるんじゃないかと思うんスけど」

「読唇術！」

　意外な申し出だった。

「康晴さんは結構ゆっくりしゃべる方だし、音を聞きながらだったらなんとか理解できると思うッス。……誰だれかイヤホン持ってないスか？」

「なら、これを使え」

　長坂がポケットから携けい帯たい音楽プレイヤーを取り出し、イヤホンを取り外して葉月に渡わたした。

　葉月はイヤホンをセットし、パソコンの正面に座った。そして画像をもう一度最初から流し始める。

　画面を凝ぎよう視しする葉月の唇から、言葉が流れ始めた。

「……『海。これを見ているということは、おそらく私は死んでいるんだろう』」

　途と端たん、場の雰ふん囲い気きが一挙に引き締しまった。

「……俺へのメッセージか！」

　葉月は海さんに目配せして、続きを語り始めた。

「『私が死んだ後、おまえは苦境に立たされるかもしれない。だから、事実を言い残しておこうと思う。これはおまえにはつらい内容になるだろう。だが、私には真実をおまえに教える義務があると思う。だから、覚かく悟ごを決めて聞いてくれ。覚悟が決まらないなら、動画をここで止めるんだ』」

　そこまで言って、葉月は一時停止ボタンを押した。

「……だそースよ。どうするッスか」

　海さんに尋たずねる。水を向けられた海さんは、

「覚悟は決まっている。というか、ここで止められたらそれはそれで困る」

　と即答した。

　葉月は再生ボタンを押した。

「『私たちは四年前この地に引っ越こしてきたが、それ以前は戸有と呼ばれる村落に住んでいた……』」

　それからしばらく、基本的な情報の告白が続いた。戸有村のこと、魂たま裸ら醒せのこと、家族のことなど。しばらくの間は僕でも知っていることばかりが語られていたが、やがて話は戸有内乱のことに及およびはじめた。

「『おまえの魂裸醒と記き憶おくを封ふうじたのは、この私だ。そうせざるを得なかった──事実を聞かされた以上は』」

　葉月の言葉が止まる。画面中の二志名康晴がいったん口を閉とざし、座り直したからだった。腰こしを落ち着けると、二志名康晴は話を続けた。

「『内乱が起きた時、八阪井三十四は五月と海、亘理一花を血祭りに上げた──ということになっている。だが、真実はそうではないんだ』……そうそう、真実はそうじゃないんスよ。亘理が仕組んだことなんスから……」

「あなたのコメントはいらない。黙だまって翻ほん訳やくしなさいな」

　九里浜がせかす。

　ところが、葉月の翻訳はいつまでたっても再開しなかった。二志名康晴がトイレにでも行ったのか、と思って画像に目をやるが、相変わらず康晴氏は唇を動かし続けている。

「葉月、しゃべりづめで顎あごが疲つかれるとは思うけど……」

　そろそろ休きゆう憩けいを差し挟はさむべきか、と葉月に目をやる。

　相変わらず葉月は画面を凝視していた。だが、その表情は明らかに変化していた。目を見開き、口を半開きにしている。

「なにを……！」

　明らかに康晴氏の台詞せりふではない言葉が漏もれ、全員の視線が葉月に集まった。

「……そんな馬ば鹿かな！　なに言ってんスか康晴さん！」

　立ち上がった葉月は画面の角をつかんでいた。しかし揺ゆすったところで、いまさら康晴氏の語りが変化するわけでもない。

「待て葉月！　どうした!?」

「父さんは何を言ってるんだ。教えてくれ」

　海さんの懇こん願がんの声に、葉月は振ふり向いた。

　海さんを見る葉月の目が変化していた。疑いの眼まな差ざしを、葉月は海さんに向けていた。それまでは、年の離はなれた兄と妹という感じの親密な態度だったのに。

　その眼差しに気づいて、海さんは思わず身を引いた。

「……あっ」葉月が声を漏らした。「いや──なんでもないッス。その──」

　口ごもり始める。場を取り繕つくろうとするが、意味のない言葉を重ねるばかりだ。

「落ち着いて。康晴さんは何を話していたんだ」

　と、その時携帯の着信音が鳴った。

「あたしッス！」

　天の助けだ、と言わんばかりに葉月は速そつ攻こうで電話を取り出し、通話を開始した。

「もしもし？　……あー、そースか？　じゃあすぐ出るッス」

　すぐに通話を切ると、葉月はパソコンの横に手を回し、ディスクを取り出して立ち上がった。

「もう、すぐ外に先生が来てるらしいッス。もう行かないと」

　ステフと海さんを急せかそうとする。

「ちょっとちょっと」九里浜が待ったをかけた。「康晴さんは何を言ってたの。教えなさいよぅ」

「なんでもいいじゃないッスか。あたしらは急いでるんで、もう帰るッスよ」

　けんか腰ごしで言い返す葉月。当然この態度は九里浜の反発を招いた。

「待ちなさいよぅ！　だったらディスク置いてきなさいな！」

「何馬鹿なこと言ってんスか！　これは康晴さんが海さんに残したもんスよ。なんであんたにやらなきゃなんないんスか！」

　正論だった。グ、と九里浜が返事に詰つまった隙すきに、葉月はステフと海さんの背を押して家の外に出てしまった。

　九里浜分家の庭の隅すみの方に、二人の人物が立っていた。どちらも見覚えのある人物だった。

「……大助君！」

　うち一人、夏月が僕の姿を見つけて駆かけ寄ってきた。

「どうしてこっちに来たんですか！」

「九里浜の親しん戚せきの家に遊びに来たんだ」僕は適当に答えた。「夏月も、こっちに来てたのか」

　よく考えてみれば当たり前の話だ。夏月は葉月を追いかけていたはずだから。

「……でも、どうしてあの人と一いつ緒しよにいるんだ？」

　遅おくれて、もう一人の人物が歩み寄ってきた。黒いチャンパオを着用した女性が。

　辻浦文美。かつて、伊勢谷たちを使し役えきして僕たち──というか三千人さんに戦いを挑いどんできた人物だった。過か醒せいで暴走した伊勢谷の破は壊かいに巻き込まれて行方ゆくえ不明になっていたのだが、どうやら命を拾っていたらしい。

　あの時のことを思い出して、反射的に身構える。しかし、夏月が手をかけて制した。

「構える必要はありません。私、辻浦先生に助けてもらったんです」

「……助けてもらった？」

「その通り」辻浦が言葉を受ける。「夏月も裏切り者として処分されかけたんでね」

「なんだって!?　葉月と連れん絡らくを取り合っていたことがばれたのか」

「と、井倉さんたちは言いがかりをつけてきました。決定的な証しよう拠こは無かったんですが……」

「ま、名目は何でも良かったのだろう」辻浦が説明した。「おそらく、亘理銑十郎の指示だ──なんらかの理由をつけて夏月を処分しろ、とかいう」

「夏月を処分……？」

「亘理の真の狙ねらいは三千人さんの排はい除じよだ。今、三千人さんは村に足止めされているんだよな？　一人でいる夏月をどうにかして切り崩くずし、連帯責任で三千人さんを罰ばつする──というところだろう」

「とうとう、私も反乱派の一員として認にん識しきされてしまったようです」

　夏月は嘆なげきの声を吐はき出した。

「ついさっきまで私たち、亘理義顕さんたちに追いかけられていたんですよ。なんとかまくことができたみたいですけど……」

　そこまで言って、夏月ははっと息をのんだ。

「そういえば大助君、義顕さんと何があったんですか」

「いや別に。えーと、ちょっとした小こ競ぜり合いみたいなものはあったかもしれないな」

　僕は即そく答とうした。

　夏月も即そく断だんした。

「ウソですね」

「…………」

「魂たま裸ら醒せを出して、義顕さんから裸ら光こう石せきを奪うばい取ったそうじゃないですか」

「あ、そォそォ。こいつ、何な故ぜか魂裸醒を出しやがったんだが……なんでだ？」

　横から長坂が言ってきた。

「今の状じよう況きよう下かで魂裸醒を出せるということは、考えられることは一つしかありません。……大助君、胸むな元もとを見せて下さい」

　夏月は自分の胸元を指でつついた。

　……間ま違ちがいなく、夏月は気づいている。それでも僕は抵てい抗こうした。

「絶ッッ対イヤ」

　力を込めて断言してみたが、夏月は無言で僕を睨にらむばかりだった。

「……わかったよ」

　僕はシャツのボタンを外し、胸元を外気に晒さらした。夜の闇やみの中で、胸元の過か醒せい紋もんはよく光り、目立っていた。

「……なんてこと」

　ショックを、夏月は隠かくそうとしなかった。目をみはって手を伸のばし、過醒紋をなぞる。その指先は、わずかに震ふるえていた。

　しばらくその姿勢でじっとしていたが、夏月は急に頭をバッともたげた。今にも泣き出しそうな瞳ひとみで僕を見上げる。

「大助君、今すぐにでも魂裸醒封ふうじをしなきゃ……！」

「ダメだ！」僕は首を振ふった。「魂裸醒を捨てるだなんて。それに、今の状況で魂裸醒を使えるってのはアドバンテージだろ」

「過醒になった人がどんなことになるか、大助君もわかってるでしょ！」

　これほど取り乱した夏月を見るのははじめてだった。明らかに、当の僕より動転している。

「わかってるさ！　でも──」

「わかってないです！　大助君、このままだと死ぬんですよ!?」

　夏月は僕の肩かたをつかんでゆすった。かなり興奮しているせいだろう、僕の頭はガクガクと強きよう烈れつに揺ゆさぶられた。するとまたもどくんと鼓こ動どうが走り、過醒紋がひときわ強い光を放った──
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「──わかってるさ」

　顔面を押さえつつ、僕は答えた。

　夏月の目の前で理性を失うわけにはいかない──自分で制せい御ぎよできるんだということを証明しなくては。

　過醒紋の異常に気づき、夏月は僕から手を離はなしていた。夏月が凝ぎよう視ししているうちに、過醒紋の輝かがやきは元の弱さに戻もどっていく。

「過醒紋はまだ五円玉サイズだ。もうしばらく放置していても大だい丈じよう夫ぶだろ」

「大丈夫じゃないですよ！　今光ったでしょ!?　大助君、過醒の負担っていうのは──」

　夏月が言いかけた時、また電話の着信音が鳴った。今度は僕の携けい帯たいだった。取り出してみると、発信者名は「三鶴城哲矢」とある。

「この話、家に帰ってからにしよう」

　夏月に言いつつ、僕は通話ボタンを押した。課題山積だ、と内心うんざりしつつ電話を耳に押し当てる。

　受話器の向こうから聞こえてきたのは──

「よお。外流！」

　今、もっとも聞きたくない声、亘理義顕の声だった。
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　　幕間




「クキエェェ──ッ!!」

　怪かい鳥ちようのごとき絶ぜつ叫きようが、山中に轟とどろき渡わたる。

　八阪井三十四がばらまく黒い霧の中、迅は半はん狂きよう乱らんで刀を振り回していた。鍔つばのない居合い刀をやたらめったらに振り回すなど、それこそ魂裸醒にしかできない芸当である。必殺の斬ざん撃げきを、迅は乱れうちしていた。

　しかし、目に見えない斬撃を、八阪井三十四はひらりひらりと避よけていた。まるで迅の斬撃の軌き跡せきを予測しているかのように身を翻ひるがえし、白はく刃じんから逃にげる。

　霧きりそのものを相手にしているようだ、という錯さつ覚かくを迅は覚えはじめていた。ともすれば、あの鉄仮面、黒コートの下には黒い霧しか存在しないのではないか、と。

　袖そで口ぐちからのぞく手首、鉄仮面の下の顎あごから首にかけた部分、などわずかに見える地じ肌はだの部分に斬撃を加えることができれば、きっと赤い血が流れ出ることだろう。が、鉄仮面の男はまったく隙すきを見せなかった。

「……フゥゥ──ッ！」激しく息を吐はき出す迅。「さすがは銀ぎん剣けん持ち、一ひと筋すじ縄なわではいかないようだな……！」

『褒ほめてもらえるとは光栄だ』

　迅に応じて、八阪井三十四も逃げる足を止めた。もちろん、十分な間合いを置いている。迅の刀の長さに、迅の踏ふみ込み一歩分を加えた距きよ離りが、二人の間にはあった。八阪井三十四は、迅の間合いの限界をきっちりと見切っているのだ。

　内戦で多くの同どう胞ほうを殺した八阪井三十四の実力は、四年を閲けみしてますます磨みがきがかかっているかのようだった。

　だからこそ、迅には八阪井三十四の動きが理解できなかった。

「どういうつもりだ！　やる気があるのか!?」

『おまえの攻こう撃げきを避けるだけで精せい一いつ杯ぱいなんだよ』

　八阪井三十四の表情はわからない──鉄仮面で顔を隠かくしているので。ただ、息を切らしている様子もなく、かなり余よ裕ゆうがあるらしいことは見て取れる。

「馬ば鹿かなことを！　おまえは四年前、戸有に殺さつ戮りくの嵐あらしをもたらした。おまえの力はこれだけではないはずだ！」

『そんな昔の話を持ち出さないでくれ。俺ももう若くないんだ。ろくすっぽ鍛たん錬れんもしてなかったし』

「冗じよう談だんはよしてもらおうか！　四年も鍛錬を欠かしていた奴やつが、私の攻撃を避けられるはずがあるかッ」

『この四年間、鍛錬したことといえば、鉄仮面をかぶったまま、メロンパンを平らげる練習くらいのもんだ』

「真しん剣けんに相手しろ！　さもなくば殺す！」

『どっちにしろ、殺すつもりなんだろう』

　迅の絶叫に、八阪井三十四は肩かたをすくめただけだった。

『まずは俺に一ひと太た刀ち浴びせてみろ。それができたら、おまえの目の前でやって見せてもいい』

「……何をだ？」

『鉄仮面をかぶったままどうやってメロンパンを食うか、興味はないか？』

　長いこと迅は黙だまり込んだが、やがて底鳴りするような低い声を絞しぼり出した。

「……いいだろう……！　今から貴様を膾なます切ぎりにしてやる!!　メロンパンを喉のどに詰つまらせて死ね!!」

　迅は一いつ瞬しゆんで二歩踏み込み、八阪井三十四に斬きりつけた。

　予想以上に伸のびてきた剣けん先さきに、さすがの八阪井三十四も反応が遅おくれた。大きく身を逸そらすものの、刀の先っぽに黒いコートが引っかかる。コートの端はしが小さく裂さけた。

『フフ……そんなに俺の隠し芸が見たいんだな？』

　しかし余裕の体ていで、八阪井三十四は言い返した。

「その隠し芸、私も是ぜ非ひ見てみたいものですね！」

　突とつ然ぜん、八阪井三十四の背後から声。二人の戦いを遠くから見ていた井倉が、いつの間にか回り込んでいた。両手でライフルを構えながら。

『…………!!』

　井倉がライフルを連射する。撃うち出された実じつ弾だんは、コートに複数の穴をあけた。

　八阪井三十四は咄とつ嗟さに木の陰かげに隠れた。放たれる弾だん丸がんが、木の幹を削けずっていく。

「フッフッフッ！　とうとう我が魂たま裸ら醒せ『アボミナブル・スノウマン』の力を見せる時が来たようですね！」

　カチリという音とともに、ライフルは弾たま切ぎれを起こした。それを聞いた瞬しゆん間かん、井倉は魂裸醒を発生させた。

　井倉のすぐ横に、雪だるま状の魂裸醒が現れる。ただし身長は二メートル以上、そんじょそこらの素人しろうとが作れるようなサイズではない。井倉は雪だるまの中にずぼっと手を突つっ込むと、中から予備の弾たまを取りだした。迅が八阪井三十四に斬りかかっている間に、弾丸を込めていく。

　ポータブル冷蔵庫──それが井倉の魂裸醒の力だった。雪だるまの中に物資を押し込み、任意の場所で自在に取り出すことができる。容量は実質的に無限大、一度雪だるまの中に押し込んだものは、常人の目からも見えなくなる。だからあらゆる種類のものを運ぶことができるのだ──たとえば、大量の死体でも、ライフルでも。

『そいつは銃じゆう刀とう法ほう違い反はんじゃないのか！』

　木の陰に身を隠したまま、八阪井三十四は叫さけんだ。

　井倉の持つライフル自体は魂裸醒ではない。魂裸醒の肉体の頑がん健けんさ、治ち癒ゆの早さからすれば、実物のライフルの弾程度では死にはしない──脳や醒せい臓ぞうを一発で吹ふき飛ばされない限り。ただしダメージを食くらえば動作に支障が出るのは避け得ず、それは致ち命めい的になりうる。迅という手練れを相手にする場合は。

「フン！　こんな山の中だ、どこかの人が猟りようをしている程度にしか思われないでしょうよ！」

　井倉は十分な距離を置いたまま、大きく回り込んで連射した。狙ねらいはさして正確ではなかったが、一発でもヒットすれば状じよう況きようは大きく変わる。八阪井三十四は木の幹を盾たてにしつつ、動いた。

「……クキエェェ──ッ!!」

　銃じゆう弾だんの雨がやんだところに、迅の抜ばつ刀とうが飛んでくる。地面に身を投げて転がり、八阪井三十四は胴どうを輪切りにされるのを回かい避ひした。地面を蹴けって大きく飛び、間合いを取り直す。

『……二人とも、そんなに俺の隠し芸が見たいとは、驚おどろきだな』

　ぱっぱっとズボンやコートに付いたほこりを払はらい、八阪井三十四は直立した。二人を視界に捉とらえるように、慎しん重ちように身体からだの向きを定める。

『それじゃ、そろそろ本気を出すか……！』

　宣言に、迅と井倉がともに身を引き締しめた。八阪井三十四はいかなる手に出るのか、と目を離はなさぬまま緊きん張ちようを高める。

　ところが──

　八阪井三十四は右手で指ゆび鉄でつ砲ぽうを作り、迅に狙いをつけた。

「……なんのつもりだ！」

　迅は片目を大きく見開いた。

『井倉が銃じゆうを撃ってくるのなら、俺も銃で対たい抗こうしようと思ってね』

「…………」

　冗じよう談だんを言っているようにしか聞こえなかった。

『突然頭がおかしくなったのか、とでも言いたそうな顔をしているな』

　先回りして八阪井三十四は言った。

『人生を一変させるような出来事に出会うと、衝しよう撃げきで魂裸醒はその姿を変える。七年の昏こん睡すいから目覚めた俺は、新たな魂裸醒を手に入れた──と言ったら、信じるかい』

「……その指鉄砲が、新たな魂裸醒だと？」

『その通り。魂裸醒にすら見えない魂裸醒だ』

　プ、と井倉が吹き出した。

「はっはっはっ！　銀ぎん剣けん鬼おに食じきを与あたえられた男が、トチ狂くるったものですね！　そんなものにびびって私たちが矛ほこを収めるとでも言うのですか!?」

『トチ狂った、とは失礼なことを言う。俺は本気だよ。ハッタリじゃない』

「ハッタリではないというのなら……」

　迅は、腰こしを落として低く構えた。神速の居合いをいつでも出せる、という体勢である。

「撃てるものなら撃ってみろ！　何がこようと叩たたき落とす！」

『空中で弾を切り落としてやる、ってか』

　八阪井三十四は黙り込んだ。

　迅は全神経を集中させ、三十四の攻こう撃げきを待つ。

　夏の夜の冷たい風が吹き抜ぬけていく。沈ちん黙もくは永遠に続くとも思われたが、ついに八阪井三十四は指鉄砲を撃った。

『バーン』




　次の瞬しゆん間かん、迅の腹部が炸さく裂れつした。




「…………なに？」

　何が起きたのか、すぐに理解できなかった。

　迅の目には、何も見えていなかった。

　まるで、あらかじめセットされていた爆ばく弾だんが遠えん隔かく操作で爆ばく発はつした、という風にしか思えなかった。

　腹部を、突とつ然ぜん噴ふん霧む器きで吹き飛ばされたかのようだった。肉体は霧きりのように四散して、あとから現れたのは、ぽっかりとあいた大きな穴。

　醒臓を中心に吹き飛ばされたのだ、と悟さとった瞬間、迅はその場に倒たおれ込んだ。

　無防備に八阪井三十四が近づいてくる。反はん撃げきしなければ、と迅は思ったが、もはや魂たま裸ら醒せを出すことはできなかった。放心した目で、黒衣の男を見上げる。

『隠かくし芸を見せるわけにはいかないようだ』

　八阪井三十四は静かに迅を見下ろしていた。

『だから言っただろ？　おまえごときに俺を倒すことはできない、とな』

「その……ようでした……ね」

　カハッ、と迅の口から血が吐はき出される。もはやそれ以上、迅は口を利きくことができなくなった。せめて最さい期ごに反撃しようと刀を持ち上げたが、切っ先はあらぬ方向を向き、黒い霞かすみだけを裂さいて、しまいには消しよう滅めつした。
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『……さて』

　迅を見下ろしたまま、八阪井三十四はさっと真横に指鉄砲を向けた。

　その示す先には、突とつ然ぜんの炸裂に呆ぼう然ぜんとしていた井倉、はっと気がついて三十四にライフルを向けた井倉がいた。

『どっちが早いか試ためしてみるか？　ま、仮におまえの方が早くても、死ぬのはおまえだが』

「ヒ……！」

　井倉の銃じゆう口こうは震ふるえていた。顔から、手から冷や汗あせが滝たきのように流れ始める。今まで軽々扱あつかっていたライフルが、突然重く感じられる。手の中から滑すべり落ちそうになる。

　八阪井三十四は、指先を向けたままずかずかと井倉に向かって歩き始めた。

「ヒィ！　ヒィィィィッ！」

　井倉はライフルを投げ捨てた。思わずその場に尻しり餅もちをつき、その体勢のままにずりずりと後退する。奇き妙みような四つ足歩行は不気味なくらいに速かったが、しかし立って歩く人間を振ふり切れるはずもなかった。至近距きよ離りまで近づかれると、井倉は腹を据すえて、

「ごめんなさい！　お願いですから命だけは助けて下さいッ」

　土ど下げ座ざして額を地面にすりつけた。

『…………』

　長い静せい寂じやくが訪おとずれた。井倉にとっては時の流れが止まったようにも思われたが、

『助けてやる』

　その一言で時は動き出した。

「本当ですか!?」

『当然、条件はある』

　指先を向けたまま、八阪井三十四は言った。井倉は頭を上げると、

「どんな条件でも吞のませていただきます！　なんなら鼻でキャットフードを食べても……！」

『おまえの隠し芸に興味はない。伝言を頼たのみたい』

「……伝言ですって」

『亘理銑十郎に伝えろ。俺を殺したいなら、おまえ自身が出てこい、とな。剣けん舞ばい連れんが何人いるのか知らないが、たとえ百人連れてこようが、俺を殺すことはできない。百人刺し客かくを送ってくるのなら、俺は百人殺す。戸有内乱は幼よう稚ち園えん児じのお遊ゆう戯ぎでした、と思えるような目に遭あわせてやるからな』

「一言一句、間ま違ちがいなく伝えさせていただきます」

　井倉は平身低頭した。

『結構。行け』

　その言葉をもらうと、井倉はバネで弾はじかれたように飛び上がった。百メートル走世界新が出せそうな勢いで全力疾しつ走そうしていく。

『ちょっと待て！』

　三十四が呼び止めた。

　びくぅ！　井倉は飛び上がった。その場に立ち止まり、恐きよう怖ふに見開かれた両目を三十四に向ける。

『迅を連れて行け。野ざらしはかわいそうだろ』

「は、はいーッ！」

　またも全力で、井倉は迅のもとに駆かけつけた。

　迅の瞳ひとみは見開かれたまま、光を失っていた。胴どう体たいに巨きよ大だいな穴があいており、悪くすると上半身と下半身がちぎれそうだった。井倉は慎しん重ちように、自分の魂裸醒の中に迅の死体を押し込んだ。

『もう一つ』三十四は付け加えた。『亘理に伝えろ。迅の死に方がこの上なく幸福な死に方だったと思えるような目に遭わせてやる、ともな』

　もはや、井倉は何度も必死に頷うなずくよりなかった。作業を終えると、全力でその場を駆け去っていく。

　八阪井三十四は長いこと井倉の後ろ姿を眺ながめていたが、夜よ闇やみに紛まぎれて見えなくなると、肩かたこりを気にするように首に手を回した。

『まさかライフルを持ち出されるとは思わなかったな。鉄仮面をかぶったままメロンパンを食べるだなんて、できないことは約束するもんじゃない』

　三十四は井倉と逆方向に歩き出した。ぶつぶつとぼやきながら。




　　三ヶ条の要求




　ショックのあまり、しばらく僕は口を利きくことができなかった。

「もしもし？　まさか耳が聞こえないとか言うんじゃないだろうな！」

　亘理義顕の乱暴な呼びかけに我に返り、言い返す。

「なんで……なんでおまえが哲矢兄さんの電話からかけてくるんだ!?」

「そりゃ決まってるだろ？　おまえの兄貴をとっ捕つかまえたからだ。声を聞かせてやろうか？」

　がさがさと音がした。が、それだけだった。低い呼吸音らしいものが聞こえるが、誰だれも何も語らない。

　しかし、電話口の向こうに哲矢兄さんがいるであろう事は、明白だった。

「悪いなあ？」しばらくして、義顕の声が戻もどってきた。「おまえの兄貴、おねむさんらしいね？」

「この野や郎ろう！　兄さんは関係ないだろ……ッ！」
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　またも鐘かねで頭を撞つかれるような鼓こ動どうに襲おそわれたが、なんとか耐たえきった。理性が飛んでしまったら大変だ──今は、心を平らにしなければならない。

　こちらが必死の努力を続けている間、義顕は語り続けていた。

「おまえの兄貴を見つけられたのはラッキーだったねえ！　逃にげる夏月を見失ったんで、車を調達しようとしたのさ。そうしたら、最初に見つけた車がおまえの兄貴の車だったってわけだ。ま、なんだかんだあったが、勝利の女め神がみは最終的には僕にほほえむってことだな！」

「要求はなんだ。兄さんを人ひと質じちにして、なにがしたい」

「要求は三つある」

　陽気だった義顕の声が、急に険しさを増した。

「まず、僕から盗ぬすんだ裸ら光こう石せきを返してもらおうか。次に、おまえとの決着をつけたい。なめられっぱなしじゃ僕のプライドに関かかわるからな……！　正々堂々とケリをつけるんだ」

「人質取っておいて正々堂々とは、相変わらずジョークのセンスが冴さえてるな」

「それから」義顕は僕のツッコミを無視した。「二志名康晴の調査資料をよこせ」

「……調査資料って？」

「とぼけてんじゃねえよ！　二志名康晴がこの辺の地質調査をして、蛍谷窟を探してたってのはわかっているんだ。僕たちはその調査資料が欲しいんだ──なんのためにこの僕が、わざわざこんなド田舎いなかくんだりまであんな残ざん骸がいを見に来たと思うんだ？」

　九里浜の想像通り、義顕は二志名家に残されたものを探しに来ていたようだ。

「そんなものはここにはない──と言ったら？」

「探せよ。焼けていたとしても切れっ端ぱしくらいあるだろ？　かき集めて持ってこい」

「無茶なことを言うな」

「立場をわきまえろよ！　なんなら『今すぐ一億円用意しろ、さもなくば兄貴を殺す』って言ってやってもいいんだよ？」

　僕は黙だまり込んだ。

「あくまで、おまえにできる範はん囲いで言ってやっているんだ。むしろ感謝して欲しいもんだ。……あとな、二志名海を連れてこい」

「……四つ目の要求だな」

「うるさい！　僕が要求を百個言ったら、おまえは百個とも黙って受け入れるんだよ」

　わかった、と言いかけて、僕と海さんがここで会ったのは偶ぐう然ぜんだということを思い出した。義顕は、ここに海さんがいることを知らないはずだ。

「なんでそんなことを僕に言うんだ？　海さんは──えーと──井倉さんが連れて行ったはずだけど」

「反乱派の連中に持って行かれたんだよ。八阪井夏月に言って、連れてこい。夏月も反乱派に手を貸してたってことは、もう割れてるんだ。あ、そうだ、八阪井夏月ごと連れてこい。裏切り者は処しよ刑けいしなきゃならねえ」

「五つ目か。最初の要求を忘れてしまいそうだ」

「五つくらい覚えとけ！　いいか、全部僕の言ったとおりにするんだぜ。一つでも忘れていたら、おまえの兄貴の命はないからな」

「必要物件を全部集めることができたとして、どこに持って行けばいいんだ」

「僕のいるところに決まってんだろ。ここに来い」

「『ここ』でわかるか！　住所を言え」

「知るかよ！　地面に住所が書いてあるわけないだろうが！」

「兄さんの車にカーナビがあるだろう」

「あー……」ちょっと沈ちん黙もく。「故障しているようだな」

　アホか、と思った。つい昼間までカーナビは問題なく動作していたのだ。義顕め、カーナビの操作方法を知らないことを認めたくないのだろう。

「ランドマークになりそうなものはないのか」

「目立つ物……」また沈黙。「近くにトーテムポールが二本立っているな」

「トーテムポール？……ああ、あそこか。了りよう解かいした。可か及きゆう的てき速すみやかに、そちらに行く。兄さんに指一本でも触ふれてみろ、ただじゃ済まさないからな」

「そっちこそ、妙みようなマネをするんじゃない。さもなくば、トーテムポールのてっぺんに顔がもう一個増ふえることになるからな？　じゃ、楽しみに待っているよ」

　最後にそう言い、義顕は一方的に通話を切った。

　怒いかりのあまり、電話を地面に叩たたきつけそうになった。

「大助君……」

　ふと気づくと、夏月が僕を心配そうに見上げていた。僕は事情を手短に説明した。

「少なくとも、僕の魂たま裸ら醒せを封ふうじるのはこの件を片づけてからにして欲しい」

　という言葉で、説明を締しめくくる。

　夏月は難しい顔で黙り込んだ。

「面めん倒どうな話になってるみたいッスね」

　そうコメントしたのは、葉月だった。

「葉月、海さんを貸してくれ」

　頼たのみ込むと、葉月は心底不思議そうな顔をした。

「何言ってんスか？　海さんは貸せないッスよ」

「ちょっと待ってくれ。それはどういう──」

　手のひらを突つき出して、葉月は僕を黙らせた。

「人質に取られている人は、別にあたしには縁えんもゆかりもない人ッスよ。なんでわざわざ海さんを危険にさらす必要があるんスか」

「それはそうだけど……！」

「葉月、それはいくらなんでも冷たいですよ！」

　夏月も僕に加勢してくれた。が、それは葉月の態度をかたくなにする結果に終わった。

「冷たいとか冷たくないとかいう問題じゃないッスよ。あたしらにとっては海さんを保護するということが第一義であって、他ほかのことは知ったこっちゃないッス」

「『尻しつ尾ぽ』のことを教えてあげたじゃないですか！」

「さっき辻浦先生が助けてくれたっしょ？　あれでチャラッスよ」

「ぐ……！」

　夏月は言い返す言葉を失った。

「それとも、この間みたいに力ずくでどうにかするッスか？」
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　三助はパープル・シックルを発現させた。いきなり鎌かまの刃はまで出して、葉月を威い嚇かくするように構える。

「君があくまでそう言うんなら、力ずくでどうにかする。兄さんの命がかかっているんだ」

　葉月は耳を疑った。三助が本当に力ずくでどうにかしようとするとは思っていなかったのだ。

　が、三助の目を見て、真剣であることを悟さとると、すぐさま魂裸醒レッド・ダイアモンドを発現する。夏月のブルー・ハンマーと対ついをなすような、赤い手てつ甲こう足甲が、彼女の手足を包んだ。

「だめですよ三助君！　そんなことしちゃ、──！」

　二人の間に割り込もうとする夏月。しかし夏月の声を遮さえぎるように、

「…………ううう……!?」

　海が奇き妙みようなうめき声を漏もらした。人の心を不安にするような、不気味な咆ほう吼こうだった……
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　不気味な声にはじき飛ばされるように、僕のパープル・シックルが消し飛んだ。背中に荷物を背負わされたような疲ひ労ろうを感じて、その場に膝ひざをつく。

　またもや理性がすっ飛んだ。だんだんルールがわかってきた──怒いかりにかられると、突とつ然ぜん何者かに乗り移られたみたいになって、無意識のうちに魂裸醒が出てくる。その怒りを維い持じできなくなると、理性が戻もどってくると同時に魂裸醒が消える。

　今も、海さんの不気味な声に恐きよう怖ふをかき立てられ、意識が戻った。

　まるで自分が自分でないようだ。

　底の知れぬ沼ぬまに足を囚とらわれたような気分だった。これでは、「魂裸醒を使える」とはとても言えない。無意識に囚われた僕は、魂裸醒を振ふるって何をしでかすだろう。以前九里浜の首を締め上げたことを思えば、だいたいの想像はつく。

　……だが、今はこれに頼たよるしかないのだ。

　視線を投げると、海さんもまた不意の疲労に襲おそわれたかのように肩かたを上下に震わせ、顔面を両手で覆おおい隠かくしていた。

「どうしたんスか海さん！」

「海さん、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

　夏月と葉月もいったんいがみ合いをやめて、左右から海さんの身体からだを支えるように押さえる。

　海さんはその格好のまましばらくじっとしていたが、やがて手を下ろすと、双ふた子ごの姪めいの顔を順番に見た。

「葉月に……夏月」

　おや、と思った。今まで柔にゆう和わ、悪く言えばぼんやりとしていた海さんの目つきが変わっていた。鋭するどさを増している。ワシのよう、とまでは言わないが、ネズミを狙ねらう猫ねこのように、真しん剣けんに注意を配っている。

「今のが、その──魂裸醒って奴やつなんだな」

「海さん！　魂たま裸ら醒せが見えたんスか!?」

　葉月が叫さけんだ。魂裸醒が見えるということは、魂裸醒が使えるということだ。

　海さんは、自分の両手をじっと見つめた。

「よく……わからない。ただ、何かを思い出せそうな気がするんだ」

　夏月と葉月は顔を見合わせた。

「鎌でしょうか」

「鎌ッスね」

　そして、同時に僕を見る。

「僕の魂裸醒がどうしたんだ」

「その……」口ごもりながらも、夏月は言った。「海さんの魂裸醒は、大助君と同じような死神の鎌の形をしていたんです」

「……へえ」

　魂裸醒の形状は、当人の想像力による。潜せん在ざい意識に潜ひそむ本能が、知識のうちにある概がい念ねんの一つを選び、魂裸醒の形状を決定するらしい。故に考え方が似る親子、兄弟では似たような形状の魂裸醒になりやすいのだとか。夏月と葉月の魂裸醒の形状が酷こく似じしているのは、そういう理論によるのだそうだ。つまり、魂裸醒の形状が似るのは決して珍めずらしいことではない。

　海さんが僕の前に進み出た。

「三鶴城君。俺のことをお兄ちゃんと呼んでみてくれないか」

「遠えん慮りよさせていただきたい」僕は拒きよ否ひした。「それに僕は、兄のことは昂治兄さん、哲矢兄さんと呼んでますので」

「そうか」海さんはドライに言った。「……その哲矢兄さんが、亘理義顕に捕つかまっているんだったよな」

「そうです」

「じゃあ、行こうか。君のお兄さんを解放しにいこう」

「ちょっと海さん、そんな勝手なこと──」

　葉月が止めようとしたが、海さんは首を振った。

「彼は俺に色々よくしてくれた。その彼を放ほうり出して、俺だけが安全な場所に逃にげるというのは、いただけないね。それは恩知らずってもんだ」

「それでは、──」

　僕が問い返すと、海さんは微ほほ笑えみを返した。

「連れて行ってくれ。その、トーテムポールが生えているという場所へ」




　　奥州オーストラリア村




　平磐や沼渡田みたいな田舎いなかにも、かつてバブル経済の波が押し寄せたことはあった。

　全国にリゾート開発の気運が高まっていた頃ころ、どこぞの企き業ぎようが平磐と沼渡田にまたがる広大な森林地帯にテーマパークを作ろうと一大計画を打ち立てた。

　その名も「奥州オーストラリア村」。なだらかな丘きゆう陵りよう地帯に生えている森を刈かりつくし、広大な牧草地帯として牛やら羊を放す。「自然とのふれあい」を主題としたアミューズメントを作ろうとしたのである。

　この開発には、自治体が一枚嚙かんでいた。当時は平磐も沼渡田も合がつ併ぺい前で、旧平磐市も旧沼渡田市もこの計画には基本的に無関かん与よだった、ということは両者の名めい誉よのために言い添そえておかねばならない。当時は単独自治体だった穂垂村、それに隣りん接せつする町村が集まって、第三セクター開発を行おうとしたのだった。

　はじめのうち、開発は順調に進んでいた。景気のいい話ばかりが先行していたが、やがてバブル経済は崩ほう壊かいを迎むかえる。当局も企業もあっという間に経済的体力を失い、奥州オーストラリア村構想の放ほう棄きを宣言した。自治体はその規模にしてはえらい額の借金を背負うことになり、丘陵地帯は半はん端ぱに開発された状態で放置されることとなったのだった。

「……ここは本当に日本なんですか？」

　あたりを見回しながら、夏月がぽつりと感想を口にした。

　このあたりは、どこまでも続く開けた草原地帯という日本の田舎にしては珍しい光景が続いている。巨きよ大だいなバブルの爪つめ痕あとだ。特にその象しよう徴ちようとなっているのは、奥州オーストラリア村の入場ゲートとなるはずだったトーテムポールである。

　なにしろ、オーストラリアと標ひよう榜ぼうしているくせにトーテムポールなのだ。当時の開発者たちの「とりあえず施し設せつを作っておけば入場者がたくさん来てウッハウハだぜ」というヤケクソぶりを暗示していると言い切れる。こいつを初めて見た時は「せめてブーメランとかじゃないのかな」と子供ながらに思ったものだ。

　トーテムポールのすぐそばに到とう着ちやくする。あたりは静せい寂じやくに包まれていた。ここら一帯は当局と企業とが土地をあらかた買い上げたため、人家などというものは存在しない。公共交通機関からのアクセスも猛もう烈れつに悪いので、完全な静寂に包まれている。このような広こう漠ばくとした雰ふん囲い気きは、オーストラリア的と言えなくもない。

「……で、亘理義顕はどこにいるんだい」

　海さんが尋たずねた。

　僕たちは三人でここにやってきた。

　海さんは父の編へん纂さんしたファイルを脇わきに抱かかえ、裸ら光こう石せきのペンダントを下げている。これで、五つの要求はすべて満たしている。問題は、要求を突つきつけてきた奴やつの姿が見えないということだが──

「いいですか」夏月は僕の手を取った。「亘理さんは人ひと質じちを盾たてに、色々な挑ちよう発はつ行こう為いをしてくると思います。でも、絶対に怒いかりに心を奪うばわれないようにして下さい」

「わかってるさ。僕の心はスケートリンクのように真っ平らだ」

　偽いつわらざる心境を述べたつもりだったが、夏月は全く信用していないようだった。

　先ほど試ためしてみたのだ──裸光石を持っていれば、意識を奪われることなく魂たま裸ら醒せを使うことができるのではないか、と。結果は失敗で、簡単に意識がすっ飛んだ。ひとたび理性のたがが外れたら、我ながら何をしだすか知れたものではない。夏月が心配するのも当然だろう。僕も心配だ。

「近くに葉月と辻浦先生が潜んでいます。戦せん闘とうは私たちが受け持ちますから、大助君は極力魂裸醒を使わないようにして下さい」

　基本方針は以下の通りだ──僕らは交こう渉しようするふりをする。隙すきを見つけ次し第だい、葉月と辻浦が突とつ撃げきして哲矢兄さんを奪だつ還かんする。九里浜が軽トラで待機しているので、哲矢兄さんをそこに乗せて離り脱だつさせる。

　あとは義顕をボコボコにする。

「机き上じようではどんな作戦も完かん璧ぺきなんだけどな……」

　問題は義顕側の戦力だ。

「哲矢さんの奪だつ回かいが第一目的ですからね。決着をつけるなどとは考えないで。最悪、向こうは平磐に来ている剣けん舞ばい連れん四人を全員揃そろえている、なんて可能性もありますから」

「最悪だな」

「まあ、最悪のケースですけどね。多分一人か二人しか来ていないと思うんですが……」

「いや、僕が最悪だと言ったのは、亘理の性格の方だ」

　その言葉を聞くと、夏月は悲しみと苦しみが入り交じったような顔を見せた。

「あまり言いたくないんですけど、あの人は誰だれからも愛される人ではないですね。村の指導者の息むす子こというだけで、自分も大物なんだと勘かん違ちがいしているようですから。亘理銑十郎さんにすり寄りたがる人たちがちやほやするせいで、その勘違いに磨みがきがかかっている、っていうか。一花さんが生きていた頃は、まだましだったんですけど」

「兄妹の仲はどうだったの」

「普ふ通つう、ですね。一花さんは、海さんのことが大好きでしたから。だから、義顕さんは妹の目を引こうと色々頑がん張ばってました。ところが内乱が起きて、一花さんが殺されて……。義顕さんは、一花さんが死んだのは海さんのせいだって固く信じているみたいです」

「なるほどね」

　僕は相づちを打った。

　亘理一花なる女性は、海さんのことが好きであるが故ゆえに、海さんの姉、八阪井五月の世話をしていたのだという。それで、殺人に巻き込まれた。責任を海さんに押しつけようとする気持ちが働くのは、まあわからないでもない。

「妹が死んだのは、俺のせい……？」

　海さんがぽつりと言った。途と端たん、夏月は慌あわてて否定した。

「そんなことはないですよ！　一花さんが巻き込まれたのはあくまで不幸な事故です」

　そう夏月は説明したが、海さんの顔に浮うかんだ戸と惑まどいの雲は晴れようとしなかった。記き憶おくを探さぐろうとしているのか、眉み間けんを指でつまむ。

「何かが心の中で引っかかっているんだ。なんなんだろう……？」

　心配そうに、夏月は海さんを見上げる。

「もう少しで何かを取り戻もどせそうな気がする。でも、同時にひどく気持ちが悪い」

「気持ちが悪い……？」

　しどろもどろに、二志名は心情を吐と露ろした。

「そう。記憶を取り戻してはいけないような気もするんだ。なぜだかわからないんだが……」

　謎なぞめいた言い方だった。僕は質問を重ねようとしたが、一いつ瞬しゆん早く僕の携けい帯たい電話が鳴った。取り出して、通話ボタンを押す。

「もしもし？」

「要求の物は全部揃っているか？」

　義顕の声だった。

「揃っている。そっちはどこにいる？」

「今からそっちに行く。懐かい中ちゆう電灯を持っているか？　そいつを振ふって見せろ」

　言われるままに、僕は懐中電灯を空に向け、左右に振った。

「見えた。今から行く」

　そう言って、義顕は通話を切った。

　オーストラリア村入り口前には、片側二車線のやたら立派な道路が左右に走っている。その一方に、ヘッドライトが現れた。遠目からでも、哲矢兄さんの車であることはわかった。

「もう一回言っておきますけど、絶対に自分を見失わないで下さいよ」

　夏月は念を押し、もう一度僕の手を握にぎった。さっきよりもさらに強く、ぬくもりを僕の手に刻み込むかのように。

「わかっている」

　何か冗じよう談だんで返そうと思ったのだが、夏月の真しん摯しな瞳ひとみに見上げられると、何の言葉も思いつかなかった。

　代わりに、僕も夏月の手を強く握り返した。

　その間にも、ミニバンはどんどん近づいてくる。高速道路を走っているかのようだった。みるみる迫せまると、減速しないままに九十度方向転てん換かん、ドリフトターンをかましながら僕らに向かって突つっ込んできた。

「…………!!」

　轢ひき殺す気だ、と気づいた時には夏月の手を放して身体からだが横に飛んでいた。草原に思い切り身を投げて、一回転して起きあがる。

　夏月と海さんは、僕と反対方向に飛んでいた。夏月たちもすぐさま起きあがると、目でミニバンを追う。

　僕らを轢き殺すことに失敗したミニバンは、急ブレーキをかけて停車した。そのまま戻ってくるかと一瞬思ったが、エンジンは停止した。

　運転席から義顕が飛び降りてきた。

「避よけるなよ!!」

　第一声は、それだった。

「無茶を言うな！」

　僕は叫さけび返した。所しよ詮せん奴やつの「正々堂々」などこんなものだ。

「それより、哲矢兄さんは無事なんだろうな！」

　亘理義顕は歯をむき出しにして笑った。

「もちろんだ。まだ殺しちゃあいない」

　車後部のドアを開き、腕うでを突っ込んで哲矢兄さんを引っ張り出す。哲矢兄さんはロープで両りよう腕うで両足をぐるぐる巻きにされていたため、身体ごと地面に落ちた。

「…………」

　その上猿さるぐつわもはめられていたので、声を出すこともできない。それでも元気ではあるようで、身体を丸めて反動をつけると大きく両足を動かし、義顕の両足を払はらおうとした。

「なに……！」

　まさか抵てい抗こうされるとは思っていなかったのだろう、義顕は足を取られかけた。超ちよう人じん的な努力でなんとかバランスを維い持じすると、

「人ひと質じちの分際でふざけんなあ！」

　魂たま裸ら醒せを発現し、鉄てつ鞭べんで哲矢兄さんの顔面を打った。

「この野や郎ろう……！」

　足がほとんど反射的に動き、僕は飛び出しかけた。が、

「おおっと動くなよ！」

　機先を制して、亘理義顕が叫び、多た節せつ鞭べんを哲矢兄さんの首に巻き付ける。

　そうされては手も足も出ない。僕はただ黙だまるよりなかった。

　その間に車の助手席からもう一人、女性が降りてくる。

「高神さんです……」夏月が小さい声で教えてくれた。「剣けん舞ばい連れんです。気をつけて」

「……剣舞連？」

　ビジネススーツを着用して眼め鏡がねをかけたごく普ふ通つうの中年女性だった。教育ママ風というか厳しい女教師風というか、きつい目つきをしてはいるが、見た目はごく普通だ。以前に出会った剣舞連、佐土原と迅が外見からして超ちよう個性的だったことを思うと、なにやら拍ひよう子し抜ぬけである。

「……その辺にいそうなおば──奥様に見えるけど」

　高神は幽ゆう体たいを発現させた。幽体は空へと立ち上り、魂裸醒へと変化する。武器となったその形状は──

「──、柱か？」

　それは高さ三メートルくらいの銀色の柱に見えた。が、よく見ると柱の下部には取っ手があり、高神なる女性はその部分を両手でつかんで持ち上げていた。魂裸醒が完全に実体化すると、その柱が正面に落ちてきた。どかんと音を立てて地面と接せつ触しよく、軽々と草地をえぐって土つち煙けむりを立てる。

　柱は、横から見ると細かった。両側に刃はがついている。どうやら、刀であるらしかった──おそらくは巨きよ人じん国の住人用の。世の中には斬ざん馬ば刀とうという武器があるが、この大刀なら鯨くじらでも真っ二つにできそうだ。

　高神はその巨きよ大だい刀とうを細ほそ腕うでで軽く持ち上げ、構え直した。

「やっぱり、第一印象で人を判断するのは良くなさそうだ」

　僕は短くコメントした。こいつは間ま違ちがいなく剣舞連だ。

　巨大刀をゆっくりと横に動かし、高神はその切っ先を哲矢兄さんのすぐそばに落とした。裁断器のごとく、柄つかを下方向に押し込めば兄さんの首が飛ぶ、という具合に。

「さあて、と」義顕が言った。「まずは、ものをよこしてもらおうか。海に裸ら光こう石せきと調査資料を持たせろ。それで、こっちに来てもらおうか」

　義顕の命令に応じるしかない──哲矢兄さんを取り返すまでは。海さんは襟えり元もとにペンダントを見えるように取り出し、小こ脇わきにファイルを抱かかえ、ゆったりとした足取りで歩き始めた。

　全員が静かに見守る中、海さんは特に何事もなく義顕のもとにたどり着く。ファイルを差し出すと、義顕は乱暴にそれを奪うばい取った。軽く内容を確かく認にんして、

「……なるほど。こりゃ上等だ」

　満足げに頷うなずいた。おそらく、資料の分量に満足しただけだろうが。

　義顕は腕を伸のばし、海さんの襟えり首くびをつかんだ。力任せに引きずり倒たおし、哲矢兄さんの隣となりに転がす。海さんも簡易ギロチンにセットされてしまった。

「あとは、おまえらだ。まずはおまえだ……外げ流りゆう」

　義顕は多節鞭を打ち鳴らした。

「相変わらず、僕の名前が覚えられないようだな」

　僕は一歩進み出た。

「今から死んでいく奴やつの名前なんて、覚える必要があるか？　……魂裸醒を出せ。一対一で勝負しろ。今度こそてめえをブチ殺してやる」

　黙ったまま、僕は義顕を睨にらんだ。人ひと質じちを取っておきながら一対一とは笑わせるが、承しよう諾だくするよりない。

　僕が義顕と戦っているどさくさに、別働隊の葉月たちが高神に攻こう撃げきを仕し掛かけて二人を救出する、というのが理想的な作戦である。だが、そんなことができるのかどうか。そもそも魂裸醒を出せば僕の理性はすっ飛んでしまうのだ。作戦もクソもない。

　とにかく、今は時間を稼かせぐしかない。

「だ……大助君！」

　様子を悟さとって、夏月が叫ぶ。

　振ふり向いて、僕は夏月を見た。

「いきなり約束を破ることになってしまって、本当にごめん」

　それだけ言って、僕は義顕に向き直り、覚かく悟ごを決めて魂裸醒を発現させた。
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　沈ちん黙もくを保ったまま、三助は駆かけだした。走りながらパープル・シックルを発現し、棍こんで義顕に打ちかかる。

「遅おそいんだよ！」

　義顕は小さく後方にステップして棍の先せん端たんを鼻先で回かい避ひ、多節鞭を伸ばして棍をからめとる。鉄てつ鞭べんで逆ぎやく襲しゆうに転じようとするが、

「フン！」

　三助は棍の逆の端はしを持ち上げて鉄鞭を受け止めた。それからすっとまっすぐに棍を引いて多た節せつ鞭べんから抜ぬき、突つきに出る。

　身体からだをよじって義顕は突きをかわし、多節鞭を振り回した。空気を裂さくような鋭するどい攻撃だったが、三助には鞭むちの先端すら届かない。小さく身を動かして踏ふみ込むと──

「──!?」

　三助の肩かた口ぐちに予期せぬ痛みが走った。思わず一歩引き、その傷を確かめる。

　肩口に、五ご寸すん釘くぎサイズの針が刺ささっていた。義顕の多節鞭の先端から射出され、油断していた三助を襲おそったのだ。

「切り札は隠かくしておくもんだ！」

　三助がひるんだところに、棍の間合いの内側へ義顕が急接近する。

「これで死になァァ──ッ！」

　とどめとばかり大きく鉄鞭を振りかぶる。

　なすすべもなく三助は鉄鞭を食くらう、と思えたその瞬しゆん間かん。

「……サイ!!」

　かけ声とともに、一本の棍は二本の釵サイへと瞬しゆん時じに成り代わった。三十センチほどの棒から二本の鉤かぎが生えた、両手それぞれに持つ武器に。

　無防備に突っ込んできた義顕の顔面に、三助はサイを叩たたきつけた。

「アホが！　同じ手に二度も引っかかるか！」

　鉄鞭の軌き道どうを変化させ、義顕は顔面の手前でサイを受けた。ガキンと金属的な激げき突とつ音おんが響ひびく。

　カウンターを止めた義顕は、多節鞭を打ち放った。三助は空いている方のサイで、顔面を襲う多節鞭をまきとる。

　お互たがいの武器をかみ合わせたまま、至近距きよ離りでにらみ合う格好となった。

「離はなせよ！　これじゃ手て詰づまりじゃないか！」

　義顕は両手の得え物ものをがちゃがちゃ動かし、三助を突き放そうとする。

　しかし、三助にしてみれば、必殺の体勢だった。

「はァァ──ッ」

　両手首をくるりとひねる。サイの鉤でひっかけた鉄鞭、多節鞭を押さえ込みつつ、サイの先端を義顕の胸に向ける。

「発射ッ!!」

　至近距離で雷かみなりが落ちた時のような破は裂れつ音おん。それとともに、サイの両先端から光の刃が伸びて、義顕の胸に突き刺さった。

「ぬぐあッ!?」

　不測の攻撃をまともにくらい、よろける義顕。三助は一歩踏み込むと、義顕の側頭部へサイを叩き込んだ。

　さきの破裂音にもおとらない大だい音おん響きようが、義顕の悲鳴と重なった。きれいに入ったサイの一いち撃げきは、さらに二歩三歩と義顕をよろめかせる。

　とどめとばかり、三助は逆のサイを義顕の鳩みぞ尾おちに突き込んだ。義顕は声にならない呻うめきを漏もらして身を二つに折り、その場にがっくりと両りよう膝ひざをついた。

「切り札は多ければ多いほどいい」

　言い返して、三助は魂たま裸ら醒せを鎌かまの形状に戻もどし、刃で義顕に斬きりつけた。

　義顕に、それを回避する余よ裕ゆうはなかった。助けを求めて必死の叫さけび声を上げる。

「た、高神ぃぃ──ッ！」

　声が届くとほとんど同時に、高神は小さく巨きよ大だい刀とうを振り上げた。

「…………!!」

　義顕を真っ二つに裂くはずだった大鎌は、義顕の頭上でピタリと止まる。大鎌を握にぎる手は震ふるえ、今にも落ちそうだったが、とうとう刃が義顕に届くことはなかった。

「……フ、フヒヒ……！」

　義顕は神経質な笑い声を立てた。鉄鞭を大きく振ふりかぶって、全力で三助の膝を打つ。

「ぐうッ！」

　思わず悲鳴を上げた三助は、痛みのあまりその場に倒たおれ込んだ。
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　義顕は素す早ばやく起きあがり、僕を片足で踏んづけると、上からビシバシと多節鞭で叩いて叩いて叩きまくった。自分の頭から流れ落ちる血をぬぐおうともしない。

「おまえ、隠し武器なんて卑ひ怯きようなマネをしてんじゃないよ！　外流の分際でよぉ──ッ！　アホが！　アホがッ」

　自分のことは棚たなに上げ、口くち汚ぎたなくののしりながらひたすらに鞭で打ち付ける。僕は身体を丸め、ひたすらに耐たえるしかなかった。

　むち打ちは永遠に続くかとも思われたが、不意に背中を走る痛みが収まった。ちらりと上方をのぞくと、

「こっちに腹向けろ！　おまえは亀かめか！」

　義顕は僕の横腹に、下からすくい上げるような蹴けりを叩き込んだ。

　僕の身体は浮うきかけた。危あやうくひっくり返りそうになるが、寝ね技わざに持ち込まれまいとする柔じゆう道どう選手のようになんとか耐える。

　そして、丸まった格好のまま義顕をにらみ返した。

　視線を受けて、義顕は険悪な表情を見せた。

「気にくわないな、その目はよォ！」

　ずかずかと進んできた義顕は、僕の頭を踏みつけた。

「だったら、てめえの兄貴を殺してやるからじっくり見とけ！　高神！　海と一いつ緒しよにやっちまえ！」

　義顕の命令に、高神はニカッと笑って答えた。

「やめろ、この……！」

　僕は頭を押さえる足を払はらいのけようとしたが、抵てい抗こうすればするほど義顕はより強い力で踏ふみつけてくる。脱だつ出しゆつできそうな気配はなかった。

　その間にも、高神は巨大刀を首切り職人のごとく大きく振り上げる。寝転がされている哲矢兄さんと海さんは、反射的にビクリと身を固くした。

　高神は口の端はしを吊つり上げると、

「変に動くと、苦しむことになるわよ？」

　刀をギロチンのように落とした。

「やらせねえッスよォ──ッ!!」

　近くの木こ陰かげから、葉月が弾だん丸がんのようにすっ飛んできて、高神に跳とび蹴げりを食らわせた。

　不意打ちに高神は体勢を崩くずされ、剣けん先さきはあらぬ方向に落ちる。しかし高神は地面を踏みしめると体勢を立て直し、

「……何すんのよ!!」

　ブオンと音を立て、横よこ殴なぐりに巨大刀を葉月に叩たたきつけた。

「うおっ!?」

　巨大な刀を、高神は軽く振り回していた。巨大刀の迫せまりくる速さは葉月にとっても予想外だったのだろう、両りよう腕うででガードするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「失うせなさい！　戸有を捨てた裏切り者！」

　高神はドカンドカンと上から横から連続して巨大刀を打ちつける。葉月ですらまったく歯が立たず、防戦一方を強しいられていた。連打に耐えきれず、やがて足がふらつきはじめる。

「どっせぇぇ──いッ!!」

　気合い一発、高神がさらに打ち付けると、とうとう葉月の身体からだが浮いた。高神は葉月の身体を刀ですくい上げるとそのまま持って行き、大木に激げき突とつさせた。

「ぐああッ!?」

　大木が大きく揺ゆさぶられ、葉やら実やらがガサガサと雨のように舞まい落ちる。葉月は巨大刀の刃を手てつ甲こうでガードはしていたが、サンドイッチにされた衝しよう撃げきをもろにその身で受け止めた。巨大刀が離はなれると、葉月は幹に背もたれたままずるりと下に滑すべり落ちる。

「葉月ッ！」

　葉月の反対側から辻浦が飛び出した。鎖くさりの生えた左ひだり腕うでを射出し、左手で巨きよ木ぼくの枝をつかむ。一気に鎖を縮めると、空中を高速で移動しながら高神の背中に跳び蹴りを放った。巨大な黒いカラスが、足の爪で敵を切り裂こうとしているかのようだった。

　しかし、高神は後頭部に目がついているかのような対処を見せた。くるりと身体を回すと、野球のバッティングの要領で巨きよ大だい刀とうを振り、刀の平で辻浦の足の裏を受け止める。

　激突の後、はじき飛ばされたのは辻浦の方だった。衝撃で左手が枝から外れ、べたりとその場に落ちる。

「軽い軽い！」

　辻浦を真っ二つに裁断しようと高神は大上段に巨大刀を構えた。

　その時、突とつ然ぜんその場を白い光が照らし出した。

「辻浦さんよけてェェ──ッ!!」

　その正体は、軽トラだった。運転席から顔を出し怒ど鳴なっているのは、九里浜である。時速六十キロを優に超こえた速度で高神に迫る。

　あいつ、容赦なく高神をはね飛ばすつもりだ！

　が──

「……フン！」

　高神は鼻を鳴らすと、刀の平を構えて正面から軽トラとぶつかり合った。正面衝しよう突とつのような音がすると、軽トラは急激に速度を落とし、ついには停止した。

「そんな……!!」

　運転席で九里浜は目を丸くしていた。

　九里浜がアクセルを踏み込むたび、車輪はぎゅるぎゅると空転して地面をえぐる。軽トラの直進を止めているのは、高神の膂りよ力りよくだった。衝突の衝撃で足あし下もとが滑すべり、少々後退はしたが、高神自身はびくともしていなかった。

「この私を轢ひき殺したいなら！　新幹線持ってこォォ──いッ！」

　横手から刀を滑らせ、軽トラの左の前輪を叩き割る。ボカンと爆ばく発はつ音おんがして、軽トラが斜ななめにガクンと沈しずんだ。

「うああ!?」

　九里浜が悲鳴を上げる。

　夏月が軽トラに飛びつくと、ドアを開けて九里浜を運転席から引っ張り出した。軽い身体を抱かかえ、高神の攻こう撃げき範はん囲いから逃のがれるべく後方に飛ぶ。

　高神は軽トラに第二撃を与あたえることはせず、飛びすさって距きよ離りをおいた。

「剣けん舞ばい連れんは軽トラではねられたくらいでは死なない」と夏月は言った。九里浜を説得するための方便と思ったが、どうやら夏月は単純に事実を述べただけらしい。

「はっはっ！　てめえらが何人かかってこようと高神には勝てねえよ！」

　義顕は楽しそうに笑っている。

　残念ながら、義顕の言を認めざるを得ない。状じよう況きようは、あまりに絶望的だった。

　葉月と辻浦はダメージで動けず、義顕は相変わらず僕の頭を踏ふんづけている。

　ただ一人、自分の足で立っている夏月の表情は、この上なく険しかった。それは、単に戦せん闘とうモードに入っているから、というだけではない。

　それでも──

　高神めざし、夏月は一歩を踏み出した。

「ううん？」義顕の馬ば鹿か笑いが止まる。「まだやる気なのかい？　夏月君……」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの義顕の態度に、夏月は冷たい一いち瞥べつをくれただけだった。

　一定距離を進み出ると、夏月は右の拳こぶしを高神目がけて突つきつけた。

「その意気は買いましょう」高神は言った。「どうせ下ろされるなら戦って果てたい、と言うわけね？」

　しかし、夏月はかぶりを振ふった。

「いいえ。私は死ぬつもりなどありません」

　いぶかるような表情を見せる高神に対して、夏月ははっきりと言い切った。

「高神さん──あなたを撲ぼく滅めつします」

「ハッ！」高神は軽く髪かみをかき上げた。「できると思っているの？　あなたの勝ち目なんて万に一つもないのよ？」

　問題はそこだ。剣舞連を向こうに回して、夏月ただ一人で勝てるとは思えなかった。

　けれども、夏月が挙げた拳は微び動どうだにしなかった。

「勝負は勝つか負けるか、二つに一つですよ」

「そう──」

　高神は短く答えると、夏月に対して一歩踏み出した。

　人ひと質じち二名も寝ね転ころがったまま、動けずにいた。改めて二人を処しよ刑けいしようと、高神は一歩踏み出した。

　ついに二人が激突する、と思われたその時──

　黒い影かげが突然現れ、高神の進路に立ちふさがった。




　　黒衣の天使




　突然地から這はい出てきたか、天から舞い降りてきたか──

　黒い影の登場は、唐とう突とつだった。

　だが、その姿には見覚えがあった。

　黒く丸いつば広の帽ぼう子し。黒い肩かた掛かけ。

　沼渡田の式典でたまたま出会った、少女だった。なんでこんな所にいる？

「あ──」夏月も声を漏もらす。「迅さんの車に乗っていた──！」

　彼女は一体何者なんだ？

「……あなた、今いま更さら何をしに……！」

　高神は知っている相手らしかった。

　問いかけられた黒衣の少女は、何も答えない。代わりに数歩前進して、両腕を突つき出し高神の胸を押す。

　高神は軽くつかれたようにしか見えなかったが、

「うああああっ!?」

　軽くふき飛んだ。重力が真横に働いているかのように高神の身体は飛び去っていき、かなり遠くの茂しげみに突っ込んだ。

「な……!?」

　その場にいた全員が度肝を抜ぬかれ、目を疑った。しばしの間、妙みような沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　その沈黙をものともせず、黒衣の少女は海さんのもとに歩み寄った。海さんに両手をかけて助け起こすと、至近距きよ離りで向かい合う。

「君は……何者だ」

　海さんが質問を投げかける。

　黒衣の少女は悲しげな表情を見せた。

「こんなところで、死なないで……」

　そう言って、黒衣の少女は幽ゆう体たいを発現させた。幽体の両手を伸のばし、海さんの身体からだの中に突っ込んでいく。

「な……」

　何が起きているのかさっぱりわからない、という顔で海さんは相手を見つめていた。しかし、すぐに行こう為いの意味を理解することになった。

　黒衣の少女は腕うでに力をこめて、引っ張り上げた──海さんの幽体を。

「あれは……！」

　以前、僕が初めて幽体を発現した時と一いつ緒しよだ。夏月が幽体の腕を僕の中に突っ込んで、引っ張り出したのだ。

「思い出して……真実を」

　引っ張り出された海さんの幽体、そして黒衣の少女の幽体は、二人の頭上に浮うかんでいた。と、幽体が一つに入り交じったかと思うと、口づけをかわす。

「…………」

　黒衣の少女の幽体は、すぐにもとに戻もどって消えた。

　海さんの幽体は空に浮かんだきりだったが、やがて流動的に形を変え始めた。

　長い棒の先せん端たんに、弧こを描えがく長い刃はが生える。幽体は大おお鎌がま型の魂たま裸ら醒せとなり、海さんの両手に収まっていった。

　海さんは自分の魂裸醒をじっと見つめる。生えている鎌の刃は、ほとんど実体を持たない光のような状態だった。ろうそくの炎ほのおのように、不安定に揺ゆらいでいる。

　ぽつり、と海さんは呟つぶやいた。

「『フィーンド』……」

　その場にいた戸有の出身者全員が、同時に息を吞のんだ。

「まさかおまえ、記き憶おくが……海！」

　義顕が僕の頭から足を外し、海さんに近づく。

　海さんは片手で顔を覆おおっていたが、呼びかけに応じて手を下ろした。

　その下から現れた海さんの表情は、ガラリと変わっていた。女性的な雰ふん囲い気きはすっかり影を潜ひそめ、鋭するどさと激しさがないまぜになったような空気をまとっている。まったくの別人のようだった。

　僕も直感的に理解した──海さんは記憶を取り戻したのだ、と。

「亘理義顕……」

　海さんは義顕に視線を投げる。初めて見せる、真しん剣けんな表情で。

「久しぶり……という言い方は、おかしいか」

　義顕は左右を見やった。黒衣の少女の姿を捜さがしているのだろう。が、何な故ぜか少女の姿は消え去っていた。その辺の物もの陰かげにでも隠かくれたか、現れた時同様唐突にいなくなっている。

「チッ」義顕は舌打ちした。「まあいいだろ。それより海、記憶を取り戻したって言うんなら、──」

　海さんは最後まで聞かず、鎌を一ひと振ふりした。

　海さんと義顕の距離はかなり離はなれていた。ところが、大鎌の刃は大きく揺らぐと、柄えから離れた。光は細長い鮫さめの背びれのような形となって地面を走り、瞬しゆん時じに義顕と激げき突とつした。

　激突後、一いつ拍ぱくおいて、義顕の身体から盛大に血が噴ふき出した。

「……ぎゃッ!?」

　光の刃が義顕の身体を切り裂さいていた。一ひと太た刀ち浴びたみたいな傷を受け、義顕はその場にべたーんと崩くずれ落ちる。

　そんな義顕を一いつ顧こだにせず、海さんは視線をある方向へと投げた──高神がすっ飛んでいった方向へ。

「……義顕ちゃんになんてことするのっ!!」

　茂みの中から高神が飛び出してきた。目を血走らせ、仁に王おうのごとき顔つきで巨きよ大だい刀とうを振り下ろす。神速の斬ざん撃げきが海さんを襲おそう──が、海さんはひょいと飛んだ。巨大刀は地面に突つき刺ささり、どかんと音を立てる。

　音もなく、海さんは巨大刀の上に直地した。器用にバランスを取ると、そのまま刃の上を小走りに駆かけ出す。

　高神は巨大刀を持ち上げて海さんのバランスを崩そうとしたが、わずかに早く海さんは刀を蹴けり、大きくジャンプしていた。一息に距離を詰つめると、高神の顎あごを蹴り上げる。

「ぐぎゃっ！」

　顔面への攻こう撃げきを、高神はまともに食くらった。ひるんだところに、海さんは勢いのまま空中で回転、さらに大鎌で斬きりつける。大鎌の刃は、高神の右みぎ腕うでの肉を深く裂いた。

　倒たおれかけた高神は、しかし超ちよう人じん的な努力で踏ふみとどまると、裂かれた右腕で反はん撃げきに出ようとした。

「義顕ちゃんを傷つける奴やつは……この私が……！」

　巨大刀を頭上へと振り上げる。

「葉月！　夏月！」

　海さんが叫さけんだ。

　二人とも、既すでに動どう揺ようから立ち直っていた。呼びかけに応じて、夏月と葉月が動く。息を合わせて肩かた口ぐちから突とつ撃げき、ショルダータックルで高神を左右から挟はさみ込んだ。

　高神の口からうめき声が漏もれ、巨大刀を握にぎる手が開いた。

　生まれた隙すきを逃のがさず、葉月が高神の足を払はらう。高神があお向けに倒たおれた瞬しゆん間かんと寸分違たがわず、夏月が鳩みぞ尾おちへの正せい拳けんを叩たたき込む。

　巨大刀はとうとう形状を失って雲散霧む消しようした。高神はその場で動かなくなる。

「ヒ！　ひえええ……っ」

　悲鳴があがる。声の主は、地面に倒れたままの義顕だった。地を這はいずりながら、さりげなく逃にげだそうとしていたらしいが、つい声を漏もらして注目を集めたことに気がついた。義顕は逃とう走そう進路を変へん更こうした──今もってロープで縛しばられたままの哲矢兄さんの方へ向かう。

　この野郎──まだ兄さんを苦しめるつもりか!?
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　弾はじかれたように三助は駆け出し、這う義顕の側頭部を全力で蹴け飛とばした。

「ぐあ……！」

　悲鳴を上げる義顕。三助は彼の身体からだを容よう赦しやなく踏んづけて押さえ込んだ。

「昼間とは逆の格好になったな。……そろそろ、僕の名前を覚えてくれたか？　呼んでもらおうか」

「痛いよ！　こんなに痛かったらしゃべれるわけないだろ!?」

　泣き言を並べ立てる義顕。

　三助は、地面に棍こんを突き立てた。義顕の目から、よく見える位置に。

「……僕の名前を呼んでもらおうか」

　一語一語を区切ってはっきりと発音する。

　声を震ふるわせながら、義顕はついに言った。

「さ、三助……！」

　しばしの間、沈ちん黙もくがおとずれる。

　にこやかな笑えみを浮うかべていた三助は不意に目を細め、

「呼び捨てだあ～!?」

　ガスガスガス、と棍で義顕の顔面と言わず胴どう体たいと言わず突いて突いて突きまくった。

「三鶴城様！　三鶴城大助様～！　た、助けて……!!」

　ついに義顕は助けを乞こい始めた。

　三助の連打は永遠に続くかとも思えたが、海が進み出て三助の肩かたを叩いた。

「その辺にしておくんだ、三助君」

　と、三助の手はピタリと止まった。
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　義顕を足で踏んづけていることに、僕は気づいた。

「…………」

　まただ。

　他人──というより、自分の中にある暴力衝しよう動どうが爆ばく発はつしたみたいだった。

　自分で自分を制せい御ぎよできないことに恐きよう怖ふを感じ、二、三歩としりぞく。

　重圧がなくなった途と端たん、義顕は逃げ出そうとした。

　海さんは大おお鎌がまを構えて振り下ろすと、刃はで義顕の足を貫つらぬき、地面に縫ぬいつけた。

「ぎゃあッ！」

　激痛に義顕は顔をゆがめた。しかし海さんに容よう赦しやする気配はない。

「色々と、教えて欲しいことがある。父さんを殺したのはおまえたちか」

「だから痛いって！」義顕は半分泣きながら訴うつたえた。「これ以上なんかされたら、もう死ぬって！」

「だんだん昔のことを思い出してきた。おまえ、変わったな。四年前はそんな情けない人間じゃなかったろうに」

　残念そうに海さんは言うと、鎌の刃を地面により深く押し込み始めた。

「……うがががが……!!」

　義顕がまた悲鳴を上げた。

「俺は帰って寝ねたいんだ。これ以上だんまりを決め込むようなら、三助君にまたおまえをつついてもらうことにする」

「わかった！　わかったよ!!」

　ついに義顕が音を上げた。海さんは鎌に込める力を緩ゆるめ、引っこ抜ぬいた。

「で、父さんを殺したのはおまえたちか」

「ああ、そうだよ……って、僕がやったんじゃないぞ！　実際に手を下したのは別の奴やつらだ！」

「なぜそんなことをした？　今いま更さら父さんと俺を殺して、なんの得がある」

　この質問を受けると、義顕はギリリと歯を嚙かみしめた。

「ああ!?　おまえ、なにをボケたこと言ってんだよ！　記き憶おくを取り戻もどしたんじゃねえのか!?」

　海さんは面めん食くらっていた。一時にすべての記憶を取り戻したわけではないらしい、ということが海さんの戸と惑まどいの表情から読み取れる。徐じよ々じよに過去の自分を思い出してはいるんだろうが……

「……まあ、いいさ。おまえはどうせ、死ぬことになるんだからな……！」

「どういう意味だ？」

「死ぬのはおまえだけじゃない。おまえも、おまえも、おまえもだ」

　周囲にいる僕や夏月たちを指さし、義顕は笑っていた。恐怖を通り越こし、開き直ってしまった者の笑い方だった。

「おまえら、なんで最近魂たま裸ら醒せが出せなくなったのか、地下からの裸ら光こうが減っているのか、わかるか？」

「亘理銑十郎が、」答えたのは葉月だった。「『レッド・ドラゴン』を発動させたんでしょ？」

　義顕はぴたりと表情を凍こおり付かせた。

「……おまえ、なんで知っている!?」

　それを受け、葉月は渋しぶい顔をした。

「父さんの考えた通りみたいッスね」

「『レッド・ドラゴン』って、なんのことですか」

　夏月が葉月に尋たずねた。

「『レッド・ドラゴン』ってのは」葉月は説明した。「亘理が秘蔵している最悪の魂裸醒ッス。もとは百年以上前の人間の魂裸醒で、醒せい核かくという形で現存してるんスよ」

「最悪……とは？」

「その能力は、地上から発生する裸ら光こうを大量吸収すること。半径数十キロの範はん囲いの裸光を全部吸収して、保持することができるんス」

　つまり、その魂裸醒がすべての裸光を吸い上げているから、魂裸醒が使えないということなのか。しかし──

「貯ため込まれた裸光は、どうなると思うッスか？」

　葉月はバッと手を広げた。

「どかーん、って一気に出るんスよ、大量の裸光が。それは、一発で宇宙から裸光石を呼ぶような量になるはずッス」

「宇宙から裸光石を呼び込むってことは──」

　夏月の言葉に、葉月はうなずいた。

「裸光石は隕いん石せきになって落ちてくる。亘理は、平磐そのものをクレーターにしようとしているんスよ」

「なんでそう言い切れる？」

　僕は尋たずねた。葉月のあまりに確信ある口調に、疑問を覚えたのだ。

「理り屈くつはわかる。裸光の放出量が多すぎると、宇宙から裸光石を呼び込む、というのは。でも、そのレッド・ドラゴンとやらがそんな現象を起こせる、とどうして言い切れる？」

「それは、以前にそんな現象を起こした実績があるからッスよ」

「実績？　そんな馬ば鹿かな──」

　実績だなんて、過去に隕石が落ちてきた事実なんて、──

　……

　……

「待ってくれ！」

　がば、と僕は葉月の肩かたにしがみついた。

「それってつまり、君が言いたいのは──」

「そうッスよ。十一年前、沼渡田隕石災害を起こしたのは亘理鉄十郎ッス。それをとめようとして、父さんと母さんは殺されかけたんスよ」

　葉月の言葉はあっさりとしたものだった。

「最悪ってのはどういう意味だ」




「そんな!?」夏月が叫さけんだ。「あれは単に、裸光が大量に発生する周期に起きた事故のはず……！」

「それは村の公式見解ッスよ。たしかに十一年前は、裸光の発生量が増える周期にあったッス。それは事実ッスけど、隕石を呼び込む決定的な一いち撃げきになったのは、『レッド・ドラゴン』の発動ッスよ」

「本当なの……」

　そう声をかけてきたのは、重い足取りで歩み寄ってきた九里浜だった。

　葉月は口を開かずに、ただ首しゆ肯こうした。

　九里浜は半ば放心したような顔つきのまま、言葉を失っていた。

　思いは僕も同じだ。この十一年間に起きた様々な事が、さながら走馬灯のように脳裏をよぎった。

　昂治兄さんと野球ごっこに興じていた日々が、突とつ然ぜんに途と切ぎれたこと。

　六歳だった僕が、昂治兄さんが二度と帰ってこないということを、徐じよ々じよに理解していった、まるでゆっくりと底なし沼ぬまに沈しずんでいくような日々。

　伊勢谷のような孤こ児じたち、子供に先立たれた老人。隕石のために家族を、親しい人たちを失った人々の顔、顔、顔。

　そして、沼渡田という、市そのものを瀕ひん死しに追いやった破は壊かい。

　それら全すべてが、たった一人の人間の意志によってもたらされたというのか？

　それは、とうていすんなりと受け入れられるものではなかった。

　呆ぼう然ぜんとする僕たちから目を逸そらすと、葉月は手を伸のばし、義顕の襟えり首くびを思い切り締しめ上げた。

「『レッド・ドラゴン』の醒核を引き継ついでいる奴は誰なのか、教えてもらいたいんスけどねえ」

「それは、──」

　答えると見せかけて、義顕は葉月の腕うでを振ふり払はらった。立ち上がると、誰だれもいない方向めがけてダッシュする。

「待てこの野や郎ろう！」

　叫ぶ葉月。しかし、これまで逃にげ足の速さを披ひ露ろうしてきた義顕も、足に穴をあけられた状態ではろくに走れないようだった。よたよたと疲つかれ切った足取りで、それでも必死に逃げる。

　義顕を囲み込もうと全員が動き始めた、その時。

「…………」

　義顕の前面に、立ちふさがる者がいた。

　黒衣の少女だった。

「……助けて、くれ……！」

　相手にしがみつこうとする義顕。

　軽く押されて黒衣の少女は軽くバランスを崩くずした。自然と帽ぼう子しが外れて落ち、顔全体があらわになる。

　その顔を見て、亘理義顕は目をむいた。

「……おまえ……！」

　黒衣の少女の顔には、哀あわれみの表情が浮うかんでいた。死にゆく者を哀れむ、表情が。

　少女の背後から、幽ゆう体たいが現れる。幽体は姿を失って、ある伝説上の動物の姿へと為なり変わった。

　それは──全身から赤い輝かがやきを放つ、竜りゆうだった。

「おまえ……どういうつもり……うああ──っ！」

　竜は長い身体からだをくねらせて、義顕の身体にからみついた。大きく顎あぎとを開くと、喉のど笛ぶえに嚙かみつく。脱だつ出しゆつしようと義顕は抵てい抗こうしたが、もがけばもがくほど竜は義顕を締め上げていく。

　さながら、鹿しかにとどめをさす狼おおかみのように。

「た……助け……!!」

　義顕は救いを求めて腕うでを伸のばす。と、虚こ空くうをつかむその手が、光を放ち始めた。手だけではない、全身が青白くなっていく。

「過か醒せいか!?」

　僕は思わず口走った。以前、このような現象を見たことがある。ただの過醒じゃない──後天性魂裸醒が死を迎むかえる時そっくりだ。過醒死を迎えた後天性魂裸醒は、その身を裸ら光こうに燃やし尽つくされ、髪かみの毛一本すらこの世に残さず光となって消えてしまう。

　今まさに、義顕は消え去ろうとしていた──先天性魂裸醒であるはずの義顕が、過醒の炎ほのおに焼かれている。

「高神も……!?」

　辻浦が叫んだ。見れば、地面に横たわった高神にももう一匹ぴきの竜がからみつき、発光していた。

　僕たちが見ている間に二匹の竜は二人を焼き尽くしてしまった。その場に、二人が着用していた服ふく飾しよく品ひんが落ちていく。完全に光がつきると、二匹の竜は黒衣の少女のもとに戻もどり、消え去った。
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「誰なんだ……おまえ!?」

　黒衣の少女に問いかける海さん。

　すると、黒衣の少女は悲しげに口をとがらせた。

「四年ぶりの再会だっていうのに、おまえ呼ばわりは悲しいよ……おにいちゃん」

　黒衣の少女は眼め鏡がねを外した。おさげのゴムを外して手で髪をすき、首を左右に振って広げる。

　それまでとはまるで別人の顔になっていた。

「な……!?」

　少女の顔を見ると、夏月、葉月、そして辻浦が、同時に驚おどろきの声を上げた。

　海さんの表情が、スローモーションを見るように変わっていった。当とう惑わくから驚きよう愕がくへ──そして悲痛の表情へ。

「うあ……うああああァァ──ッ!?」

　海さんは絶ぜつ叫きようした。

「バカな……一花！　なんで一花がここにいるんだ!?」

　一花。亘理一花。名前だけ聞いていた、亘理銑十郎の娘むすめ。四年前の内戦で殺された少女。海さんたち四人の表情は、まさしく死人に出くわした時のそれだった。

　次の台詞せりふは、夏月たちにさらなる驚きを与あたえた。

「おまえは……おまえは俺が殺したはずだ!!」




「フフ……一花のこと、思い出してくれた？　おにいちゃん」

　一花は夢見るような笑えみを浮かべていた。再会を心から喜ぶ、純じゆん粋すいな笑顔だった。

「なんで、なんで義顕を殺したんだ……！」

「だって、おにいちゃんを殺そうとしたんだもの──おにいちゃんが記き憶おくを取り戻す前に。おにいちゃんは、記憶を取り戻してから、一花が殺す。目覚めた時から、一花はそう決めてたの。邪じや魔まする奴やつは許さない──たとえ義顕兄でも」

　夢見る笑顔をこれっぽっちも崩さぬままに、一花は言い切った。

　愕がく然ぜんとする海さん。動けない彼を尻しり目めに、一花は腰こしを折って、足あし下もとに落ちていたバインダーを拾い上げた。

「でも、今日のところは顔見せだけ。これをお父さんに届けなきゃならないし。あとでまた会いに来るから、それまで過去の記憶に苦しみ抜ぬいてよね……おにいちゃん」

　そう言い残すと、一花は身を翻ひるがえし、駆かけ足で去っていった。

　海さんはいつまでも一花の後ろ姿を見送っていたが、やがてその場に膝ひざを折ると、地面に両手をついた。
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　　嵐あらしの前兆




　幸い、哲矢兄さんには多た節せつ鞭べんで打たれた以上の怪け我がはなかった。しかし、無関係の人間をことに巻き込んでしまったのは痛つう恨こん事だった。

　その点は夏月も同意見であるようだった。

「本当に申し訳ないです。これだけのことで済んだのは、本当に運が良かったとしか言いようがないです」

　夏月は頭を下げ、その上で哲矢兄さんに記き憶おく封ふうじの秘術を施ほどこす許可を僕に求めてきた。僕としては応おう諾だくするしかなかった。これ以上哲矢兄さんに迷めい惑わくをかけることはできない。何も知らない方が幸福というものだ。

　というわけで、哲矢兄さんは数日分の記憶を失った。帰郷していた間のことをほぼすべて忘れたことになる。

「もう大阪に帰らなあかんのかい。なんか、夏休み一いつ瞬しゆんで終わってもうたな」

　記憶の中に生まれた齟そ齬ごを、哲矢兄さんはそんな風に折り合いをつけたらしい。ぼやくのも当然である。

「まあまあ、そんなもんだって」

　僕としてはそう言って慰なぐさめるより他ほかになかった。妙みようなことを言って哲矢兄さんを混乱させても仕方がない。

「ところで。おばさんから聞いてんけど、自分、隣となりの家の八阪井夏月っちゅう子に毎日ボコボコにされとるそうやないか」

「……ちょっと待って。長坂を呼んでくるから」

　その点について再度説明をしなければならないのも、仕方のないことだった。その後、兄さんは車で大阪に帰っていった。哲矢兄さんの車に傷一つつかなかったのも、ラッキーだったといえる。

　一方、九里浜の乗ってきた軽トラ、前輪がパンクした軽トラは、九里浜分家から借りてきたものだった。分家の方でも、無む免めん許きよ運転というものに対して寛かん容ようであるらしい。のだが、さすがにパンクした車をそのまま返すわけにもいかず、徒歩で家からスペアを持ってきて、暗くら闇やみの中タイヤ交こう換かんをするハメになった。もちろん、僕が。

　その九里浜は、事件後ずっと呆ぼう然ぜんとしている。理由は二つ、二志名海が葉月に連れられて姿を消したから、そして二志名海の過去を知ってしまったからだった。

「海さん……これから、どうなるのよぅ」

　夏月に問いかける言葉も弱々しい。

「…………」

　夏月は無言で、九里浜の肩かたを抱だいただけだった。何も言うことができなかった。夏月にとっても、二志名康晴の告白は衝しよう撃げき的だったのだ。

　二志名康晴の遺言ディスクは葉月が持って行ってしまったが、手元に残ったノートパソコンを調べてみると、同名の動画ファイルが発見された。おまけにこっちの動画には、普ふ通つうの音量の音声がついていた。

　どうやら二志名康晴は、このノートパソコンを使って動画をディスクに保存したらしいが、その際設定をミスったかなんらかのバグが発生したのか、とにかくディスクを焼くのに失敗したらしい。

　葉月が隠かくそうとした問題の箇か所しよを再生してみると、二志名康晴はこんなことを言っていた。

「……五月と、その時居合わせた亘理一花とを殺したのは、おまえなんだ。表向きは八阪井三十四が殺したことになっているが、真実はそうじゃない。亘理銑十郎が隠してくれたんだ──もちろん、彼には彼なりの目もく論ろ見みがあって、のことだが。敵は八阪井三十四だという目的を共有することにより、内戦後ボロボロになった戸有をまとめあげる必要があった。だから、私たちは真実を覆おおい隠した」

　二志名康晴の顔は深い懊おう悩のうをこれでもかと表現していた。声のおかげで、画像の印象はまるきり変わっていた。初見の時は、ひどい消化不良にでも悩なやまされているのかと思ったものだが。

「これは、おまえ自身が告白したことだ。告白を聞いたのは、亘理と私しかいないが。おまえを表向き死んだことにし、そしておまえの記き憶おくと魂たま裸ら醒せを奪うばったのは、亘理と二人で相談したことだ。本来ならば、罪を犯おかしたおまえは私の手によって殺すべきだったのかもしれん。だが、五月を失い、さらにおまえまで失うわけにはいかなかった。だから私は亘理に許しを乞こうた。亘理は許してくれたよ……自分の娘むすめを殺されたというのにな。だから私は戸有から引退し、おまえを連れて沼渡田に移り住んだというわけだ。……」

　動画の最後の方で、二志名康晴は再度このことに触ふれていた。

「私は真実を語ったつもりだ。これを聞いたら、おまえは深く傷つくかもしれん。だが、真実を教えることが私の義務だと信じている。むしろ、私にしてやれることはこれしかないんだ。海、これから先どうするか、自分で考えろ。自分の未来は自分で決めるんだ」

　そこまでで、動画は終しゆう了りようしていた。

「……海さん、すっかり貝みたいになっちまって」

　電話で会話した葉月は、彼の近きん況きようをそう表現した。

「……君がダジャレを言うとは珍めずらしい」

「んなことどうでもいいんスよ」

　指し摘てきされて初めて気がついたのか、葉月は早口になった。

「あれっから一言もしゃべってくれないんスよ、海さん。康晴さんの言葉は信じたくないんスけど、これじゃ……」

　語ご尾びはかき消えるようだった。

　どっちもこっちも不景気なツラばかりだった。それは夏月も例外ではなかった。

「姿を隠さなきゃならないかもしれません」

　翌日、真しん剣けんな表情で夏月は僕に宣告してきた。八阪井家の居間の大窓のところに二人で並んで座っている時のことだった。

「それは、──どこかに潜せん伏ぷくするってこと？」

「はい。最悪、葉月たちと合流するしかないかも、です。葉月が受け入れてくれれば、の話ですが」

「戸有から睨にらまれた以上は、のほほんとはしていられないか」

「この家に住んでいるのは、自分の居場所を旗を振ふって示すようなものですからね。できれば、申し開きをする機会があればいいんですが……」

　機会はないだろう、ということを夏月の険しい表情は物語っていた。

　後に伝え聞いたところによると、僕らが亘理義顕と対決している間に、八阪井三十四は迅と対決して彼を殺してしまったそうだ。その後井倉も行方ゆくえ不明になっていて、戸有は一晩で四人も魂裸醒を失ったことになる。しかも、うち一人は亘理銑十郎の息むす子こだ。彼らの口から「夏月の裏切り」が戸有に伝わっているはずである。今この瞬しゆん間かんに戸有からの渉しよう猟りよう手しゆが現れても不思議ではない。

「どうして、こんなことになっちゃったんでしょうね」

　夏月がはき出したため息は、あまりにも重かった。

　夏月が背負った十じゆう字じ架かは、日に日に重さを増しているかのようだった。

「ん…………」

　目を閉じて、夏月は僕の肩に寄りかかってきた。僕にできることといえば、せいぜい夏月の支えになってやることくらいだった。

　僕自身はというと、理性を失わぬままに魂裸醒を振るう訓練に早速取りかかった。

　相変わらず平磐周辺は裸ら光こうが吸い上げられている状態で、僕が魂裸醒の力を使うためには過か醒せいに陥おちいるより他になかった。しかしいちいち理性がすっ飛んでいては、拾える命も捨てることになるだろう。どうにかならないものか、と僕は色々試ためしてみた。

　そのうち、どうにかなりそうだという手て応ごたえをつかめてきた。心を真っ平らにしていれば、理性を保ったまま魂裸醒を発現させることができる。しかし、なんらかの理由で感情が揺ゆれたりすると、ふっと他者に心を支配されるような感覚に襲おそわれる。少々の動どう揺ようでも心がぐらつかないようにするには、訓練するしかなかった。




　そしてもう一つ、重大な事件が発生した。

　僕宛あての匿とく名めいの手紙が花谷家に投とう函かんされていた。内容は「本日午後十時、舞まい嶋しま停留所にこられたし」というものだった。

　舞嶋とは、花谷家最も寄よりのバス停から駅とは反対方向に二つほどいった停留所だった。うっそうとした森に挟はさまれた場所にある停留所で、夜になるとひったくりや痴ち漢かんに非常に適した場所となる。しかし周辺の住民からバス会社に苦情が行ったことはない──平磐市ではたいてい、日にち没ぼつ前に最終バスが行ってしまうのだ。

　こっそりと会合を持つのには、最適な場所だった。僕は迷ったあげく、そこへ向かうことにした。

　周囲には人の気配がなく、停留所を照らす街灯が一本ぽつりと立っているだけだった。どうやら僕の方が先に着いたらしかった。

　道路の左右、森の中と慎しん重ちように見み渡わたしてみるが、誰だれもいない。いたずらか、と思って停留所に目を戻もどすと──

「──うわ」

　街灯の下に、人が一人現れていた。突とつ然ぜんのことに心臓が飛び出しそうになったが、すぐに自分を落ち着け、男性を観察する。

　──どこかで見たことのある人物だった。

「大阪に帰ったんじゃなかったの？　哲矢兄さん」

　そう言うと、男性は声を返してきた。

「……哲矢は大阪に住んでいるのか？」

　その言葉は明めい瞭りように聞こえた。が、意味が理解できなかった。どうして哲矢兄さんがそんなことを言うのか──

　…………

　…………

「ま、さ、か」

　その可能性に気づいた途と端たん、僕の口はろれつが回らなくなった。

　よく見ればその人物は、顔面に大きな傷きず跡あとがあった。顔右側の額からほお骨まで突つき抜ぬける、醜みにくい跡あとだ。その途と中ちゆうにある右目は塞ふさがってはいなかったものの、まぶたの開き方は左目より狭せまい。

　もちろん、哲矢兄さんにこんな古傷があろうはずもなかった。

「久しぶりだな。大助」

　その声、その顔、その態度。間ま違ちがいなく、十一年前に行方不明になった昂治兄さん──三鶴城昂治のものだった。




「シィ──ッ」

　昂治は唇くちびるに指を押し当てた。

　十一年の歳月は、確実に昂治兄さんの容姿に変化をもたらしていた。しかし、面おも影かげはそっくりそのまま残っている。

　間違いなく、昂治兄さんだ……！

「先に言っておく」懐なつかしい声が響ひびく。「俺とここで出会ったことは、絶対誰にも話すんじゃない。父さん母さんにもだ」

「一体……一体何をしに来たの」

　ショックでほとんど頭が真っ白になりかけていた。色々聞きたいことがあるのに、口がほとんど動かない。

「警告をしにきた。父さんと母さんをなんとか説得して、沼渡田から離はなすんだ──できるだけ遠くに。隕いん石せきが落ちてこようとしているのは、おまえも知っているだろ」

「昂治兄さん、それって……！」

「俺は今、八阪井三十四さんと行動をともにしている。十一年前、あの人に命を救ってもらったからだ──魂たま裸ら醒せになって、な」

　昂治兄さんの背後から、うり二つながら半はん透とう明めいの姿──幽ゆう体たいが現れる。それは魂裸醒の力を持つことの証あかしだった。

「そ──そんな。僕に、どうやって父さん母さんを説得しろって言うんだよ」

「……まあ、難しいだろうな。だが、隕石が落ちてからじゃ遅おそいんだ」

「昂治兄さんが来てよ！　そうすれば父さん母さんも納なつ得とくしてくれるはず……」

「それはダメだ」昂治兄さんは言下に否定した。「俺は十一年前に死んだ人間だ。今いま更さら姿を現すことは、できない」

「だったら、どうして僕の前には出てきたんだ」

「おまえも魂裸醒だからな。まさか弟が魂裸醒になっているとは思いもよらなかったが……」

　昂治兄さんは進み出て、僕の両りよう肩かたに力強く手をかけた。

「約束してくれ。父さん母さんを守れるのはおまえしかいないんだ──」

　なんと答えればいいのか、さっぱりわからなくなった。僕はバカみたいに兄さんの顔を見つめるしかなかった。

「時間がないんだ。みんなに何も言わず、こっそり出てきたんだ。あとでばれたら八阪井三十四さんになんて言われるか、──」

　その時。

　僕たちの視界に、黒い霧きりが流れ込んできた。

『……私の名前を呼んだかね？』

　その声は、黒い霧を伝わって聞こえてきた。

　僕と昂治兄さんは、同時に停留所のベンチに目をやった。

　するとそこには、鉄仮面の人物がまるでバスでも待っているかのように腰こし掛かけていた。

「三十四さん……！」

　まずいところを見られた、という風に昂治兄さんは顔をゆがめた。

『困るな、昂治君……勝手に家族とコンタクトを取られては。君は死んだことになっている人間なんだから』

「……申し訳ありません」

　昂治兄さんは素す直なおに謝った。

　八阪井三十四は僕を指さした。

『この間、私が彼にテニスボールを渡わたしてあげたじゃないか。……ま、家族のことが心配な気持ちは、わからなくもないがね』

　昂治兄さんにそう言って、それから僕に顔を向ける。

『申し訳ないが、彼のことは他言無用に頼たのむよ……約束してくれ。約束できないなら、俺は君を殺す』

「……約束します」

　そう答えるしかなかった。

　八阪井三十四は満足して頷うなずいた。

『結構。それでは、行こう』

　昂治兄さんは僕に背を向け、八阪井三十四とともに立ち去り始めた。

「待って！」

　僕は昂治兄さんの背中に呼びかけた。昂治兄さんは立ち止まる。

「兄さんも、戸有と戦うの……？」

「その通りだ。隕石の落下を止めなければならない。それに俺には、亘理銑十郎を倒たおさなければならない理由がある」

　穏おだやかだった昂治兄さんの言葉に、突とつ然ぜん殺気がみなぎった。怒いかりに震ふるえる手で、顔面の傷を撫なでる。

「あいつのせいで、俺は家族の絆きずなを捨てさせられ、かわりにこの傷と七年間の昏こん睡すいとをもらった。俺の人生を狂くるわせたあいつを、俺は許すわけにはいかない」

　迫はく力りよくに気け圧おされ、何も言い返せない間に、昂治兄さんは暗くら闇やみの中に消えていった。

　僕は、昂治兄さんの消えた暗闇を見つめ続けた。いつまでも、惚ほうけたように。




　　閉幕　悪あく魔まの串くし団子




「はい、あ～んしてくださいな。あ～ん」

　結衣は自分の口を大きく開け、光陽に見せた。

　光陽は結衣に膝ひざ枕まくらされていた。彼の見つめる瞳ひとみの先には、結衣の持つ歯ブラシがある。

「あ～ん、嫌きらい。オエってなる」

　ぐずる光陽に、結衣は辛しん抱ぼう強づよく説得を重ねた。

「食べた後歯を磨みがかずにほっとくと、虫歯になるんですのよ？　ドリルで歯を削けずらなきゃならないんですから。チュイ～ンって」

　ドリル音を結衣はうまいこと再現してみせた。光陽は巨きよ体たいを丸めておびえる。

「ドリル、もっと嫌い」

「なら、口を開けて下さいな。できるだけ早く終わらせますから」

「ン。コウ、がまんする」

　意を決して光陽は口を大きく開いた。

　光陽の歯を磨こうと結衣は歯ブラシを突つっ込みかけたが、寸前でピタリと止めた。

　近くの背の高い茂しげみが、突然わしゃわしゃと音を立てだしたのだ。自然現象によるものではない──、何者かが近づいてきている。咄とつ嗟さに結衣は警けい戒かい態勢を取った。

　茂みをかき分けて現れたのは、ボロボロのスーツを着用した男性だった。

「ああ──こんなところであなた方に出会えるとは！」

　井倉泰臣だった。知り合いであることに気がついて、結衣は胸の高さまで上げていた腕うでを下ろした。

「……あら。井倉さんじゃないですの。こんな遅おそくにどうしたんです？」

　時はもう深夜に近かった。河か畔はんから吹ふき上げる風は冷え切っていて、心ここ地ちよいのを通り越こして鳥とり肌はだが立つ。

「道に迷ったんですよ！　すぐに大きな道に出られると踏ふんでいたんですが、全く見つかりませんで。穂垂地区とは、アメリカ大陸に匹ひつ敵てきする広さを誇ほこるようですね」

「車はどうなさいましたの？」

「鍵かぎを落としてしまいまして」

　井倉はズタズタに裂さけた上着をつかんだ。必死こいて逃とう走そうするうち、あちこちが木の枝などで破れてしまったのだ。ふと我に返り、自分がこの山中まで車で来たことを思い出した時には、鍵をおさめていたポケットにも穴があいていたのだった。

「かなり苦労なされたようですわね」

　井倉はため息をついた。

「八阪井三十四に襲おそわれたんですよ」

　その言葉を聞くと、結衣と光陽、二人とも目め尻じりを軽くつり上げた。

「お待ち下さいな。なんでワタクシどもを呼んで下さらなかったのです？　八阪井三十四がキィ兄様の仇かたきであること、ご存じのはずですわ」

　言われてみれば、なんでこの二人を呼ばなかったんだろう。

　井倉は自問自答した。答えは簡単だった──井倉と迅の二人で容易に八阪井三十四を片づけられる、と判断したからだった。ところがその判断は大おお間ま違ちがいで、迅は殺され、井倉はこのていたらくである。

「連れん絡らくする間もなく、やられましてね。迅さんが殺されました。私は一人、命からがら逃にげてきたというわけです」

　悔くやしさに奥歯を嚙かみしめつつ、井倉はそう言いつくろった。

「キィのかたき、とる」

　光陽が言うと、応じて結衣も深く頷いた。

「今すぐ、彼のところに案内していただけませんこと？」

「そう言いたいのは山々ですが、さすがに私も疲つかれて死にそうでしてね。いったん退たい却きやくといきたいのですが……」

　冷たい瞳で、結衣はじっと井倉を睨にらんだ。が、ついと目をそらすと、

「……そうですわね。もうおねむの時間ですし、明日以降改めて、というのもいいでしょう」

「納なつ得とくしていただけましたか。ならば、公道へ出る道筋を教えていただけませんか？　私は宿に戻もどりたいのですが、──」

「……おおおーっと。ちょっと待ってもらうぜぇ」

　不意に、野太い声がどこからともなく轟とどろいた。

　全員が声が来た方を向くと、またも茂みががさがさと言い出した。雑草をかき分けて、人がもう一人姿を現す。

　またしても、男だった。ただし、縦にも横にも井倉の二倍はあろうかという大男だ。その男は右みぎ腕うでがなく、左目も傷で塞ふさがっており、これ以上ないボロボロの衣服をまとっていた。

　驚おどろきに、光陽と結衣が立ち上がった。

「キィ！」

「キィ兄様！」

　二人の声に、大男は左手を振ふって呼びかけた。

「よお、久しぶりだな、光陽に結衣。俺ッ様も会えてうれしいぜ」

　その言葉を受けると、二人は満面の笑えみを浮うかべて大男に飛びついた。

　驚きよう愕がくに目を丸くしているのは、井倉も同然だった。彼は大男を指さし、叫さけんだ。

「……生きていたんですか！　佐土原昌まさ紀き！」

「おおよ。この通り、な」

　佐土原昌紀は、自分の胸をばしんと叩たたいた。

「そ、その腕は……？」

「俺ッ様は、腕と足とをちぎられて、川に捨てられたわけよ。なんとか足は見つけてこの通りくっつけたが、右腕だけはとうとう捕つかまえられなかった。河口近くまで流されちまったんだが、まあかろうじてここまで戻ってきたわけよ。魂たま裸ら醒せじゃなかったら死んでるところだぜ」

　ちなみに平磐川が海に注ぐのは、ここから百キロほど南に行った場所である。

　佐土原は井倉をギロリと睨んだ。

「……予備の裸ら光こう石せきは持ってっか？」

「もちろんです、ハイ」

　すくみ上がった井倉は、すぐさま裸光石のペンダントを取り出し、佐土原に手て渡わたした。

　佐土原は裸光石を首につけ、限定的に魂裸醒を発現させた。失った右腕の部分に、ロボットの右腕が構成される。

「よーし。これでとりあえず、生活に支障はねえだろう」

　動くかどうか確かく認にんするために、右手を開いては閉じる。問題なく動かせると確信した後、佐土原はもう一度井倉を睨んだ。

「ところで、井倉ちゃんよおーっ。この間、俺を捜そう索さくもせずにさっさと帰っちまったのはどういうわけだ。おめえが俺を捜さがしてくれれば、もしかしたら右腕を魚のエサにせずに済んだかもしれねえのによおーっ」

　そして、右手でビームサーベルを取り出した。刃は渡わたり一メートル半はあろうかという輝かがやく刃を出現させる。

　佐土原の目の中に、井倉は殺気を感じ取った。咄とつ嗟さに、井倉はアボミナブル・スノウマンを発現しようとした。雪だるまの中から、護身用のライフルを取り出すため。

　だが、井倉の手がライフルをつかむより早く、佐土原は動いていた。ビームサーベルを振り下ろし、なんのためらいもなく井倉の右腕を切り落とす。

「……げああああっ!?」

　はじめ、井倉は何が起きたか理解できなかった。自分の腕が途と中ちゆうから無くなっていることに気がついて、はじめて悲鳴を上げる。断面からはリズミカルに血が噴ふん出しゆつしていた。

「『目には目を、歯には歯を』なんて言うけどよぉーッ。俺ッ様は人よりほんのちょっぴり心が狭せまいから、腕一本もいだくらいじゃおさまらねえぜ？」

　井倉はほとんど聞いていなかった。血の止まらない傷口を押さえながら、のたうち回っている。

「待って下さいな、キィ兄様」佐土原結衣が口を挟はさんだ。「キィ兄様の痛みはワタクシの痛みでもあります。ワタクシにも、一本もがせて下さいな」

「コウも。うで、もぐ」

　佐土原は弟たちをしばし見つめて、

「……そりゃかまわねえが、こいつに腕は三本もねえぜ」

　もっともなことを言った。

「では、殺しましょう」結衣は妥だ協きよう案を出した。「そう……串くし団子の刑けいなんてのはいかがですかしら？」

　結衣は歯ブラシを取り出した。光陽の分と結衣の分、二本を。

「コウ、くしだんご、すき。あまいあまい」

　喜びながら、光陽は二本の歯ブラシを手に取った。そして井倉のもとにひざまずく。

「や……やめて……うあああーッ！」

　井倉は必死に抵てい抗こうしようとしたが、光陽の膂りよ力りよくにかなうはずもなかった。腕にとらえられ、井倉は悲鳴を上げた。

「……わたくし、信じてましたのよ」

　悲鳴を聞きながら、結衣は兄昌紀を見上げた。

「キィ兄様が死んでるはずはない、八阪井三十四に殺されるはずがない、って」

　佐土原はきょとんとした。

「八阪井三十四？　なんだそりゃ？」
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「え？　キィ兄様は八阪井三十四に殺されたって聞きましたけど……違ちがいますの」

「違うな。そういう話になっていたのかよ」

　佐土原はロボットの右腕でぼりぼりと頭をかいた。

「それでは……キィ兄様を倒たおしたのは、誰だれですの？」

「八阪井の姉妹だ。あの双ふた子ごともう一人、連れの外流の三人組にやられちまってな。そいつの名前は……」

　少し考え込んでから、佐土原は言った。

「……三鶴城大助とかいったか」

　結衣ははっと息をのんだ。

「三鶴城……大助様ですって？……その話、詳くわしく聞かせていただけませんこと？」

　真しん剣けんな表情で、結衣は懇こん願がんした。




　翌日。

　未明、穂垂地区の平磐川川沿いに右腕のない男性が打ち上げられているのを、近所の農家の男性が発見した。すぐに病院に搬はん送そうされたが、男性は既すでに死亡していた。はじめ死因は溺でき死しかと思われたが、係の者が奇き妙みような事実を発見した。二本の歯ブラシが、右の耳穴から左の耳穴へ、右のこめかみから左のこめかみへ、という風に男性の頭部を貫かん通つうしていたのである。どうやら死因は、これによる脳内出血であるらしかった。

　当局は事件と事故の両面から調査をはじめているという。
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　こんばんは六塚です。

　タマラセ四巻をお届けします。

　運命の日、沼ぬま渡と田だ隕いん石せき落下からちょうど十一年後の八月一日。十七歳の誕生日を迎むかえた夏か月づきを祝うため、三さん助すけはパーティーを企き画かくします。しかしそう簡単には問屋が卸おろさず、三助の前にはハプニングが頻ひん発ぱつします。大阪から帰ってきた兄に変態呼ばわりされてみたり、スクール水着の美少女に一ひと目め惚ぼれされてみたり、野や郎ろうに鞭むちで打たれて踏ふんづけられてみたり。三助君はパーティーを開かい催さいすることができるのでしょうか？

　Ａ・無理でした。

　という話です。イヤ本当に。




　　一いちノの谷たに逆登り




　今回も「あとがき五ページ書いていいよ」と言われたので近きん況きようを書き連ねてみようと思います。

　一ノ谷に行ってきたんですよ。源平合戦で有名な神戸市須す磨ま区くに。一巻で「義経は魂裸醒でひよどり越ごえを成功させた」と書いた手前、いかほどの斜しや面めんであるのか実際にこの目で確かめなければ、と思ったので。

　海水浴場のにぎわう須磨を越え、山陽電鉄須す磨ま浦うら公こう園えん駅で下車。そこに広がっていたのは、駅の北側に迫せまる山の壁かべと、南側に迫る瀬せ戸と内ない海かいでした。この辺は山が限界まで海にせり出しているので、平地と呼べる場所が異常に狭せまいのです。海沿いを走るＪＲの電車が、高潮を浴びると塩害でストップするくらい。

　そんな場所なもので、駅を降りるとすぐに登山口です。なんでも鉢はち伏ぶせ山やまというのだとか。実際の一ノ谷はもう少し東側なのですが、とりあえずためしに登ってみよう、と思い立ち、山へ向け一歩を踏み出したのでした。




　山道には人の姿はほとんどありませんでした。この山は俺様が独ひとり占じめだぜ～、などと初めのうちは喜んでいたのですが、そのうち人のいない理由をイヤというほど理解することになりました。

　この山、勾こう配ばいが尋じん常じようでなくきついのです。おまけに夏の晴はれ渡わたった日だったため、まぶしい太陽光が容よう赦しやなく照りつけてきます。南側を向いた斜面だから日当たりのいいこといいこと。しまいには、二十歩おきに休きゆう憩けいを取らなければ歩けないくらい体力を消しよう耗もうしたのでした。

　あとで聞いたところによると、この山はあまりにもきついので、近所の人間は恐おそれて近づかないのだとか。こういう山道だとたいてい健康維い持じのため歩いている老人の姿があるものですが、老人がここを踏とう破はしようと思ったら間ま違ちがいなくお亡なくなりになりますね。象が自分の墓場めがけて歩いていくようなものです。

　というか僕自身も汗あせが滝たきのようにドロドロと流れ出て、このまま熱ねつ中ちゆう症しようになるんじゃなかろうかと死の危険を覚えました。スポーツドリンクを携けい帯たいしていなかったら行いき倒だおれになっていたやも。ちなみにこの日はペットボトルを五本も飲のみ潰つぶしました。一年くらい前に鞍くら馬ま山やまを登った時も疲ひ労ろう困こん憊ぱいしたものですが、鉢伏山の前では、あの天てん狗ぐの山など幼よう稚ち園えん児じのお遊ゆう戯ぎですね。少なくとも夏の間は山道を封ふう鎖さすべきだと思いました。過去に死人とか出ていないんだろうか……。




　苦行の末にたどりついたのは、ケーブルカーの山上駅でした。ここが山頂か、と思ったらまださらに上がある模様。さすがに精せい根こん尽つき果はてたので、ケーブルカーで速そつ攻こう降りることにしました。最初からケーブルカーを使用しときゃ良かった……と思っていたら、こっちのケーブルカーもごっつい代しろ物ものでした。あの急斜面を降りるだけあって、ほとんど垂直落下なのです。眼下に広がるあんまりにもあんまりな景色に、もう少しで漏もらすところでした。ありゃ絶ぜつ叫きようマシンと呼んで差さし支つかえないかと思われます。




　山を下りた後は、敦あつ盛もり塚づか（高さ三・五メートルの超ちよう巨きよ大だい五ご輪りん塔とう）や古戦場の戦いくさの浜はまあたりを適当にぶらついた後、帰宅の途とに着きました。微び妙みように一ノ谷を見み損そこねており大失敗。あとで調べたら逆落とし口なる場所があったらしいです。先に調べておけば良かった……

　しかし鉢伏山の斜面イコール一ノ谷の斜面と考えるなら、あの斜面を馬で駆かけ下おりるってのは正気の沙さ汰たではないですね。あんな急斜面を騎き馬ばの軍勢が駆け下りるだなんて、一体どんな魂裸醒ならそんなことができるんだ。自分で言っておいてなんですが、想像もつきませんね。




　　平ひら磐いわの明日はどっちだ




　今後の予定などを。

　次に出す本はタマラセの短篇集の予定です。ザ・スニーカー誌で連れん載さいした短篇群に、書き下ろしを加えるという格好になります。三助と長坂の出会いをもたらすこととなった誘ゆう拐かい事件の話をはじめとした、九く里り浜はま探たん偵てい局きよく（仮）かつこかりの活動実態をまとめたものです。

　能天気な話ばかりで、殺さつ伐ばつとした長篇とはカラーの違う軽めのものとなっております。長篇は残ざん虐ぎやくファイトの連続で胃にもたれる、という方に特におすすめします。そうでない方も是ぜ非ひどうぞ。




　で、その次は長篇その五「コルシカ忍者世紀末最終大決戦（仮）」です。次の長篇にてタマラセ、三み鶴つる城ぎ大だい助すけの物語は完結となります。

　次回、終末迫る平磐に、魂たま裸ら醒せ達が集結します。三助達はむろんのこと、八や阪さか井い三さ十と四しの一党が、ついに姿を現す亘わた理り銑せん十じゆう郎ろうが、そしてここでは言えないあんな人やこんな人が。隕いん石せきに導かれた魂裸醒達の大決戦です。

　八阪井三十四の怨おん念ねんに、亘理銑十郎の野望に、戸と有ある内戦に秘められた真実に、そして三助と夏月の運命に、決着の時がやってきます。お楽しみに！





六塚　光　　
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